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 〇提出議案の主な内容 ２～３P
 〇委員会審査の主な内容 ４～５P
〇一般質問（代表4人・個人10人） ６～１4P
 〇議長・副議長の出席報告等 １５P
 〇審議された議案と結果 １６P

　4月10日㈭に市立小学校8校で
入学式が行われました。
　みんな元気いっぱいです。

（写真：八街東小学校）

入　学　式
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※本紙にご意見等ございましたら「議会だより編集委員会」までお寄せ下さい。　TEL０４３（４４３）１４８２

編 集 後 記

●議会だより編集委員会●　委員長／林　政男　副委員長／服部雅恵　委員／京増藤江・新宅雅子・山口孝弘・　　　　　　　　　　　　 石井孝昭・木村利晴・小山栄治

3月定例会議案等結果一覧
 

誠和（誠和会）…… 中田　眞司、湯淺　祐德、小髙　良則、山口　孝弘、林　修三、石井　孝昭、
　　　　　　　　 　木村　利晴、小山　栄治、小菅　耕二、鈴木　広美、長谷川健介
公明（公明党）…… 新宅　雅子、鯨井眞佐子、川上　雄次、服部　雅恵

２１（やちまた21）…… 加藤　弘、林　政男
共産（日本共産党）…… 丸山わき子、右山　正美、京増　藤江
古…… 古場　正春　　 桜…… 桜田　秀雄

　                                         ３月議会は、市民の暮らしに大きな影響を及ぼす４月からの消費税率の引き上げ、様
々な社会保障の内容改変等の実施を目前にして開催されました。「これからの暮らしがどうなるのか？」と、市民
の皆さんの関心は高いと思います。
　今議会において、小学校・中学校校舎の耐震化及び市立幼稚園へのエアコン設置、実住小学校のトイレ改修工事
等に対する予算措置がされました。子供たちの安全や快適性が確保されることを嬉しく思います。
　これからも市民の皆さんの切実な願いや声を反映する「議会だより」をめざします。                   　（京増藤江）

八街市議会6月定例会のお知らせ
八街市議会6月定例会は5月30日㈮から6月20日㈮までの日程で行われる予定です。
○一般質問日程（予定）6月4日㈬・5日㈭・6日㈮午前10時～

○賛成　　╳反対　　退：退席

議案番号 件　　　　　　　　名 議決年月日 結　果
 各会派の賛否 無会派

  
 誠和 公明 共産 21 古 桜

11　 4　 3 　2

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦   H26. 2. 20  　   ○     ○     ○     ○    ○  ○ 

議案第１号 監査委員の選任   H26. 2. 20  　   ○     ○     ○     ○    ○  ○ 

議案第２号 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  H26. 3. 24  　   ○     ○     ○     ○      ○

議案第３号 　　   H26. 3. 24  　   ○     ○     ╳    ○     ╳

議案第４号 　   H26. 3. 24  　   ○     ○     ╳    ○      ○

議案第５号 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  H26. 3. 24  　　○     ○     ╳    ○      ○

議案第６号 　   H26. 3. 24  　　○     ○     ○     ○      ○

議案第７号 　   H26. 3. 24  　 ○     ○     ○     ○      ○

議案第８号 　   H26. 3. 24  　　○     ○     ○     ○      ○

議案第９号 　   H26. 3. 24  　　○     ○     ○     ○      ○

議案第10号 市道路線の認定 　 H26. 3. 24  　　○     ○     ○     ○      ○

議案第11号 　 　H26. 3. 24  　　○     ○     ○     ○      ○

議案第12号 　 　H26. 3. 24  　　○     ○     ╳    ○      ○

議案第13号 　 　 H26. 3. 24  　　○     ○     ○     ○      ○

議案第14号 　 　 H26. 3. 24  　　○     ○     ○     ○      ○

議案第15号 　 　H26. 3. 24  　　○     ○     ╳    ○      ○

議案第16号　平成２５年度八街市下水道事業特別会計補正予算 　H26. 3. 24  　　○     ○     ○     ○      ○

議案第17号 　 　 H26. 3. 24  　　○     ○     ○     ○      ○

議案第18号 　  H26. 3. 24  　　○     ○     ╳    ○      ○

議案第19号　平成２６年度八街市国民健康保険特別会計予算 　 H26. 3. 24  　　○     ○     ╳    ○      ○

議案第20号 　 　 H26. 3. 24  　　○     ○     ╳    ○      ○

議案第21号 　 　H26. 3. 24  　　○     ○     ╳    ○      ○

議案第22号　平成２６年度八街市下水道事業特別会計予算 　H26. 3. 24  　　○     ○     ╳    ○      ○

議案第23号 　 　 H26. 3. 24  　　○     ○     ╳    ○      ○

議案第24号 　  H26. 3. 24  　　○     ○     ○     ○      ○

議案第25号 副市長の選任 　 H26. 3. 24  　　○     ○ 退   ○      ○

議案第26号 平成２５年度八街市一般会計補正予算 　 H26. 3. 24  　　○     ○     ○     ○      ○

 

 

 

 

 

平成２５年度八街市後期高齢者医療特別会計補正予算

非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部を改正する条例の制定
八街市特別職の職員の給与の特例に関する条例の一部
を改正する条例の制定
八街市一般職の職員の給与等に関する条例の一部を改
正する条例の制定
八街市一般職の職員の管理職手当の特例に関する条例
の一部を改正する条例の制定
八街市土地開発基金の設置、管理及び処分に関する条
例を廃止する条例の制定
八街市まちづくり基金の設置、管理及び処分に関する
条例を廃止する条例の制定
八街市地域の元気臨時交付金基金の設置、管理及び処
分に関する条例の制定
八街市予防接種健康被害調査委員会条例の一部を改正
する条例の制定

印旛郡市広域市町村圏事務組合規約の一部を改正する
規約の制定に関する協議

八街市立朝陽小学校校舎及び屋内運動場改築建築工事
の変更契約の締結

適任と認める
賛成21／反対0
同 意

賛成21／反対0
原 案 可 決
賛成20／反対0
原 案 可 決
賛成16／反対4
原 案 可 決
賛成17／反対3
原 案 可 決
賛成17／反対3
原 案 可 決
賛成20／反対0
原 案 可 決
賛成20／反対0
原 案 可 決
賛成20／反対0
原 案 可 決
賛成20／反対0
原 案 可 決
賛成20／反対0
原 案 可 決
賛成20／反対0
原 案 可 決
賛成17／反対3
原 案 可 決
賛成20／反対0
原 案 可 決
賛成20／反対0
原 案 可 決
賛成17／反対3
原 案 可 決
賛成20／反対0
原 案 可 決
賛成20／反対0
原 案 可 決
賛成17／反対3
原 案 可 決
賛成17／反対3
原 案 可 決
賛成17／反対3
原 案 可 決
賛成17／反対3
原 案 可 決
賛成17／反対3
原 案 可 決
賛成17／反対3
原 案 可 決
賛成20／反対0
同 意

賛成17／反対0
原 案 可 決
賛成20／反対0

※林　修三議長は採決に加わっていません。※古場議員は本会議最終日欠席のため議案第２号から第２６号の採決に加わっていません。
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平成２５年度八街市一般会計補正予算

平成２６年度八街市一般会計予算

平成２５年度八街市国民健康保険特別会計補正予算

平成２５年度八街市介護保険特別会計補正予算

平成２５年度八街市水道事業会計補正予算

平成２６年度八街市後期高齢者医療特別会計予算

平成２６年度八街市介護保険特別会計予算

平成２６年度八街市水道事業会計予算
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議 案 の 内 容議長副議長出席報告
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  先進地を視察してきました。

︻
２
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︼
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ネ
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験
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張
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会
　

16
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訓
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千
葉
県
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地
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引
協
会
印
旛
支
部
会

22
日
・
社
会
教
育
振
興
大
会

23
日
・
八
街
吹
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楽
フ
ェ
ス
タ 

︻
３
月
︼  
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大
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市
）
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同
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合
通
常
総
代
会
　   （
佐
倉
市
）

29
日
・
文
化
協
会
講
演
会

︻
４
月
︼

6
日
・
野
球
連
盟
「
総
合
開
会
式
」

　
　
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
合
同
開
会
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団
感
謝
状
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与
式      

15
日
・
千
葉
県
市
議
会
議
長
会
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員
会
　
　
　
　（
千
葉
市
）
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日
・
流
山
市
議
会
視
察
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修
　
　
　
　 

　     （
流
山
市
）
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会
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期
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会
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日
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戦
没
者
追
悼
奉
納
剣
道
大
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・
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
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会
総
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・
橘
の
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舞
踊
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表
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日
・
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県
市
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会
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長
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　（
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葉
市
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日
・
文
化
協
会
定
例
総
会

    

　
・
関
東
市
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会
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長
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（
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日
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市
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団
第
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分
団
新
機
車
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27
日
・
雅
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡
発
表
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○文教福祉・経済建設常任委員会○ ○議会運営委員会・総務常任委員会○
○１月２２日　栃木県那須烏山市
　・サタデースクール事業
　・再生可能エネルギー導入（メガソーラ施設）

○１月１６日　神奈川県大和市
　・議会基本条例
　・自主防災組織に配備される
　　  「スタンドパイプ消火機材」
　・大和市少年消防団

○１月２３日　埼玉県三郷市
 　・親の学習推進事業
　・ららほっとみさと運営事業  

○１月１７日　静岡県藤枝市
 　・議会改革の取り組み
　・藤枝型 NPM（新公共経営）

　【サタデースクール事業】
　学力向上対策として、小学６年生及び中学３年生の個に応じた
指導を通して基礎的な学力の定着を図る目的で１２年前、合併前の
旧南那須町から始まった。実施期間は１０月から翌年２月までで、小
学生は国語及び算数、中学生は国語、数学及び英語の授業を行っ
ている。講師は宇都宮大学へ学生の講師派遣を依頼し、全てのク
ラスにおいて２名体制で行っている。また関係団体等で構成する運
営委員会を設置し、教材選定・カリュキラム作成・保護者対応を行い、
そのほか授業時には定期的に教育指導主事等が立会い、課題検
討等を行う体制も整備している。
　【メガソーラ施設】
　那須烏山市サンライズプロジェクトノ一環として、廃校になった七
合中学校跡地のグラウンドの一部（9千平米）に地上傾斜設置型
の太陽電池（一部両面）を設置した。
　施設能力は、出力が 730キロワットでそのうち10キロワット程度
を蓄電設備に接続しており、災害等の緊急時に無償で貸出が予定
されている。

　【スタンドパイプ消火機材・少年消防団】
　同時多発火災では市民の消火活動が重要であることから、消火
栓等に直接ホースを接続し、初期消火や延焼防止をすることが出来
る、消火効果が高く取り扱いが容易なスタンドパイプ消火機材を自主
防災組織へ配備している。一式費用は、約２５万円で市内全自主
防組織の１５０組織に平成２５年度事業で配付する予定である。実
際に放水の体験をしたが、φ４０㎜のホースのため、女性・子どもで
も使用できるものであった。
　平成５年４月に大和市少年消防団運営委員会が設立され、それ
以来予算運営及び活動で支援体制を整えている。団員は、市内
在住の小学４年生から６年生を対象とし、卒団生の大学生、高校
生、中学生を指導員に任命し、団員のサポートや訓練時の指導に
あたっている。防火・防災のさまざまな体験や各学校から集まるので、
普段交流のない子どもたちが学校組織と違う新たな団体行動により、
火災などの災害から暮らしを守り、災害のない社会づくりにも貢献す
ることを目指し、防火マナーを身につけた、社会人が育成されている。

　【親の学習推進事業】
　この事業は三郷市の教育「三つの宝」の授業規律の徹底、日
本一の読書のまち三郷、親の学習の三つの内の一つになる。　
　教育の原点は家庭にあるとの考えに立ち、子育てに関する悩み
や不安について情報交換するなかで、子育てのヒントや親のあり方
を学び家庭力の向上をはかる。
　特色としては三郷市青少年育成市民会議の会員が講座の進行
役となり、子育て中の親や中高生等を対象として、年間２０８講座を
展開している。参加者の子育てに関する気づきだけでなく、コミュニ
ケーションスキルも向上し、参加者間の新たな人間関係づくりが図れ、
様 な々活用が期待できる事業である。
　課題としては乳幼児をもつ保護者への講座を充実させることと、子
どもの成長過程に応じた段階的なプログラムの工夫（プログラムの
重複をさける工夫）やファシリテーター（三郷市青少年育成市民会
議の会員）の研修による進行技術、技量の向上が必要である。

　【議会改革の取り組み】
　平成２２年の改選時に議員定数が２７人から２２人に減員したのを期
に、それぞれ１１人で構成する決算特別委員会と予算特別委員会を
設置した。９月の決算審査特別委員会は、各委員が事業評価のた
め主要事業を抽出し、費用対効果等の検証を行い、各委員の評価、
新年度予算の考え方を執行部に提言している。各常任委員会にも議
会として機能強化体制が確立されており、現年度チェック機能をもち
１１月には次年度予算編成に向けて執行部に提言書を提出している。
　決算特別委員会の事業評価は、前年度事業に対する評価なの
で、新年度予算への提言としては１年間のブランクがあり、直近の
新年度予算への反映が諮られないので、常任委員会との連携が課
題である。また、事業評価は、個々の委員の意見となり、特別委員
会として一致した提言ではないので、執行部が戸惑うことがある。し
かし、評価システムをサイクル化し予算・決算特別委員会と常任委
員会が連携され予算執行の取り組みや進捗状況をしっかりとチェック
することで、執行部に的確な事業の進捗を促せ、議会のチェックサ
イクルが確立されるものと期待できる。

▲説明中の北村市長
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に
は
市

　

内
の
自
治
会
に
加
入
し
て
い

　

る
全
戸
を
対
象
に
無
料
配
付

　

や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、

　

新
規
転
入
者
や
希
望
さ
れ
る

　

方
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
窓
口
に

　

お
い
て
無
料
配
付
し
ま
す
。

　
　
安
全
で
安
心
な
街

◆
昨
年
10
月
に
本
市
を
襲
っ
た

　

 

台
風
26
号
に
よ
り
、
被
害
を

受
け
た
家
屋
の
復
旧
の
た
め

に
民
間
金
融
機
関
等
か
ら
借

り
入
れ
た
借
入
金
に
対
し
、

そ
の
利
子
分
を
補
助
す
る
た

め
の
災
害
復
興
住
宅
利
子
補

給
事
業
や
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
被
災
し
た
住
宅
の
再
建

支
援
制
度
と
し
て
、
液
状
化

等
被
害
住
宅
再
建
支
援
事
業

を
行
い
ま
す
。

◆
非
常
備
消
防
の
充
実
を
図
る

　

 

た
め
第
七
分
団
の
水
槽
付
き

小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
を
購

入
、
ま
た
耐
震
性
貯
水
槽
を

設
置
し
ま
す
。

◆
防
災
備
蓄
倉
庫
や
備
蓄
用
資

　

機
材
を
整
備
す
る
た
め
の
避

　

難
場
所
整
備
事
業
を
引
き
続

　

き
行
い
ま
す
。

　
　
健
康
と
思
い
や
り
に

　
　
あ
ふ
れ
る
街

◆
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ

　

る
低
所
得
者
への
影
響
に
鑑

　

み
、
社
会
保
障
充
実
の
た
め

　

の
措
置
と
併
せ
た
暫
定
的
・

　

臨
時
的
給
付
措
置
と
し
て
、

　

臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業

　

を
行
い
ま
す
。

◆
子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩

　

和
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て

　

世
代
の
消
費
の
下
支
え
を
図

　

る
観
点
か
ら
、
児
童
手
当
の

　

上
乗
せ
で
は
な
い
臨
時
的
な

　

給
付
措
置
と
し
て
、
子
育
て

　

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
給
付

　

事
業
を
行
い
ま
す
。

　
　
豊
か
な
自
然
と

　
　
共
生
す
る
街

◆
昨
年
10
月
の
台
風
26
号
に
よ

　

る
農
業
災
害
に
対
し
、
農
業

　

の
安
定
経
営
を
支
援
す
る
た

　

め
、
金
融
機
関
か
ら
の
融
資

　

に
対
し
そ
の
利
子
分
を
補
助

　

す
る
農
業
災
害
対
策
利
子
補

　

給
事
業
を
行
い
ま
す
。

◆
八
街
東
小
学
校
の
周
辺
や
八

　

街
駅
の
北
側
地
域
な
ど
の
冠

　

水
対
策
と
し
て
期
待
さ
れ
る
、

　

大
池
第
三
雨
水
幹
線
整
備
工  

　

事
を
平
成
24
年
度
か
ら
の
継

　

続
事
業
と
し
て
、
現
在
実
施

　

し
て
い
ま
す
。

◆
市
内
園
芸
農
家
か
ら
排
出
さ

　

れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
適
正

　

受
け
ら
れ
な
い
方
を
対
象
と

　

し
た
新
規
就
農
者
就
農
支
援

　

を
行
い
ま
す
。

◆
産
地
自
ら
が
新
た
な
生
産
販

　

売
戦
略
を
構
築
・
実
行
し
、

　

高
品
質
・
安
定
的
な
生
産
を

　

図
る
た
め
の
環
境
保
全
型
農

　

業
に
必
要
な
施
設
の
導
入
に

　

対
し
、
補
助
す
る「
輝
け
ち
ば

　

の
園
芸
産
地
整
備
支
援
事
業

　

を
行
い
ま
す
。

◆
八
街
市
推
奨
の
店
「
ぼ
っ
ち
」

　

が
主
体
と
な
り
買
い
物
弱
者
へ

　

の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
新

　

た
に
実
施
す
る
た
め
に
補
助

　

し
ま
す
。

　

市
民
と
と
も
に
つ
く
る
街

◆
喜
望
の
杜
区
、八
街
ニ
ュ
ー

　

タ
ウ
ン
自
治
会
へ
の
地
域
集
会

　

施
設
修
繕
に
対
す
る
補
助
な

　

ど
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
を

　

行
い
ま
す
。　

　
　
　
　
議　
　
案

◆
副
市
長
の
選
任

・
榎
本　

隆
二 

氏

◆
人
権
擁
護
委
員

・
尾
髙　

幸
子 

氏

◆
特
別
職
の
給
与
減
額

　

特
別
職
の
給
与
︵
月
額
︶
の

減
額
を
継
続
し
ま
す
。　

　

市　

長
▲
８
万
６
千
円

　

副
市
長
▲
５
万
４
０
０
円

　

教
育
長
▲
３
万
３
千
５
０
０
円

◆
管
理
職
手
当
て
減
額

　

一
般
職
の
管
理
職
員
手
当
に
つ

い
て
引
き
続
き
20
％
削
減
し
ま

す
。

◆
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

　
国
の
「
好
循
環
実
現
の
た
め

の
経
済
対
策
」
に
伴
う
国
庫
補

助
金
を
活
用
し
ま
す
。

・
老
朽
化
が
進
む
道
路
ス
ト
ッ

　

ク 

︵
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
︶
の

　

点
検
を
し
ま
す
。

︵
４
０
０
万
円
︶

・
大
雨
時
に
安
全
に
通
行
で
き
る

　

道
路
環
境
を
整
え
る
た
め
、

　

排
水
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

︵
８
千
７
０
０
万
円
︶

・
乳
が
ん
及
び
子
宮
頸
が
ん
検

　

診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配

　

付
し
ま
す
。

︵
３
千
９
７
８
万
円
︶

・
子
ど
も
た
ち
の
安
全
で
安
心

　

な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
た

　

め
、
小
中
学
校
校
舎
の
耐
震

　

化
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
老

　

朽
化
が
著
し
い
小
学
校
の
ト

　

イ
レ
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

︵
３
億
８
千
７
５
４
万
８
千
円
︶

・
市
立
幼
稚
園
に
エ
ア
コ
ン
を

　

設
置
し
ま
す
。

︵
４
千
７
８
２
万
４
千
円
︶

・
上
砂
地
区
に
お
け
る
産
業
廃

　

棄
物
を
撤
去
し
ま
す
。

︵
２
千
８
９
２
万
３
千
円
︶

3月定例会3月定例会3月定例会
提出議案の主な内容

　平成２６年３月定例会は、２月２０日に
開会され、諮問１件、議案２６件が提出
され審議されました。《紙面の都合上、
議案の内容の一部を掲載します》

　

に
処
理
す
る
た
め
の
園
芸
用

　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
適
正
処
理

　

事
業
や
市
内
産
業
の
活
性
化

　

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業

　

を
行
い
ま
す
。

　

心
の
豊
か
さ
を
感
じ
る
街

◆
交
進
小
学
校
・
八
街
東
小
学
校
・

　

二
州
小
学
校
３
校
の
屋
内
運

　

動
場
の
天
井
等
の
耐
震
対
策

　

調
査
設
計
業
務
を
行
い
ま
す
。

◆
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る

　

児
童
に
対
す
る
特
別
支
援
教

　

育
支
援
員
を
新
た
に
８
名
を 

　

増
員
し
ま
す
。

◆
経
済
的
な
理
由
か
ら
児
童
・

　

生
徒
に
義
務
教
育
を
受
け
さ

　

せ
る
こ
と
が
困
難
な
保
護
者

　

や
特
別
支
援
学
級
へ
就
学
す

　

る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に

　

対
し
て
援
助
す
る
生
徒
援
助

　

奨
励
を
行
い
ま
す
。　

◆
朝
陽
小
学
校
校
舎
改
築
工
事

　

は
、
平
成
26
年
度
の
３
学
期

　

中
に
は
、
新
し
い
校
舎
で
授

　

業
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
進

　

め
て
い
き
ま
す
。

　

活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
街

◆
農
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め

　

に
は
、
魅
力
あ
る
新
し
い
農

　

業
・
農
村
の
構
築
が
必
要
な

　

た
め
、
青
年
就
農
給
付
金
を
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何
か
。　

　

今
年
度
は
、
特
別

支
援
専
門
家
チ
ー
ム

に
よ
る
巡
回
相
談
を
全
中
学
校

及
び
幼
稚
園
で
年
２
回
実
施
し
、

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
15
名

配
置
、
ま
た
、
教
育
補
助
員
も

配
置
し
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
の
八
街
市

の
中
学
生
の
不
登
校
率
は

全
国
平
均
の
５
．48
倍
、
県
の

２
．47
倍
。
小
学
生
は
全
国
平

均
の
3.1
倍
、
県
の
3.7
倍
と
深
刻

で
あ
る
。
不
登
校
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
、
私
は
今
ま
で

小
学
校
に
も
適
応
教
室
を
設
置

す
る
よ
う
求
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
不
登
校
に
な
っ
て
か
ら
の
対

応
も
重
要
で
す
が
、
そ
れ
に
加

え
、
保
育
所
時
代
及
び
幼
稚
園

時
代
等
の
幼
少
期
か
ら
保
護
者

や
関
係
者
の
相
談
に
の
り
、
義

務
教
育
へ
の
連
携
を
強
め
る
常

設
の
相
談
体
制
が
必
要
と
思
う

が
如
何
か
。　

現
在
、
学
校
教

育
課
の
指
導
主
事

が
そ
れ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
医
療
費
負
担
増
の

　
影
響
緩
和
を

　

４
月
以
降
、
新
た
に
70

歳
に
な
る
方
か
ら
医
療
費

の
窓
口
負
担
が
現
在
の
１
割
か

ら
２
割
負
担
に
引
き
上
げ
予
定

で
あ
る
が
、
暮
ら
し
へ
の
影
響

は
ど
う
か
。

　

平
成
26
年
度
中
に

２
割
に
移
行
す
る
方

は
７
０
０
人
が
対
象
に
な
り
、

１
人
当
た
り
月
額
２
千
６
０
０

円
程
度
の
負
担
増
の
見
込
み
で

す
。　

平
成
25
年
５
月
31
日

現
在
、
70
歳
以
上
の
国
保

税
の
滞
納
率
は
10
．８
％
。
国

保
法
第
44
条
に
基
づ
く
﹁
病

院
窓
口
一
部
負
担
金
減
免
制

度
﹂や
同
法
77
条
に
基
づ
く﹁
市

条
例
の
減
免
制
度
﹂
等
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る

か
伺
う
。

　
「
減
免
制

度
」
の
問

い
合
わ
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

個人
質
問問問問問 市 

長
市 

長

市 

長
市 

長

問問

問問 問問

安
心
の
子
育
て
で
き
る
ま
ち
に

日
本
共
産
党　
　
　
京　
増　
藤　
江

　
子
ど
も
た
ち
の

　
健
や
か
な
成
長
を

　
２
０
１
５
年
か
ら
実
施

予
定
の
﹁
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
﹂
は
、
保
育
所

を
充
実
さ
せ
る
と
い
う
視
点
で

は
な
く
、
保
育
所
等
の
公
的
な

仕
組
み
を
、
企
業
の
要
求
に
応

え
﹁
サ
ー
ビ
ス
業
﹂
と
位
置
付

け
て
い
る
。﹁
新
制
度
﹂
に
向

け
て
、
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
尊
重
す
る
と
共
に
、

現
在
の
公
立
保
育
所
の
存
続
を

求
め
る
が
如
何
か
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
に
活
か
し
ま

す
。

　

基
本
的
に
公
立

の
６
保
育
園
は
５

年
間
公
立
保
育
園
と
し
て
存
続

し
ま
す
。

　
教
室
で
の
不
適
応
等
に

よ
り
、
支
援
が
必
要
な
子

ど
も
た
ち
の
発
達
を
保
障
し
、

二
次
的
障
害
を
防
止
す
る
た
め

に
も
、
保
育
園
や
幼
稚
園
等
か

ら
義
務
教
育
ま
で
一
貫
し
て
相

談
で
き
る
窓
口
を
求
め
る
が
如

教
育
長

教
育
長

再
質
問

再
質
問

教
育
次
長

教
育
次
長

平成26年度八街市一般会計予算、討論！　 ）約要（ 

　

平成26年度一般会計予算

※歳入歳出差引額6億7千800万円は、翌年度への繰越しや、基金に積み立てました。

12億3千500万円
（5.8％）

13億8千300万円
（6.5％）

31億400万円
（14.6％）

23億7千700万円
　（11.2％）

212億3千800万円

2億3千700万円
（1.1％）

8億5千200万円
（4.0％）

1億円
（0.5％）

5億5千100万円
（2.6％）

21億2千
　700万円
　　（10.0％）

1億4千100万円
（0.6％）

39億6千800万円
（18.7％）

　1億8千500万円
（0.9％）

2億8千400万円
（1.3％）

52億500万円
（24.5％）

6億7千300万円
（3.2％）

1億9千300万円
（0.9％）

2千万円
（0.1）

1億2千600万円
（0.6％）

2億3千600万円
（1.1％）

22億4千万円
（10.6％）

82億4千500万円
（38.8％）

20億3千500万円
（9.6％）

　消費税増税と社会保障制度の相
次ぐ改悪のもとで、市の新年度予
算は、福祉の増進に資するという

地方自治体の本来の役割を発揮させ、教育・福祉の充実と
ともに、地元中小業者が主役の経済振興、自然エネルギー
の利用促進、農業振興など地域内経済循環を促進すること
が求められます。まちづくりの基本となる総合計画・障害
者計画策定は職員の手によりつくろうとするものであり、
また、新規就農者への市独自の支援金制度の創設、高齢者
買い物支援、住宅リフォーム助成、朝陽小学校建設、就学
援助費の増目、榎戸駅改修など、積極的な取り組みを評価
するものです。
　しかし、市政運営方針は、市民の暮らし向きにまったく
言及せず、大増税から暮らしを守る市独自の施策はありま
せん。国は地方消費税交付金の増額分は福祉に使うよう指
導しています。市は上下水道、給食費に消費税を上乗せして
おり、市民のくらし圧迫につながりかねません。せめて低
所得者・障害者世帯への負担軽減対策を実施すべきです。
また、財源確保は税の徴収強化にとどまり、地域経済をど
のようにして活性化し税収アップにつなげるのかという方
向が見えません。市の経済を支える農業・商工予算は年々
削減され、歳出総予算のわずか1.7％。この分野の予算を増
やし地域内再投資力を高め地域循環型経済を構築すること
が何よりも必要です。市の教育予算は県下37市中ワースト1
という状況です。文科省は教材整備計画で単年度約800億円
を地方交付税として措置し、全国の学校環境整備を促して
います。ところが新年度は1/5程度しか予算化されていませ
ん。教育予算あと回しの予算編成に反対するものです。

　予算全般について削減額を維持
し、節減合理化を推進するという
考えのもと、限られた財源を重点

的かつ効果的に配分する施策精選型、全体としては通年型
予算です。
　歳入では、市税等徴収対策本部を中心に、全庁的な取り
組みを進めており、今後も収納率向上に向けた取り組みを
強化していくものと思われ、市税全体では、前年度と比較
し、0.5パーセント、約３千800万円の増となっています。
　歳出では、社会保障費関連の扶助費や子ども・子育て関
連、教育施設整備関連などの事業費が、当面増加すること
が見込まれ、大変厳しい財政状況が続くものと考えられま
す。このため、経費全般にわたる節減合理化や既存の制度
・施策の見直しに努めた上で、捻出した財源を重点的・効
果的に配分しています。
　暮らし、福祉、教育部門等、バランスのとれた予算配分
に努めることにより、市民の幅広い行政に対する期待に応
えつつ、財政の健全化を維持するという困難な行政課題に
対し、職務が公正かつ公平に行われ、市民から信頼される
市政を推進する努力が伺われ、希望の持てる安心社会を構
築できるものと確信しています。とはいえ、財政調整基金
の積立金残高は、平成27年度には枯渇しそうな状況であり
ますので、今後も北村市長の強力な指導力のもと、行財政
改革推進本部・市税等徴収対策本部を中心に、一層の経費
削減・財源確保に努め、複雑かつ多様化する市民ニーズに
応え、財政の健全化を維持しつつ、八街市の将来像の実現
をお願いして、賛成するものです。

市税
69億5千900万円
（32.8％）

　　　区　分
国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
下水道事業
水道事業

　平成26年度当初予算額①
　◆　平成26年度　特別会計 ◆　

101億6千403万1千円
4億1千612万3千円
38億3千3万3千円

15億1千339万2千円
15億2千920万3千円

　平成25年度当初予算額② 　増減額①--②
94億7千274万2千円
3億7千490万3千円
37億1千525万6千円
18億8千589万5千円
14億9千510万3千円

6億9千128万9千円
4千122万円

1億1千477万7千円
▲　3億7千250万3千円

3千410万円

212億3千800万円
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市 

長
市 

長
市 

長
市 

長
市 

長

市 

長
市 

長

市 

長
市 

長

問問
　
消
防
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

消
防
力
の
整
備
指
針

に
基
づ
い
て
、資
機
材
の

充
実
、職
員
の
適
正
な
確
保
、

配
置
を
す
べ
き
と
思
う
が
、
北

部
方
面
の
消
防
署
設
置
を
伺

う
。

　

基
準
を
１
署
満
た

し
て
い
な
い
。
そ
の
た

め
に
動
力
ポ
ン
プ
の
数
や
人
員

等
も
不
足
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
も
と
、
ち
ば
消
防

共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
が
運
用
開

始
し
、
円
滑
な
応
援
体
制
が
構

築
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
通
常
の
火
災
に
加
え
、

地
震
対
策
も
考
え
、
自

主
防
災
組
織
を
強
化
・
充
実
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
が
如
何
か
。

　

今
４
つ
の
自
主
防

災
組
織
が
あ
り
ま
す

が
、
地
域
の
会
合
等
を
通
じ
、

促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

市
の
消
防
団
員
確
保

に
つ
い
て
伺
う
。

　

こ
こ
数
年
、
減
少

が
続
い
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
に
も
消
防
団
に
対

す
る
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ

う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。
女
性

消
防
団
員
は
現
在
１
人
で
す
。

　

処
遇
の
問
題
に
つ
い

て
、
消
防
団
を
中
核

と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実

に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ

た
。
現
在
、
国
か
ら
は
１
人
、

３
万
６
千
円
交
付
さ
れ
て
お

り
、
消
防
団
員
の
報
酬
を
上
げ

る
べ
き
で
あ
る
が
如
何
か
。

　

非
常
備
消
防
費

の
国
の
交
付
金
は
、

８
千
２
０
０
万
円
が
算
入
さ
れ

ま
す
。
報
酬
に
か
か
わ
る
も
の

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
分
団
維
持
に
つ
い
て
、

服
装
、
各
備
品
の
充
実

は
も
ち
ろ
ん
、
分
団
長
会
議
の

日
程
の
改
善
を
求
め
る
が
如
何

か
。

　
本
部
会
議
・
団

本
部
会
議
あ
る
い

は
分
団
長
会
議
等
で
諮
っ
て
調

整
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
安
心
の
国
保
を

　

国
保
の
広
域
化
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
は
っ

き
り
さ
せ
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
県
に
意
見
を
上
げ
る
必

要
が
あ
る
が
如
何
か
。

　

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
規
模
拡
大
と
財

政
基
盤
の
安
定
化
、
デ
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
は
保
険
税
収
納
率

の
低
下
の
危
惧
、
地
域
住
民
に

寄
り
添
っ
た
保
険
事
業
の
可
否

が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
安
定
し

た
国
保
財
政
を
確
立
で
き
る
広

域
化
に
向
け
て
意
思
表
示
を
し

て
い
き
た
い
。

　

全
国
的
に
人
権
無
視

の
国
保
行
政
で
、
保
険
証

取
り
上
げ
な
ど
批
判
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
厚
労
省
は
﹁
資
格

証
の
取
り
扱
い
は
慎
重
に
﹂
と

し
て
い
ま
す
が
、
市
の
現
状
は

ど
う
か
。　

資
格
証
明
書
の
交
付

に
対
し
ま
し
て
は
、
定

期
的
に
納
税
相
談
通
知
の
送
付

を
行
う
と
と
も
に
、
特
別
な
事

情
が
生
じ
て
い
な
い
か
ど
う
か
、

状
況
の
把
握
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

個人
質
問

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
に
　

問問問問

問問 問問

問問

問問

日
本
共
産
党　
　
　
　
右　
山　
正　
美

市 

長
市 

長

総
務
部
長

総
務
部
長

市
民
部
長

市
民
部
長

国
保
年
金
課
長

国
保
年
金
課
長



4市議会だより｜平成26年（2014年）5月1日 市議会だより｜平成26年（2014年）5月1日

委　　員　　会一　般　質　問

　

 

公
共
交
通
に
つ
い
て

　
路
線
バ
ス
都
賀
線
廃
止

に
伴
う
、
利
用
者
へ
の
影

響
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ち
ば
フ
ラ
ワ
ー
バ
ス

の
都
賀
線
が
廃
止
に

至
っ
た
経
緯
は
、
国
、
県
、
沿

線
４
市
の
補
助
金
を
受
け
て

も
年
間
５
０
０
万
円
ほ
ど
の
損

失
額
が
生
じ
て
お
り
、
利
用
客

も
１
便
平
均
都
賀
行
き
で
乗
車

7.8
人
、
降
車
4.8
人
。
八
街
行
き

で
乗
車
3.1
人
、
降
車
5.2
人
と
、

こ
れ
以
上
の
確
保
が
望
め
ず
、

国
庫
補
助
金
も
危
ぶ
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

交
通
空
白
地
域
が
生
じ
な
い
よ

う
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
中
コ
ー
ス

の
ル
ー
ト
を
佐
倉
市
境
付
近
ま

で
延
長
し
、
折
り
返
し
運
行
を

行
う
予
定
で
す
。

　
デ
マ
ン
ド
交
通
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
、
及
び
今
後

の
公
共
交
通
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
、
13
人
の
方
か
ら

回
答
を
頂
き
ま
し
た
。
回
答
者

の
多
く
が
60
代
以
上
で
、
３
割

以
上
が
無
職
、
半
数
が
免
許
を

保
有
し
て
い
な
い
と
の
回
答
で

し
た
。
ふ
れ
あ
い
バ
ス
と
デ
マ
ン

ド
交
通
で
は
９
割
の
方
が
デ
マ

ン
ド
交
通
の
方
が
利
用
し
や
す

い
と
回
答
し
て
い
ま
す
が
、
デ
ー

タ
不
足
は
否
め
な
い
と
こ
ろ
で
、

早
期
の
導
入
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
後
は
、
八
街
市
地

域
公
共
交
通
協
議
会
に
お
い
て

総
合
連
携
計
画
を
決
定
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 　
教
育
に
つ
い
て

　
読
書
と
は
、
豊
か
な
感

性
や
考
え
る
力
を
育
み
、

生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い
く

う
え
で
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
す
。現
在
、
各
自
治

体
で
進
め
ら
れ
て
い
る﹁
家う

ち
ど
く読
﹂

の
本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

　

や
ち
ま
た
教
育
の

日
月
間
が
始
ま
っ
た

平
成
22
年
11
月
か
ら
、
図
書
館

に
「
家
読
の
本
」
コ
ー
ナ
ー
を

常
設
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
家

読
リ
ス
ト
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

不
登
校
や
問
題
行
動

に
対
す
る
早
期
対
応
や

環
境
改
善
を
図
る
た
め
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
導
入
を
求
め
る
が
如
何
か
。

　

本
市
の
児
童
、
生

徒
の
家
庭
環
境
を

考
え
る
こ
と
は
必
要
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
本
市
の
財
政
を
踏
ま

え
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
な
お
、
現
在
本

市
で
は
、
各
学
校
の
指
導
主
事

が
関
係
諸
機
関
と
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
行
い
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　

 子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
導
入

か
ら
２
年
。
保
護
者
の
声

と
、
絵
本
の
入
れ
替
え
に
つ
い

て
伺
う
。　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

良
か
っ
た
と
の
回
答

が
８
４
．６
％
。
読
み
聞
か
せ

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
方
も
増

え
て
お
り
、
事
業
の
効
果
が
あ

ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
子
に
兄

弟
が
い
る
場
合
、
同
じ
絵
本
が

配
付
さ
れ
る
た
め
、
予
算
面
を

含
め
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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育
て
支
援
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長
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長
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長
市 

長
市 

長
市 

長

　

 

通
学
路
の
整
備

　
県
道
岩
富
山
田
台
線
の

沖
十
文
字
か
ら
山
田
台
ま

で
の
歩
道
整
備
に
つ
い
て
は
、

既
に
沿
線
地
権
者
の
第
一
義

の
同
意
を
い
た
だ
き
、
千
葉
県

知
事
宛
て
に
同
意
書
を
添
付

し
て
要
望
書
を
提
出
済
み
で

す
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

　

県
印
旛
土
木
事
務

所
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
八
街
市
内
の
路
線
の
歩
道

整
備
を
鋭
意
努
力
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
本
市
と
し
て
も
、

他
路
線
の
進
捗
状
況
等
を
見
な

が
ら
、
要
望
を
重
ね
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
沖
分
校
の
子
ど
も
た
ち

の
５
、６
年
生
の
ほ
と
ん

ど
は
、
二
州
小
学
校
に
、
ふ
れ

あ
い
バ
ス
で
通
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
は

１
０
０
％
近
く
が
自
転
車
通

学
で
す
。
児
童
の
安
全
を
考
え

る
と
県
道
に
歩
道
整
備
が
必

要
で
す
。
小
学
生
は
自
転
車
で

歩
道
を
通
行
し
て
も
道
交
法

違
反
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
の
で
、
教
育
委
員
会
と

し
て
も
関
係
機
関
に
歩
道
設

置
の
要
望
を
し
て
い
く
考
え

は
な
い
か
。　

二
州
小
学
校
沖

分
校
で
は
、
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

交
通
指
導
、
安
全
指
導
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
子
ど
も
た

ち
の
命
に
関
わ
る
こ
と
で
す
の

で
、
安
全
第
一
を
考
え
る
と
い

う
立
場
で
、
再
度
、
警
察
、
そ

し
て
学
校
等
と
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

国
道
１
２
６
号
か
ら

県
道
八
街
東
金
線
の
二

州
小
学
校
ま
で
の
歩
道
整
備
の

進
捗
状
況
を
伺
う
。

　

県
印
旛
土
木
事
務

所
に
よ
る
と
、
当
初

の
整
備
内
容
は
、
全
体
計
画
延

長
が
約
７
０
０
ｍ
、
幅
員
3.5
ｍ

の
歩
道
を
両
側
に
設
置
す
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
が
、
そ
の
後

の
地
元
関
係
者
と
協
議
の
結

果
、
歩
道
幅
員
を
2.5
メ
ー
ト
ル

に
変
更
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

今
年
の
２
月
16
日
に
第
２
回
目

の
地
元
説
明
会
を
開
催
し
、
再

度
、
事
業
へ
の
協
力
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
用
地
協
力
が
得
ら

れ
た
箇
所
か
ら
整
備
を
進
め
て

い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　

 

通
勤・通
学
の
利
便
性

　
現
在
、
総
武
本
線
が
単

線
の
た
め
に
通
勤
・
通
学

に
非
常
に
不
便
と
い
う
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
登
下
校
、
出
勤
・
帰
宅

時
間
帯
の
電
車
本
数
の
少
な
さ

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
佐
倉

駅
、
千
葉
駅
の
接
続
の
改
善
に

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　

総
武
本
線
地
域
と

し
ま
し
て
は
、
ダ
イ

ヤ
の
改
善
に
関
す
る
要
望
実
現

に
向
け
て
、
今
後
も
粘
り
強
く

要
望
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
26
年
３
月
の

ダ
イ
ヤ
改
正
の
情
報
と
し
て
は
、

八
街
駅
発
の
上
り
18
時
台
の
普

通
列
車
１
本
が
佐
倉
駅
に
お
い

て
、
総
武
快
速
線
と
の
接
続
改

善
が
図
ら
れ
る
模
様
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の

要
望
活
動
の
成
果
と
し
て
、
受

け
と
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

個人
質
問問問問問 市 

長
市 

長

問問市 

長
市 

長

問問

通
学
路
の
安
全
、
通
勤
・
通
学
の
利
便
性
向
上

や
ち
ま
た
21　
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政　
男

◆
臨
時
福
祉
給
付
金

　
臨
時
福
祉
給
付
金
は
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
に

１
人
１
万
円
を
支
給
し
、
ま

た
、
基
礎
年
金
等
の
方
に
５
千

円
を
加
算
す
る
と
い
う
も
の
で

す
が
、
漏
れ
て
し
ま
う
方
が
い

な
い
よ
う
に
給
付
金
の
徹
底
は

ど
の
よ
う
に
図
る
の
か
。

　

周
知
を
徹
底
す
る
た

め
に
現
在
考
え
て
い
る
の

は
、
全
戸
に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
等

に
よ
る
チ
ラ
シ
の
配
布
、
ま
た
、

広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
同

時
に
お
知
ら
せ
を
す
る
か
た
ち

を
取
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
障
害
者
自
動
車
運
転
免
許

　

障
害
者
自
動
車
運
転

免
許
取
得
助
成
費
の
内

容
を
伺
う
。

　

免
許
の
取
得
費
用
の

３
分
の
２
、
10
万
円
を
限

度
と
し
て
、助
成
し
て
い
ま
す
。

◆
東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー　

４
月
に
東
千
葉
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
が
東
金
市

に
開
設
さ
れ
ま
す
が
、
医
療
圏

が
違
う
た
め
直
接
的
な
負
担
金

等
の
責
任
義
務
は
な
い
と
考
え

ま
す
。
し
か
し
、
開
設
さ
れ
る

と
八
街
市
民
も
利
用
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
そ
の
対
応
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。　

　

八
街
市
に
も
負
担
の

要
望
が
あ
り
ま
し
た
が
、

医
療
圏
の
違
い
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ひ
と
ま
ず
は
、
地
元
の
医

療
圏
の
協
議
が
整
っ
て
か
ら
の

問
題
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

◆
教
育
指
導

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
活

動
状
況
を
伺
う
。

　

市
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
１

名
が
巡
回
相
談
で
、
小
学

校
を
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

臨
時
的
に
県
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

も
小
学
校
を
回
っ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
十
分
な
か
た
ち

と
は
い
え
ま
せ
ん
の
で
、
さ
ら

に
、
充
実
し
た
対
応
の
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
学
校
給
食　

　

米
は
学
校
給
食
会
か

ら
仕
入
れ
て
い
ま
す
が
、

教
育
委
員
会
で
選
択
す
れ
ば
、

八
街
市
の
米
を
使
え
る
の
で
は

な
い
か
。

　

地
元
の
米
を
使
う
の
は

可
能
と
考
え
ま
す
。
し
か

し
、
年
間
使
用
す
る
量
を
確
保

で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

答答答答 問問問

答答 問問答答

問問問 答答答答 答答

文
教
福
祉

文
教
福
祉

◆
青
少
年
健
全
育
成

　
青
少
年
健
全
育
成
に
よ

り
、
八
街
市
の
大
き
な
問

題
で
あ
る
不
登
校
、
引
き
こ
も

り
の
問
題
に
つ
い
て
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
行
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　

本
市
を
管
轄
し
て
い
る

千
葉
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
相
談
業
務

を
実
施
し
て
お
り
、
市
で
は
、

長
期
欠
席
、
不
登
校
の
子
供
た

ち
に
「
未
来
の
扉
を
開
こ
う
進

路
相
談
会
」を
開
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
卒
業
生
に
も
就
労
相
談

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療

　

保
険
料
に
つ
い
て
は

２
０
１
４
年
度
か
ら
、応

益
割
に
つ
い
て
は
５
割
軽
減
、

２
割
軽
減
の
対
象
者
が
拡
大
す

る
よ
う
で
す
が
、
当
市
の
対
象

者
数
を
伺
う
。

　

全
体
で
新
た
に
２
６
３

名
の
方
が
対
象
に
な
り
ま

す
。　

保
険
料
を
滞
納
し
て

い
る
方
に
、
差
し
押
さ

え
等
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

基
本
的
に
、
差
し
押
さ

え
は
実
施
し
て
い
ま
せ

ん
。

答答

◆
市
長
﹆
副
市
長
及
び
教
育
長

の
給
料
を
減
額

　

平
成
15
年
度
か
ら
毎

年
見
直
し
し
て
い
ま
す

が
、
１
年
ご
と
に
見
直
し
を
す

る
根
拠
を
伺
う
。

　

毎
年
景
気
及
び
財
政
状

況
等
を
勘
案
し
、
減
額
率

に
つ
い
て
適
正
で
あ
る
か
ど
う

か
協
議
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
昨
年
度
と

同
様
の
率
に
設
定
し
、
期
間
を

設
け
た
も
の
で
す
。　

◆
管
理
職
手
当
20
％
削
減　

　

削
減
に
よ
る
総
額
は

い
く
ら
に
な
る
の
か
。

　

平
成
25
年
度
の
試
算
で

は
、対
象
職
員
が
54
名
で
、

総
額
約
７
３
０
万
円
に
な
り
ま

す
。
１
人
あ
た
り
に
す
る
と
、

年
額
約
13
万
５
千
円
に
な
り
ま

す
。

◆
市
税
収
入

　

市
税
収
が
低
迷
し
て

い
る
理
由
を
伺
う
。

　

市
民
税
は
、
国
で
は
緩

や
か
な
が
ら
景
気
回
復
傾

向
に
向
か
っ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
も
の
の
、
本
市
で
は
未

だ
、
景
気
回
復
の
実
感
が
あ
る

と
は
言
え
な
い
こ
と
か
ら
、
景

気
動
向
が
不
透
明
で
個
人
、
法

人
と
も
所
得
が
減
少
傾
向
に
あ

る
と
予
想
し
て
お
り
、
市
民
税

は
減
少
す
る
見
込
み
と
し
て
い

ま
す
。
固
定
資
産
税
は
、
東
京

ガ
ス
の
償
却
資
産
が
供
用
開
始

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
ま
し
て
、

増
額
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

景
気
回
復
が
い
ま
だ
本
市
で

波
及
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
全
体
の
傾
向
と
し

て
は
、
減
少
傾
向
に
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

◆
入
札
事
務

　

契
約
事
務
で
は
、
入

札
の
改
善
は
ど
の
よ
う

に
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　

今
ま
で
、
紙
ベ
ー
ス
で

入
札
し
て
い
た
も
の
を
平

成
26
年
４
月
か
ら
、
ち
ば
電
子

調
達
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
電

子
入
札
と
し
ま
す
。
随
意
契
約

以
外
は
す
べ
て
一
般
競
争
入
札

に
し
て
４
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
工
事
等
に
お
け
る
低
入

札
価
格
調
査
制
度
、
最
低
制
限

価
格
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

◆
防
犯
カ
メ
ラ

　

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
場
所
を
伺
う
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
事
件
が
あ
っ
て

映
像
を
警
察
に
提
供
す
る
こ
と

は
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
場

所
は
、
ひ
っ
た
く
り
等
犯

罪
の
多
い
エ
リ
ア
に
、
幹
部
交

番
と
協
議
し
て
設
置
す
る
予
定

で
す
。
警
察
へ
の
提
供
は
、
こ

れ
ま
で
警
察
署
か
ら
情
報
提
供

を
求
め
る
案
件
が
11
件
あ
り
ま

し
た
。

◆
防
災　

防
火
水
槽
や
消
火
栓

の
看
板
の
老
朽
化
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。　

消
防
団
が
定
期
的
に
点

検
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
際
に
、
不
良
が
あ
る
場

合
は
防
災
課
に
報
告
を
頂
き
、

防
火
水
槽
の
修
繕
、
看
板
の
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す

委員会での審査委員会での審査委員会での審査
　3月5日から3月12日に各委員会が開催さ
れ、付託された議案等を審査しました。
（紙面の都合上、質疑等の一部を掲載します。）

総

　
　務

総

　
　務

答答 問問

答答 問問 答答 答答

問 問答答 答答
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市 

長
市 

長

市 

長
市 

長

経
済
環
境
部
長

経
済
環
境
部
長

経
済
環
境
部
長

経
済
環
境
部
長

　

パ
ス
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

　

成
田
空
港
パ
ス
ポ
ー

ト
の
申
請
状
況
と
今
後

の
受
付
事
務
に
つ
い
て
伺
う
。

　

２
月
12
日
ま
で
の

受
付
件
数
は
、５
０

７
人
で
あ
り
、
受
付
事
務
は
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
、
企
画
課
窓

口
に
お
い
て
受
付
を
行
い
ま

す
。　

パ
ス
ポ
ー
ト
︵
旅
券
︶

の
申
請
や
交
付
の
事
務

を
市
町
村
に
、
一
括
移
譲
し
た

い
と
県
は
考
え
を
示
し
た
が
、

本
市
の
パ
ス
ポ
ー
ト
事
務
に
つ

い
て
伺
う
。

　

森
田
知
事
は
昨
年

12
月
の
県
議
会
で
パ

ス
ポ
ー
ト
に
係
る
事
務
の
権
限

委
譲
を
進
め
る
と
答
弁
さ
れ
、

県
は
平
成
27
年
度
に
県
内
54
市

町
村
に
一
括
委
譲
す
る
方
針
を

固
め
た
と
報
道
が
あ
り
ま
し

た
。

　

本
市
と
し
て
も
、
印
旛
振
興

事
務
所
管
内
の
市
町
と
調
整
を

図
り
、
足
並
み
を
そ
ろ
え
た
対

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

 

青
年
就
農
給
付
金
に
つ
い
て

　
本
市
の
青
年
就
農
給
付

金
の
給
付
状
況
と
、
平
成

26
年
度
の
給
付
見
込
み
に
つ
い

て
伺
う
。　

平
成
25
年
度
の
青

年
給
付
金
の
給
付
は

７
名
１
組
の
給
付
を
予
定
し

て
お
り
、
平
成
26
年
度
の
給
付

見
込
み
は
、
継
続
し
て
給
付
す

る
７
名
１
組
に
加
え
、
新
た
に

５
名
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

親
元
就
農
の
給
付
に

対
し
、
ど
の
よ
う
な
課

題
が
あ
る
の
か
伺
う
。

　

親
元
就
農
と
し
て

青
年
就
農
給
付
金
を

受
給
す
る
た
め
に
、
一
番
の
課

題
で
あ
っ
た
農
地
の
貸
借
問
題

が
一
部
緩
和
さ
れ
た
が
、
給
付

期
間
中
に
親
族
か
ら
農
地
の
所

有
権
移
転
を
行
う
こ
と
が
条
件

と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
贈

与
税
の
課
税
が
発
生
す
る
等
の

問
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

親
元
就
農
の
場
合

に
、
親
の
土
地
ま
た
は

３
親
等
ま
で
土
地
を
借
り
た

場
合
、
所
有
権
移
転
は
３
親

等
ま
で
所
有
権
移
転
が
必
要

な
の
か
伺
う
。

　

や
は
り

所
有
権
移

転
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、
そ

こ
が
一
番
大
き
な
問
題
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
、
市
で

は
新
規
就
農
者
就
農
支

援
金
を
予
算
化
し
た
が
ど
の

よ
う
な
制
度
か
伺
う
。

　

青
年
就

農
給
付
金

の
要
件
の
ハ
ー
ド
ル
が
ま
だ

高
い
。

　

親
元
で
息
子
さ
ん
が
家
を
継

が
れ
る
と
い
う
時
、「
親
と
し

て
農
業
を
ず
っ
と
や
っ
て
く
れ

る
だ
ろ
う
か
。」
と
心
配
し
て

い
る
中
で
、
土
地
の
名
義
を
変

え
る
事
に
抵
抗
感
の
あ
る
方
も

い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
要
件
で
、
青
年

就
農
給
付
金
に
合
致
し
な
い
人

た
ち
を
何
と
か
市
と
し
て
支
援

し
た
い
と
い
う
こ
と
で
予
算
化

し
ま
し
た
。
月
２
万
円
で
２
年

間
の
支
援
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

個人
質
問市 

長
市 

長

市 

長
市 

長

市 

長
市 

長

市 

長
市 

長

問問問問

問問問問 問問

パ
ス
ポ
ー
ト
と
青
年
就
農
給
付
金
に
つ
い
て

防
災
、
榎
戸
駅
、
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

問問

誠　
和　
会　
　
　
小　
山　
栄　
治

　

 

防
災
に
つ
い
て

　
２
月
16
日
に
行
わ
れ
た

総
合
防
災
訓
練
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
機
関
、
団
体
に
声
か
け

の
も
と
、
市
で
一
体
化
し
て
行

わ
れ
た
こ
と
に
高
く
評
価
し
ま

す
。
こ
の
防
災
訓
練
で
全
職
員

の
何
割
の
人
が
緊
急
時
に
対
応

で
き
た
の
か
。
ま
た
、
問
題
点

や
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

　

地
震
発
生
の
午
前

６
時
50
分
か
ら
午
前

８
時
30
分
ま
で
に
災
害
対
策
本

部
員
を
含
め
、
４
８
４
名
の
職

員
が
参
集
し
ま
し
た
。
全
職
員

５
５
０
名
に
対
す
る
割
合
は
87
．

２
％
の
結
果
で
し
た
。
今
回
の

訓
練
で
は
、
訓
練
に
参
加
し
て

い
た
だ
い
た
希
望
个
丘
地
区

や
、
各
区
役
員
の
皆
様
の
防
災

意
識
の
高
さ
を
改
め
て
認
識
し

ま
し
た
。
今
後
に
お
い
て
は
、

職
員
の
さ
ら
な
る
防
災
意
識
の

高
揚
と
、
体
制
の
整
備
を
図
る

た
め
、
職
員
向
け
の
資
料
配
付
、

説
明
会
、
研
修
会
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
防
災
訓
練
を
毎
年

実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
市
民
向
け
の
防
災
訓
練

に
つ
い
て
も
、
開
催
す
る
地
域
を

変
え
な
が
ら
、
テ
ー
マ
を
決
め
て

毎
年
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
防
災
無
線
が
聞
こ
え
な

い
。
ま
た
、
そ
の
反
対
に

音
が
う
る
さ
い
等
、
い
ろ
い
ろ

な
声
を
頂
き
ま
す
。
家
庭
で
も

聞
く
こ
と
が
で
き
る
防
災
ラ
ジ

オ
を
各
戸
に
設
置
を
望
む
が
如

何
か
。

　

防
災
ラ
ジ
オ
は
有

効
な
情
報
手
段
で
あ

る
と
考
え
ま
す
が
、
現
在
の
防

災
ラ
ジ
オ
は
ア
ナ
ロ
グ
方
式
の

み
で
あ
り
、
今
後
、
デ
ジ
タ
ル

方
式
に
更
新
し
て
い
く
こ
と
と

な
る
た
め
、
今
の
段
階
で
は
導

入
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
榎
戸
駅
に
つ
い
て

　
平
成
26
年
度
の
事
業
の

進
捗
予
定
、
及
び
補
助
金

や
交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て
伺

う
。

　

工
事
に
関
す
る
協

定
は
平
成
26
年
秋
の

締
結
に
向
け
協
議
中
で
あ
り
、

工
事
の
周
知
看
板
を
平
成
26
年

10
月
に
榎
戸
駅
周
辺
に
設
置
し

ま
す
。
広
場
設
計
業
務
に
つ
い

て
は
、
西
口
を
平
成
26
年
度
、

東
口
を
平
成
27
年
度
に
計
画
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
予
算
計
画

に
つ
い
て
は
、
国
庫
補
助
対
象

事
業
と
し
て
県
と
協
議
し
、
国

へ
補
助
金
の
要
望
を
提
出
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
つ
い
て

　
焼
却
炉
、
ま
た
最
終
処

分
場
の
延
命
化
の
た
め
に

は
、
も
う
一
歩
の
ゴ
ミ
の
減
量

が
不
可
欠
で
す
。
現
在
の
焼
却

灰
、
飛
灰
の
処
理
費
用
、
可
燃

ゴ
ミ
の
搬
入
量
は
如
何
か
。

　

焼
却
主
灰
の
支
出

は
平
成
24
年
度
で
７

千
６
１
７
万
５
千
３
１
円
で
す
。

ま
た
、
飛
灰
は
１
千
２
７
１
万

３
千
６
３
０
円
で
す
。
可
燃
ゴ

ミ
の
搬
入
量
は
平
成
23
年
度
が

総
搬
入
量
２
万
５
千
５
９
６
㌧

の
う
ち
２
万
５
３
９
㌧
、
平
成
24

年
度
が
２
万
５
千
２
３
０
㌧
の

う
ち
２
万
６
２
０
㌧
で
す
。
今

後
も
、
市
と
し
て
は
ゴ
ミ
の
減

量
化
を
市
民
に
呼
び
か
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

個人
質
問問問

市 

長
市 

長

市 

長
市 

長
問問問問

問問

公　
明　
党　
　
　
鯨　
井　
眞
佐
子

◆
不
法
投
棄
監
視

　
不
法
投
棄
監
視
対
策
の

実
績
を
伺
う
。

　

平
成
24
年
度
は
、
監
視

回
数
が
７
１
９
回
、
延
べ

人
数
１
千
７
７
２
人
、
発
見
件

数
１
８
６
件
、
う
ち
区
監
視
員

に
よ
る
処
理
が
１
５
５
件
、
市

に
処
理
依
頼
の
あ
っ
た
件
数
が

31
件
で
す
。
次
に
不
法
投
棄
監

視
業
務
は
、
平
成
24
年
度
は
、

22
箇
所
を
夜
間
ま
た
は
土
曜
日

等
に
監
視
い
た
だ
い
て
お
り
、

年
30
日
間
で
す
。
産
廃
な
ど
不

法
投
棄
さ
れ
た
場
所
に
、
変
化

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
市
の
方

に
連
絡
を
い
た
だ
き
、
何
か

あ
っ
た
場
合
は
県
と
市
で
対
応

し
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
19
箇
所
、

年
間
25
日
間
で
す
。

◆
水
質
対
策

　

水
質
対
策
で
は
、
市

内
に
は
産
廃
だ
け
で
は
な

く
、
窒
素
が
出
た
り
な
ど
の
問

題
も
あ
り
、
何
年
か
に
一
度
、

場
所
の
選
定
方
法
を
変
更
し
て
、

新
た
に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

　

現
在
、
隔
年
で
南
北

井
戸
を
60
本
ず
つ
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

八
街
市
内
の
地
下
水
の
変
化
を

調
べ
る
た
め
に
同
じ
井
戸
を
調

べ
て
お
り
、
数
値
は
変
化
し
て

い
る
状
況
で
す
。
で
き
る
だ
け

固
定
し
た
方
が
八
街
市
内
の
地

下
水
の
変
化
を
見
る
と
い
う
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
一
番
の
策
と

考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
残

土
ま
た
は
産
廃
等
で
埋
立
を
し

て
、
そ
の
後
、
地
下
水
が
心
配

で
す
の
で
、
こ
の
事
業
と
は
別

に
地
下
水
の
調
査
を
し
て
い
る

所
も
あ
り
ま
す
。
埋
立
等
で
近

辺
が
心
配
な
場
合
は
、
別
の
考

え
方
と
し
て
、
地
下
水
の
検
査

を
行
っ
て
い
く
方
が
良
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

◆
農
業
研
究
会

　
農
業
研
究
会
の
事
業
と

補
助
金
の
使
い
方
に
つ
い

て
伺
う
。

　

市
内
の
農
業
団
体
８

団
体
で
組
織
す
る
市
農

業
研
究
会
に
対
す
る
補
助
金

に
な
り
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
や

ち
ま
た
園
芸
部
、
Ｊ
Ａ
女
性

部
、
養
豚
組
合
、
酪
農
組
合
、

指
導
農
業
士
及
び
農
業
士
会
、

植
木
組
合
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
、
酒

米
生
産
組
合
が
実
施
す
る
事

業
に
対
す
る
補
助
金
で
、
Ｐ
Ｒ

活
動
、
試
験
研
究
な
ど
の
活
動

支
援
と
し
て
、
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

答答 問問

答答 問

答答

問問 答答答答

経
済
建
設

経
済
建
設

◆
消
費
生
活
相
談

　
消
費
生
活
相
談
の
体
制

を
伺
う
。

　

八
街
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
の
現
在
の
体
制
は
、

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
９
時
か

ら
４
時
ま
で
、
相
談
員
４
名
が

交
代
で
勤
務
し
、
相
談
の
対
応

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

◆
市
営
住
宅

　
市
営
住
宅
の
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

市
営
住
宅
に
つ
い
て
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
平
成
26
年
度
に
富
士
見
団

地
の
解
体
を
行
い
、
平
成
27
年

度
は
、
朝
陽
団
地
の
昭
和
46
年

度
建
築
分
に
つ
い
て
公
募
の
停

止
を
行
い
、
市
営
住
宅
入
居
管

理
要
綱
を
策
定
し
て
、
平
成
28

年
度
か
ら
九
十
九
路
団
地
と
長

谷
団
地
に
単
身
者
が
入
居
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。
平
成
28
年

度
は
、
朝
陽
団
地
の
昭
和
47
年

度
、
48
年
度
に
建
築
し
た
分
に

つ
い
て
公
募
を
停
止
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
は
地
域
住
宅
計
画

を
策
定
し
て
、
平
成
30
年
度
に

九
十
九
路
団
地
と
長
谷
団
地
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も
含
め
て
長

寿
命
化
計
画
を
作
成
す
る
予
定

で
す
。

 

流山市を視察！朝陽小学校改築工事

会派「改革クラブ」が
結成されました。

　平成２６年４月１７日に議会改革検討協議会は、日本経済
新聞社の「全国市区議会８１０市の議会改革度ランキング
調査」で全国第１位の流山市議会を視察しました。
　流山市の議会改革は、平成１３年の地方分権検討協議会
の設置から始まり、１７年３月対面式演壇の導入、１８年９
月本会議インターネット中継導入、２０年１０月の議会基本
条例制定シンポジウム&市民意見交換会開催を経て、２１
年３月に議会基本条例を可決しました。条文作成にあたって
は、早稲田大学マニュフェスト研究所と提携や議員間で討
議を重ねるなどが特徴となっています。
　また、議会基本条例が制定された、同年１０月に情報通
信技術（ＩＣＴ）の推進を求める決議を可決、ＩＣＴ推進基本
計画を策定、委員会室へのノートＰＣ持ち込みや、ユースト
リームによる特別委員会の中継、スマートフォン電子採決、
フェイスブック（市議会公式）ページ開設など、見られる議会
から見たくなる議会への積極的な改革をおこなっています。

　平成２６年度３学期の完成を目指して工事
を進めています。

代　表　古場　正春　議員
　　　　桜田　秀雄　議員
　　　　（平成26年４月１日結成）
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一　般　質　問一　般　質　問
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市 

長
市 

長
市 

長
市 

長

市 

長
市 

長
市 

長
市 

長

市 

長
市 

長

市 

長
市 

長
市 

長
市 

長

問問問問

問問

問問問問

問問問問
　
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

　

新
年
度
一
般
会
計
予

算
の
特
徴
は
如
何
か
。

　

平
成
26
年
度
一
般

会
計
予
算
案
の
特
徴

に
つ
い
て
は
︑
本
市
の
厳
し
い

財
政
状
況
を
踏
ま
え
︑
予
算

全
般
に
つ
い
て
削
減
額
を
維

持
し
︑
限
ら
れ
た
財
源
を
重
点

的
︑
効
果
的
に
配
分
す
る
施
策

精
選
型
の
財
政
運
営
と
な
っ
て

お
り
︑
全
体
と
し
て
通
年
型
予

算
と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。　

　
重
点
施
策
は
何
か
。

　

榎
戸
駅
自
由
通
路

整
備
及
び
︑
駅
舎
橋

上
化
や
道
路
等
整
備
事
業
の

他
︑
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
︑
東

日
本
大
震
災
︑
台
風
26
号
に
よ

る
被
災
者
支
援
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
ま
た
︑
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス

検
診
事
業
も
実
施
し
︑
雨
水
の

浸
水
対
策
と
し
て
︑
大
池
第
三

雨
水
幹
線
整
備
事
業
を
引
き
続

き
実
施
す
る
と
と
も
に
︑
現

在
︑
整
備
中
の
二
区
調
整
池
を

は
じ
め
︑
各
調
整
池
等
の
管
理

経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
そ
し

て
︑
学
校
教
育
の
充
実
を
図
る

た
め
︑
引
き
続
き
朝
陽
小
学
校

改
築
工
事
を
実
施
す
る
と
と
も

に
︑
交
進
小
︑
八
街
東
小
︑
二

州
小
の
屋
内
運
動
場
の
天
井
等

の
耐
震
化
を
進
め
ま
す
。
ま

た
︑
特
別
支
援
が
必
要
な
児
童

に
係
る
支
援
員
を
８
名
増
員
し

ま
す
。
そ
の
他
︑
将
来
都
市
像

や
基
本
理
念
と
い
っ
た
街
づ
く

り
の
目
標
と
な
る
総
合
計
画
の

見
直
し
を
す
る
等
︑
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
予
算
配
分
に
努
め
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
　
高
齢
社
会
対
策
に
つ
い
て

　

健
康
寿
命
と
は
、
日

常
的
に
介
護
を
必
要
と

し
な
い
で
、
自
立
し
た
生
活
が

で
き
る
期
間
を
い
い
ま
す
。
健

康
寿
命
を
延
ば
す
秘
訣
は
食
事

か
ら
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
シ
ニ
ア
向
け
の
食
育

講
座
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
が
如
何
か
。　

　

本
市
で
は
︑
介
護

予
防
事
業
の
一
つ
と

し
て
︑
介
護
認
定
を
受
け
て
い

な
い
65
才
以
上
の
市
民
の
う

ち
︑
体
重
が
減
少
傾
向
の
方
を

対
象
に
︑
栄
養
改
善
教
室
を
開

催
し
て
お
り
︑
栄
養
に
関
す
る

講
義
の
ほ
か
︑
栄
養
士
と
の
個

別
相
談
も
実
施
し
︑
低
栄
養
状

態
の
改
善
が
図
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

　
﹁
健
康
は
一
日
に
し
て

な
ら
ず
﹂
ま
ず
は
歩
く

こ
と
か
ら
始
め
よ
う
、
と
い
う

自
治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
ロ
ー
ド
と
し
て
の
指
定
を

望
む
が
如
何
か
。

　

身
近
な
と
こ
ろ
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
き

る
場
所
と
し
て
は
︑
ス
ポ
ー
ツ

プ
ラ
ザ
の
多
目
的
広
場
や
け
や

き
の
森
公
園
が
あ
り
︑
大
池
調

整
池
の
管
理
用
道
路
は
︑
散
策

路
と
し
て
歩
け
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
安
全

を
最
優
先
と
し
︑
景
色
を
楽
し

め
る
︑
名
所
旧
跡
を
訪
れ
る
な

ど
︑
既
存
の
道
路
や
施
設
を
利

用
し
︑
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
場
所
が
あ

る
か
調
査
し
て
い
き
ま
す
。

　
行
政
の
人
材
育
成
に

　
つ
い
て

　
元
気
な
八
街
市
を
発
信

す
る
に
は
、
職
員
の
人
材

育
成
の
た
め
の
指
導
、
教
育
が

必
要
と
思
う
が
、方
針
を
伺
う
。

　

平
成
18
年
１
月
に

策
定
し
た
八
街
市
職

員
人
材
育
成
基
本
方
針
の
中

で
︑
育
成
す
べ
き
職
員
像
と
し

て
︑
常
に
市
民
の
立
場
に
立
つ

こ
と
が
で
き
る
。
豊
か
な
発
想

力
と
政
策
形
成
能
力
で
︑
課
題

に
対
し
︑
調
整
や
問
題
解
決
が

で
き
る
。自
ら
の
責
任
で
考
え
︑

新
た
な
課
題
に
挑
戦
で
き
る
。

こ
の
３
つ
を
重
点
的
に
育
成
す

べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
個
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

の
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う

な
研
修
が
あ
る
の
か
伺
う
。

　

職
場
に
お
け
る
日

常
の
執
務
を
通
じ
て

の
助
言
指
導
を
行
う
職
場
研
修

や
︑
総
務
課
主
催
の
庁
舎
内
研

修
の
ほ
か
︑
職
場
外
の
実
務
能

力
向
上
の
研
修
︑
資
質
向
上
の

研
修
︑
県
へ
の
派
遣
研
修
等
︑

個
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
と
も

に
︑
ひ
い
て
は
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
市
民
へ
の
わ
か
り
や
す

い
情
報
発
信
が
重
要
と
考

え
る
が
如
何
か
。

　

市
か
ら
市
民
の
皆

様
へ
の
情
報
発
信
に

つ
い
て
は
︑
現
在
︑
広
報
や
ち

ま
た
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︑
区

長
・
自
治
会
長
回
覧
の
ほ
か
︑

報
道
機
関
12
社
へ
の
情
報
提
供

に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。実
際
︑

掲
載
に
至
っ
た
も
の
は
︑
50
件

中
20
件
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。先
般
Ｓ
Ｎ
Ｓ︵
ソ
ー
シ
ャ
ル・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
︶

を
活
用
し
た
情
報
提
供
に
つ
い

て
職
員
提
案
が
あ
り
︑
そ
の
有

効
性
な
ど
に
つ
い
て
検
証
作
業

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。引

き
続
き
︑
き
め
細
や
か
な
情
報

発
信
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

　
　

　一般質問は、市の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、見解を求めるものです。
3月定例会の一般質問は 2月 25日（火）、26日（水）、27日（木）の３日間に 14名の議員が質問しました。
　（ここでは紙面の関係で、その一部を要約して掲載しています。）

新年度予算、高齢社会対策及び
行政の人材育成について

公明党　新宅　雅子

　

 

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

本
市
並
び
に
本
市
議

会
等
に
対
す
る
行
政
視

察
の
現
状
と
行
政
視
察
を
増
や

す
た
め
の
対
策
は
。

　

近
年
の
視
察
内
容

は
、
国
保
財
政
や
収

納
状
況
と
収
納
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
、
落
花
生
の
生
産
及

び
加
工
現
場
の
視
察
、
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況
、
教

育
行
政
事
務
評
価
及
び
幼
・
小
・

中
・
高
連
携
教
育
実
践
、
農

業
施
策
全
般
及
び
グ
リ
ー
ン
や

ち
ま
た
の
運
営
等
の
６
件
で
す
。

　

日
本
一
の
落
花
生
の
ま
ち
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
し
、
見
や
す
く
活
用
し
や
す

い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
含
め
た
情

報
発
信
を
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

忠
魂
碑
施
設

　
忠
魂
碑
施
設
の
本
市

の
考
え
方
は
。

　

祖
国
を
思
い
、
家

族
を
案
じ
つ
つ
、
戦

禍
に
倒
ら
れ
た
方
々
の
痛
ま
し

い
犠
牲
の
上
に
、
今
日
の
平
和

と
豊
か
さ
を
享
受
し
て
い
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

戦
没
者
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈

念
す
る
機
会
を
得
る
象
徴
的
な

場
所
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
忠
魂
碑
施
設
の
管
理
、

運
営
は
。

　

財
務
省
が
所
有
・

管
理
し
て
い
る
土
地

で
す
。
今
後
、
市
遺
族
会
な
ど

の
関
係
部
署
と
協
議
を
進
め
、

よ
り
よ
い
土
地
利
用
計
画
を
策

定
し
、
国
と
の
管
理
委
託
契
約

へ
向
け
て
の
協
議
を
進
め
た
い
。

　

国
民
健
康
保
険
税

　
国
民
健
康
保
険
税
の
徴
収

状
況
と
徴
収
強
化
に
向
け
て

の
対
策
は
。

　
平
成
24
年
度
国
民

健
康
保
険
税
現
年
課

税
分
収
納
率
は
84
．１
％
で
、

県
内
54
団
体
中
46
位
で
す
。
滞

納
処
分
を
強
化
し
て
平
成
24

年
度
は
、
３
５
５
件
の
差
し
押

さ
え
を
実
施
し
、
２
３
０
件
、

３
千
１
１
５
万
４
千
円
を
換
価

し
ま
し
た
。

　
資
産
割
の
現
状
は
。

　

県
内
で
資
産
割
の

賦
課
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
は
54
市
町
村
中
18
市
町
で

す
。
本
市
の
資
産
割
課
税
額
は

約
９
千
４
１
１
万
円
で
全
体
の

５
％
程
度
で
す
。

　

資
産
割
廃
止
に
向
け

て
の
検
討
状
況
は
。

　

収
入
を
生
み
出
さ

な
い
居
住
用
の
住
宅
・

土
地
の
み
を
有
し
て
い
る
世
帯

の
増
加
や
、
相
続
未
登
記
、
ま

た
、
他
市
町
村
に
所
有
し
て
い

る
固
定
資
産
に
は
資
産
割
を
賦

課
で
き
な
い
な
ど
の
不
公
平
感

が
増
し
て
い
る
観
点
か
ら
、
資

産
割
を
廃
止
し
て
い
る
自
治
体

が
増
え
て
い
ま
す
。
国
に
お
け

る
国
保
制
度
改
革
の
動
き
を
見

据
え
な
が
ら
、
廃
止
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
焼
却
施

　

設
の
現
況

◆
最
終
処
分
場
の
現
状

◆
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
焼
却
施

　

設
並
び
に
最
終
処
分
場
の
長

　

寿
命
化
に
向
け
て
の
対
策

個人
質
問

誠　
和　
会　
　
　
石　
井　
孝　
昭

問問

問問

問問

問問

問問

「
忠
魂
碑
施
設
の
管
理
運
営
」
と

　
　
　
「
国
保
税
の
資
産
割
廃
止
」に
つ
い
て

人
も
う
ら
や
む
住
ん
で
良
か
っ
た
街
づ
く
り

　
　
　
　
　
輝
く
未
来
あ
る
子
供
た
ち
の
た
め
に

市 

長
市 

長
市 

長
市 

長

市 

長
市 

長
市 

長
市 

長

市 

長
市 

長
市 

長
市 

長

　

 

ま
ち
の
活
性
化

　

八
街
駅
周
辺
に
お
い

て
は
、
商
業
施
設
が
少

な
く
、
通
勤
通
学
時
間
帯
以
外

は
人
通
り
も
少
な
く
、
営
業
し

て
い
る
店
舗
に
お
い
て
も
客
が

ま
ば
ら
で
、
決
し
て
混
雑
し
て

い
る
と
言
え
な
い
状
態
に
思
え

ま
す
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
ま
っ

た
ま
ま
の
店
も
目
に
す
る
と
こ

ろ
で
す
。
ま
ち
の
活
性
化
の
た

め
の
空
店
舗
対
策
を
伺
う
。

　

駅
周
辺
の
空
店
舗

対
策
と
し
て
、八
街

Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
に
基
づ
き
、
各
種

事
業
を
地
元
商
店
会
、
及
び

八
街
商
工
会
議
所
と
連
携
し
、

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

具
体
的
な
事
業
と
し
て
、
雇

用
対
策
、
及
び
空
店
舗
対
策

と
し
て
、
八
街
駅
南
口
で
の
八

街
市
推
奨
の
店
「
ぼ
っ
ち
」、「
ぶ

ら
ん
み
な
み
」、「
ギ
ャ
ラ
リ
ー

悠
友
」
を
支
援
し
、
駅
周
辺
の

賑
わ
い
創
出
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
　
環
境
問
題

　
公
園
、
街
路
樹
、
各
学

校
、
公
共
核
施
設
に
植
え

ら
れ
た
樹
木
か
ら
の
落
ち
葉
、

ま
た
各
家
庭
か
ら
も
含
め
る
と

膨
大
な
量
の
落
ち
葉
が
あ
り
ま

す
。
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
と

し
て
の
腐
葉
土
づ
く
り
等
、
落

ち
葉
処
理
と
し
て
、
有
効
利
用

を
含
め
た
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。　

　

行
政
で
管
理
し
て

い
る
施
設
公
園
の
落

ち
葉
の
処
理
方
法
は
、
公
園

管
理
業
務
委
託
業
者
に
て
回

収
し
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

運
搬
し
て
処
分
し
て
い
ま
す
。

　

落
ち
葉
の
有
効
利
用
に
つ

い
て
は
、
平
成
23
年
３
月
11

日
の
東
日
本
大
震
災
以
前
は
、

腐
葉
土
と
し
て
利
用
し
た
い

方
に
自
由
に
持
ち
帰
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
現

在
は
、
放
射
能
に
よ
る
間
接

的
な
被
害
が
懸
念
さ
れ
お
り

ま
す
の
で
、
落
ち
葉
を
お
譲

り
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
教
育
問
題

　
変
化
の
著
し
い
こ
れ
か

ら
の
社
会
を
た
く
ま
し
く

生
き
る
た
め
に
、
確
か
な
る
学

力
と
豊
か
な
心
、
そ
し
て
健
や

か
な
体
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
育
て

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

そ
の
学
力
向
上
に
向
け
て
、
英

語
教
育
、
読
書
、
親
の
学
習
、

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
等
、
新
教

育
長
は
ど
の
よ
う
な
施
策
を

も
っ
て
学
校
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
か
れ
る
の
か
伺
う
。

　

英
語
教
育
に
つ
い

て
学
習
指
導
要
領
が

改
正
さ
れ
、
中
学
校
で
は
特
に

音
声
面
を
中
心
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
が
重

要
で
、
授
業
に
お
い
て
生
徒
が

積
極
的
に
英
語
を
話
す
機
会
を

多
く
設
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
読
書
は
、
現
在
市
内
各
小

中
学
校
に
お
い
て
朝
の
読
書
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
親
の

学
習
で
は
、
子
供
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
は
著
し
く
、
家
庭

の
あ
り
方
や
親
と
し
て
の
あ
り

方
が
問
わ
れ
て
い
る
中
で
、
親

が
子
育
て
に
つ
い
て
教
養
を
深

め
、
家
族
の
触
れ
合
う
方
法
を

探
求
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

家
庭
教
育
学
級
を
市
立
幼
稚

園
、
小
学
校
、
中
学
校
の
全
て

に
開
設
し
て
ま
す
。
サ
タ
デ
ー

ス
ク
ー
ル
事
業
は
学
力
向
上
を

目
的
と
し
た
、
非
常
に
有
効
な

事
業
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

個人
質
問

誠　
和　
会　
　
　
木　
村　
利　
晴

問問問問 市 

長
市 

長

問問 市 

長
市 

長

教
育
長

教
育
長
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一　般　質　問一　般　質　問

10

問問

市 

長
市 

長

教
育
長

教
育
長

市 

長
市 

長
市 

長
市 

長

市 

長
市 

長

市 
長
市 
長

市 

長
市 

長

問問問問

問問

問問

問問

問問

問問

市民サービスについて

やちまた 21　加藤　　弘
　
　
　
人　
事

　

平
成
25
年
度
末
に
大

勢
の
定
年
退
職
者
や
早

期
退
職
者
い
る
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

豊
富
な
経
験
と
知

識
︑
そ
し
て
指
導
力

を
備
え
た
方
ば
か
り
で
あ
り
︑

市
の
貴
重
な
財
産
で
あ
り
ま
し

た
。
も
う
し
ば
ら
く
︑
行
政
の

プ
ロ
と
し
て
お
力
を
発
揮
い
た

だ
き
た
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す

が
︑
そ
れ
ぞ
れ
家
庭
の
事
情
や

今
後
の
人
生
へ
の
思
い
な
ど
か

ら
︑
決
断
さ
れ
た
と
理
解
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
︑
素
直
に
受
け

入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
︑
中

間
的
立
場
に
い
る
職
員
に
は
︑

部
下
職
員
の
指
導
︑
監
督
︑
育

成
を
念
頭
に
入
れ
︑
将
来
を
見

据
え
た
責
任
あ
る
対
応
を
自
覚

す
る
よ
う
お
願
い
す
る
と
と
も

に
︑
指
導
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
　
入　
札

　

県
発
注
の
土
木
工
事

を
巡
る
独
占
禁
止
法
違

反
認
定
に
よ
る
、
本
市
土
木
工

事
等
へ
の
影
響
と
対
応
は
。

　

八
街
市
建
設
工
事

等
指
名
競
争
入
札
参

加
資
格
適
格
者
名
簿
に
登
載

の
あ
る
山
武
地
域
の
建
設
業

者
14
社
が
︑
平
成
26
年
２
月

３
日
付
で
︑
公
正
取
引
委
員

会
か
ら
独
占
禁
止
法
違
反
に

よ
る
排
除
措
置
命
令
︑
ま
た

は
課
徴
金
納
付
命
令
を
受
け

ま
し
た
。
市
発
注
建
設
工
事

等
に
つ
い
て
︑
県
と
同
様
の

６
カ
月
間
の
指
名
停
止
を
し

ま
し
た
。
こ
の
指
名
停
止
に

よ
り
︑
指
名
競
争
入
札
及
び

市
の
建
設
工
事
等
に
影
響
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
市
民
サ
ー
ビ
ス

　

産
婦
人
科
病
院
不
足

に
対
す
る
情
報
提
供
や

市
民
サ
ー
ビ
ス
は
。

　

妊
娠
届
出
時
に
出

産
予
定
施
設
が
未
定

と
い
う
方
か
ら
︑
医
療
機
関
に

つ
い
て
の
ご
相
談
が
あ
っ
た
場

合
に
は
︑
近
隣
市
町
の
産
院
に

つ
い
て
の
情
報
提
供
を
し
︑
相

談
に
の
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
︑

県
の
進
め
る
母
子
保
健
行
政
と

合
わ
せ
︑
妊
娠
期
間
中
の
妊
婦

一
般
健
康
診
査
の
助
成
や
保
健

指
導
の
充
実
に
努
め
︑
安
心
し

て
出
産
育
児
に
臨
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

振
り
込
め
詐
欺
な
ど

悪
質
電
話
勧
誘
の
対
応

機
器
の
無
償
貸
し
出
し
に
つ

い
て
伺
う
。

　

現
在
︑
県
内
の
一

部
の
自
治
体
で
振
り

込
め
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺
対

策
の
一
つ
と
し
て
︑
民
間
会

社
を
活
用
し
て
︑
悪
質
電
話
勧

誘
の
対
策
機
器
の
無
償
貸
し
出

し
を
行
っ
て
い
る
事
例
が
あ
り

ま
す
。
な
お
︑
こ
れ
に
は
若
干

の
個
人
負
担
が
か
か
る
場
合
が

あ
っ
た
り
︑
サ
ー
ビ
ス
開
始
後

間
も
な
い
こ
と
か
ら
︑
導
入
効

果
な
ど
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い

な
ど
︑
ど
の
程
度
市
民
か
ら
の

申
し
込
み
が
見
込
め
る
か
不
明

な
点
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
︑

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐

欺
は
︑
あ
の
手
こ
の
手
と
新
た

な
手
口
で
市
民
の
財
産
を
狙
っ

て
き
ま
す
。

　

現
在
行
っ
て
い
る
防
災
行
政

無
線
を
活
用
し
た
周
知
あ
る
い

は
メ
ー
ル
配
信
を
継
続
す
る
に

止
ま
ら
ず
︑
今
後
出
て
く
る
悪

質
電
話
勧
誘
の
対
策
機
器
な
ど

の
︑
新
た
な
対
策
方
法
に
つ
い

て
も
検
証
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。　

保
育
園
待
機
児
童
の

状
況
と
対
応
策
に
つ
い

て
伺
う
。　

本
年
の
２
月
１
日

現
在
の
保
育
園
待
機

児
童
数
は
︑
八
街
保
育
園
が
９

人
︑
実
住
保
育
園
が
５
人
︑
朝

陽
保
育
園
が
４
人
︑
交
進
保
育

園
が
８
人
︑
二
州
第
一
保
育
園

が
７
人
︑
二
州
第
二
保
育
園
が

１
人
︑
生
活
ク
ラ
ブ
風
の
村
保

育
園
八
街
が
６
人
︑
八
街
か
い

た
く
保
育
園
が
５
人
で
合
計
45

人
で
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
始
ま
る

﹁
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
﹂
に
先
立
ち
︑
当
市
も
八
街

市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
の
策
定
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
計

画
策
定
に
あ
た
り
︑
国
の
基
本

指
針
等
に
基
づ
い
て
︑
子
育
て

を
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭
の
現
状

と
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
教
育
問
題

　

公
立
の
小
・
中
・
高

校
の
教
員
な
ど
を
対
象

に
行
っ
た
勤
務
時
間
に
関
す
る

調
査
で
、
学
校
で
正
規
の
勤
務

時
間
以
外
に
働
い
た
時
間
が
１

カ
月
間
に
１
０
０
時
間
以
上
の

教
員
は
約
２
割
に
上
る
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う

な
勤
務
状
況
に
な
っ
て
い
る
の

か
伺
う
。　

本
市
も
︑
各
学
校

現
場
で
は
︑
早
朝
か

ら
の
勤
務
︑
夜
遅
く
ま
で
の
勤

務
が
見
ら
れ
ま
す
。
早
朝
は
︑

登
校
時
の
見
回
り
や
︑
登
校
を

渋
り
が
ち
な
児
童
・
生
徒
の
家

庭
訪
問
等
の
対
応
。
夜
は
︑
欠

席
児
童
・
生
徒
へ
の
家
庭
連
絡

や
訪
問
に
加
え
︑
職
員
同
士
の

打
ち
合
わ
せ
や
学
級
事
務
︑
校

務
分
掌
事
務
を
行
っ
て
い
る
現

状
か
ら
︑
必
然
的
に
時
間
外
の

勤
務
が
生
じ
て
い
る
と
捉
え
て

い
ま
す
。

　

教
職
員
個
々
の
出
退
勤
時
間

は
︑
各
学
校
に
お
い
て
管
理
職

が
確
認
し
︑
時
間
外
労
働
時
間

が
短
縮
さ
れ
る
よ
う
指
導
し
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
︑
ノ
ー

残
業
デ
ー
の
取
り
組
み
や
職
員

会
議
等
の
時
間
短
縮
及
び
事
務

作
業
の
ス
リ
ム
化
等
︑
各
学
校

に
お
い
て
改
善
に
向
け
た
工
夫

が
な
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
長
期
欠
席
、
不
登
校
児

童
・
生
徒
の
対
応
策
に
つ

い
て
伺
う
。

　

未
然
防
止
の
取
り

組
み
と
し
て
︑
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
︑
不
登
校
児

童
・
生
徒
に
対
す
る
早
期
対
応
︑

連
携
と
状
況
に
応
じ
た
段
階
的

支
援
で
す
。

　

今
後
も
不
登
校
を
作
ら
な
い

学
校
づ
く
り
︑
不
登
校
の
解
消

に
向
け
て
︑
よ
り
一
層
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

市 

長
市 

長

市 

長
市 

長

個人
質
問

市
営
「
市
民
納
骨
堂
」
の
建
設
に
つ
い
て

防
災
問
題
と
、
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
に
つ
い
て
問
う
！

　
桜　
田　
秀　
雄

か
ら
新
た
な
方
式
に
移
行
し
ま

し
た
。
処
が
、
今
度
は
市
民
表

彰
と
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
を
分
離
し

年
２
回
の
開
催
と
な
り
、
関
係

者
の
負
担
が
増
し
、
会
場
の
変

更
で
威
厳
の
感
じ
ら
れ
な
い
式

典
に
な
っ
た
。
統
合
し
、
会
場

も
中
央
公
民
館
に
戻
し
、
心
に

残
る
式
典
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

関
係
者
か
ら
の
ご

意
見
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
、

中
央
公
民
館
を
会
場
に
、
毎
年

２
月
の
第
一
日
曜
日
を
原
則
に
、

準
備
を
進
め
、
関
係
者
が
参
加

し
や
す
く
、
心
に
残
る
表
彰
式

と
な
る
よ
う
改
善
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

   　
防
犯
カ
メ
ラ

　
八
街
市
内
の
犯
罪
件

数
は
人
口
比
で
佐
倉
市

の
2.4
倍
に
な
っ
て
い
る
。
昨
年

の
12
月
議
会
に
八
街
商
工
会
議

所
、
八
街
自
動
車
教
習
所
、
千

葉
黎
明
学
園
の
代
表
者
か
ら
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
関
す
る

要
望
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。
ど

の
よ
う
に
対
処
さ
れ
る
の
か
。

　

平
成
23
年
に
減

少
し
た
が
、
平
成

24
年
に
65
件
増
、
平
成
25
年

は
対
前
年
比
１
３
７
件
増
の

１
千
２
４
１
件
の
犯
罪
が
発
生

し
て
お
り
ま
す
。
街
頭
犯
罪
の

抑
止
を
図
る
た
め
、
昨
年
４
月

か
ら
５
台
の
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ

の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

要
望
を
受
け
、
防
犯
カ
メ
ラ

２
台
の
設
置
費
を
本
年
度
予
算

に
計
上
し
ま
し
た
。

　

 

下
校
告
知
放
送

　

防
災
無
線
に
よ
る
子

ど
も
た
ち
の
下
校
放
送

が
で
き
な
い
か
。

　

近
隣
で
は
佐
倉

市
、
成
田
市
、
四

街
道
市
、
東
金
市
、
芝
山
町
が

行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
予
定

し
て
い
な
い
が
、
必
要
性
も
含

め
、
検
討
し
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
住
野
８
号
線
の
道
路
補
修
に

　

つ
い
て

◆
勢
田
２
３
５
の
２
２
地
先
通

　

学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問問問問

問問

　
市
民
納
骨
堂

　

八
街
市
民
の
多
く
は

市
外
か
ら
の
転
入
者
で

す
。
墓
地
を
買
い
求
め
て
も
、

様
々
な
理
由
で
お
墓
の
見
守
り

手
が
い
な
い
。
突
然
の
不
幸
に

遭
遇
し
、
備
え
も
な
く
、
高
い

霊
園
を
買
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
と
云
う
お
話
を
よ
く
お
聞

き
し
ま
す
。
安
く
、
明
る
く
、

便
利
で
見
守
り
手
の
心
配
の
い

ら
な
い
市
民
納
骨
堂
の
建
設
を

求
め
る
が
如
何
か
。　
　

　

市
内
に
は
宗
教
法

人
な
ど
が
経
営
す
る

墓
地
や
霊
園
が
多
数
あ
り
、
少

子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進

展
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

な
ど
に
よ
り
、
葬
儀
や
納
骨
の

方
法
も
多
様
化
し
て
お
り
、
納

骨
堂
が
併
設
さ
れ
て
い
る
霊
園

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
営
納
骨

堂
の
設
置
に
つ
い
て
現
時
点
で

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

   　
市
表
彰
式
典

　
一
昨
年
の
12
月
議
会

で
市
民
表
彰
と
職
員
表

彰
の
分
離
を
求
め
、
平
成
25
年

　

 　
　
防
災
問
題

　
区
や
自
治
会
単
位
の

防
災
意
識
を
ど
の
よ
う
に

高
め
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
自

主
防
災
組
織
設
立
時
に
活
動
資

機
材
費
と
し
て
上
限
50
万
円
の

補
助
が
あ
り
ま
す
。区
長
会
や
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
情
報
の
周

知
、
設
立
し
や
す
い
状
況
を
構

築
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
が
伺
う
。

　

八
街
市
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

す
る
た
め
、
各
小
学
校
区
に
あ

る
地
区
の
社
会
福
祉
協
議
会
等

を
通
じ
て
地
域
の
会
合
に
出
席

し
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地

域
住
民
の
避
難
所
運
営
へ
の
協

力
と
意
見
を
い
た
だ
け
る
よ
う

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

広
報
等
で
の
周
知
や
区
長
会
な

ど
自
主
防
災
組
織
の
結
成
の
必

要
性
に
つ
い
て
も
十
分
説
明
し
、

自
主
防
災
組
織
の
結
成
促
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す

　

消
防
団
員
の
減
少
は
深

刻
な
問
題
で
す
。
少
年
期

か
ら
地
域
防
災
を
理
解
し
、
消

防
活
動
に
対
す
る
理
解
や
必
要

性
を
得
ら
れ
る
少
年
消
防
団
の

結
成
を
本
市
で
も
考
え
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
伺
う
。

　

将
来
の
地
域
防
災

を
担
う
人
材
の
育
成

に
つ
な
が
る
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て
は
、
本
市
の
地
域
防

災
の
活
性
化
を
図
る
上
で
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
神
奈
川

県
大
和
市
を
は
じ
め
と
す
る
、

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
て

い
る
自
治
体
等
を
調
査
研
究
し

て
い
き
ま
す
。

　
魅
力
あ
る
街
づ
く
り

　
多
く
の
自
治
体
で
は
シ

テ
ィ
セ
ー
ル
ス
戦
略
プ
ラ

ン
な
ど
を
立
ち
上
げ
て
努
力
し

て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
に
は

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
成
田

空
港
と
東
京
間
の
流
れ
が
ま
す

ま
す
活
性
化
す
る
こ
と
は
確
実

で
す
。
成
田
国
際
空
港
の
持
つ

高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
用
し

て
、
成
田
空
港
促
進
協
議
会
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
近
隣
自
治

体
と
の
連
携
に
よ
り
、
魅
力
を

引
き
出
し
活
性
化
さ
せ
る
一
助

と
し
て
期
待
し
て
い
る
が
、
考

え
を
伺
う
。

　

八
街
マ
ッ
プ
を
地

図
大
手
の
会
社
、
ゼ

ン
リ
ン
と
の
官
民
共
同
で
作
成

し
て
配
布
す
る
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
つ
い
て
は
よ
り
見
や
す
く
、

あ
る
い
は
新
し
い
手
段
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
の
活
用
も
含
め
て
、
広
く

情
報
発
信
す
る
手
段
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
立
志
式
の
開
催
に
つ
い
て

◆
本
来
の
武
道
に
則
し
た
武
道

　

教
育
に
つ
い
て

個人
質
問問問問問 市 

長
市 

長

市 

長
市 

長
問問

市 

長
市 

長

誠　
和　
会　
　
　
山　
口　
孝　
弘

▲少年消防団放水訓練（大和市）
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一　般　質　問一　般　質　問

教
育
長

教
育
長

問問問問問問問問

問問問問 問問問問

問問問問 問問問問

問問問問

問問問問

市 
長
市 
長

市 

長
市 

長
市 

長
市 

長

市 

長
市 

長
市 

長
市 

長
市 

長
市 

長
市 

長
市 

長

市 

長
市 

長
市 

長
市 

長

市 

長
市 

長
市 

長
市 

長

市 
長
市 
長

市 

長
市 

長

やちまた 21　林　　政男誠和会　中田　眞司
　
消
費
税
増
税
の
影
響
は

　

国
民
の
収
入
が
減
り

続
け
て
い
る
中
で
、４
月

か
ら
の
消
費
税
増
税
は
景
気
が

悪
化
し
、
国
も
地
方
も
税
収
が

さ
ら
に
落
ち
込
む
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
市
民
の
暮
ら
し
・

市
財
政
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る

の
か
伺
う
。

　

国
民
の
誰
も
が
納

得
で
き
る
施
策
と
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
切
に
願

い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
財
政
へ
の
影
響
額

は
１
億
５
千
万
円
程
度
と
試
算

し
て
い
ま
す
。

　

安
倍
政
権
は
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
で
景
気
を
回
復

す
る
と
し
ま
し
た
が
、
多
く
の

市
民
は
、
景
気
回
復
の
実
感
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
景

気
・
暮
ら
し
の
実
態
を
見
れ
ば
、

市
の
使
用
料
等
へ
の
消
費
税
転

嫁
は
中
止
し
、
市
民
の
暮
ら
し

に
寄
り
添
う
姿
勢
を
示
す
べ
き

で
あ
る
。
国
は
地
方
消
費
税
交

付
金
の
増
収
分
は
、
社
会
福
祉

の
た
め
に
使
う
よ
う
求
め
て
い

る
。
例
え
ば
障
害
者
・
低
所
得

者
世
帯
の
水
道
料
金
の
減
免
な

ど
の
考
え
は
如
何
か
。

　

社
会
保
障
関

連
の
事
業
に
充
て

　
市
長
の
政
治
姿
勢

　

市
長
の
掲
げ
た
政
策

の
実
現
度
を
伺
う
。

　

限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
の
市
政
運
営

で
、
掲
げ
た
公
約
の
全
て
を
実

現
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
議
員
の
皆
様
方
、
市

民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
よ
り
、
一
定
の
成
果
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
受
け

止
め
て
い
ま
す
。

　

創
意
工
夫
に
よ
り
経
費
を
か

け
ず
に
実
現
で
き
る
施
策
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
３
年
半

の
経
験
の
中
で
、
新
た
に
推
進

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
策
が

見
え
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
意
見
を

拝
聴
し
な
が
ら
、
施
策
の
優
先

順
位
や
財
政
状
況
を
見
誤
る
こ

と
な
く
、
着
実
に
一
歩
ず
つ
前

進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
長
は
本
年
12
月
に

任
期
満
了
に
な
る
が
、

今
後
の
決
意
を
伺
う
。 

　

ふ
る
さ
と
を
守
り

育
て
、
活
力
と
文
化

の
薫
り
に
満
ち
、
心
安
ら
ぐ
街

づ
く
り
、
誰
も
が
住
ん
で
い
て
良

か
っ
た
と
思
え
る
街
づ
く
り
を
戦

略
的
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

市
長
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
経
験

と
能
力
だ
け
で
は
な
く
、
本
人

ま
す
。

　
八
街
市
の
新
年
度
予
算　

　
の
財
源
確
保
に
つ
い
て

　

財
政
の
硬
直
化
の
も

と
で
、
大
変
厳
し
い
予

算
編
成
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

の
原
因
は
９
年
前
、
政
府
が
三

位
一
体
改
革
で
国
の
補
助
金
廃

止
・
縮
減
、
地
方
交
付
税
の
削

減
を
し
た
た
め
に
、
自
治
体
本

来
の
暮
ら
し
・
福
祉
を
守
る
と

い
う
独
自
の
役
割
を
負
え
な
い

よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

国
に
対
し
、
地
方
交
付
税
の
増

額
を
要
求
す
べ
き
で
あ
る
が
如

何
か
。 

　

市
長
会
を
通
じ
て
、

国
や
県
に
対
し
、
安

定
的
に
財
源
確
保
が
で
き
る
よ

う
要
望
し
ま
す
。

　

財
源
の
積
極
的
な
確

保
と
い
う
点
で
は
、
税

の
徴
収
強
化
を
掲
げ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る

の
か
。

　

滞
納
整
理
を
促
進

し
収
納
率
向
上
に
向

け
、
よ
り
一
層
の
取
り
組
み
強
化

に
努
め
た
い
。

　

八
街
市
は
ま
ち
起
こ

し
を
し
て
い
く
資
源
が

多
く
、
税
収
増
に
つ
な
が
る
地

域
経
済
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

を
全
庁
挙
げ
て
、
市
民
協
働
で

の
熱
意
と
市
民
の
皆
様
の
信
頼

と
期
待
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

１
期
目
で
築
い
た
成
果
を
踏

ま
え
、
引
き
続
き
、
議
員
の
皆

様
方
、
市
民
の
皆
様
方
と
と
も

に
、
さ
ら
な
る
市
政
進
展
を
図

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
能

力
を
活
か
し
な
が
ら
、
熱
意
を

持
っ
て
取
り
組
む
べ
く
、
次
期
市

長
選
挙
へ
の
出
馬
を
表
明
し
ま

す
。

　
　　
教
育
問
題

　
教
育
長
の
教
育
方
針
に

つ
い
て
伺
う
。

　

長
期
欠
席
・
不
登

校
対
策
、
学
力
向
上

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
事

業
の
充
実
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
次
代
を
担
う
人
づ
く

り
が
教
育
の
原
点
で
あ
り
、
即

効
性
が
見
え
に
く
い
も
の
で
す

が
、
地
道
に
さ
ま
ざ
ま
な
教
育

施
策
を
展
開
し
、
教
育
理
念
の

実
現
に
向
け
て
努
力
し
た
い
と

考
え
ま
す
。
ま
た
、
生
涯
教
育

の
分
野
で
も
、
い
つ
で
も
・
ど
こ

で
も
・
誰
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
基
本
に
、
学
習
情

報
の
発
信
、
各
種
事
業
の
開
催
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
文
化
財
の

保
護
、
青
少
年
の
育
成
に
も
取

り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

積
極
的
に
進
め
る
べ
き
と
思
う

が
如
何
か
。

　

活
性
化
の
街
づ
く

り
に
つ
い
て
、
議
会
・

職
員
の
全
知
全
能
を
掲
げ
た
中

で
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
暮
ら
し・
福
祉
の
充
実

　
に
つ
い
て

　

市
の
介
護
保
険
財

政
は
、
平
成
25
年
度

１
億
１
千
４
０
０
万
円
、
平
成

26
年
度
で
は
約
１
億
円
の
財
源

不
足
が
生
じ
、
そ
の
た
め
に
財

政
安
定
化
基
金
か
ら
借
り
入
れ

て
、
平
成
27
年
度
以
降
の
保
険

料
に
上
乗
せ
し
て
償
還
す
る
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
介
護

保
険
料
の
引
き
上
げ
と
な
る
。

　
高
齢
者
の
負
担
を
回
避
す
る

た
め
に
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
を
求
め
る
が
如
何
か
。

　

繰
入
に
つ
い
て
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
子
育
て
い
こ
い
の

場
の
確
保
に
つ
い
て
伺

う
。
現
在
、
親
子
が
気
軽
に
集

え
る
い
こ
い
の
部
屋
と
し
て
、

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３

階
・
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
２
階
が

大
変
制
限
を
受
け
た
中
で
の
利

用
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
で

も
利
用
で
き
る
子
育
て
の
場
を

求
め
る
が
如
何
か
。

　　　
農
業
問
題

　
　　
農
業
活
性
化
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
考
え
を

持
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。　

　

近
年
、
農
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
よ
る

後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
、
農

家
戸
数
等
の
減
少
が
進
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
持
続
可
能

な
農
業
を
実
現
す
る
た
め
の
対

策
が
急
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
八
街
市
総
合
計
画

２
０
０
５
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
に
取
り
組
み
、
さ
ら

に
強
い
農
業
基
盤
を
構
築
す
る

こ
と
に
よ
り
、
農
業
の
活
性
化

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

北
総
中
央
用
水
の
進

捗
状
況
と
今
後
に
つ
い

て
伺
う
。　

進
捗
状
況
は
、
事

業
費
ベ
ー
ス
で
、
本

年
度
ま
で
に
約
89
％
が
完
了
す

る
予
定
で
す
。
市
内
で
は
、
滝

台
地
区
、
沖
地
区
、
西
夕
地

区
及
び
神
田
地
区
に
お
い
て
試

験
使
用
も
含
め
、
用
水
の
供
給

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
５

区
、
６
区
及
び
四
木
地
区
に
お

い
て
も
、
既
に
末
端
用
水
路
の

工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
平

成
26
年
度
以
降
に
用
水
の
供
給

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

　

平
成
27
年
度
か

ら
、
常
設
に
向
け
て

子
育
て
支
援
の
た
め
の
部
屋
を

検
討
し
ま
す
。

　　
教
育
予
算
に
つ
い
て

　

新
学
習
指
導
要
領
の

整
備
費
に
つ
い
て
、
文

科
省
は
平
成
24
年
か
ら
10
年
間

の
間
で
、
単
年
度
約
８
０
０
億

円
を
地
方
交
付
税
と
し
て
措
置

し
、
全
国
の
学
校
の
環
境
整

備
を
促
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
小
学
校
１
校
当
た
り
約

３
１
６
万
円
、
中
学
校
１
校
当

た
り
３
３
５
万
円
と
な
る
が
、

市
の
平
成
26
年
度
の
教
材
・
備

品
購
入
費
は
、
小
学
校
全
体
で

１
８
０
万
９
千
円
。
中
学
校

で
は
全
体
で
１
４
８
万
５
千

円
。
こ
れ
は
前
年
度
と
同
じ

で
あ
り
、
市
の
教
育
予
算
は

２
０
１
１
年
人
口
ひ
と
り
当
た

り
、
県
下
36
市
中
ワ
ー
ス
ト
１

と
な
っ
て
い
る
。
全
て
の
子
ど

も
た
ち
に
行
き
届
い
た
教
育
を

保
証
す
る
と
と
も
に
、
児
童
・

生
徒
が
生
き
生
き
と
学
校
生
活

を
送
れ
る
よ
う
教
育
環
境
を
整

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
教
育
予
算
を
増
や
す
こ
と
を

求
め
る
が
如
何
か
。

　

確
か
に
教
材
備

品
、
備
品
関
係
に

つ
い
て
は
、
こ
こ
２
、３
年
の
間

は
、
北
総
中
央
用
水
の
中
央
監

視
施
設
と
な
る
八
街
揚
水
機
場

及
び
住
野
地
区
の
調
整
水
槽
の

建
設
、
ま
た
、
末
端
用
水
路
と

し
て
は
、
住
野
地
区
、
鹿
島
川

上
流
地
区
及
び
勝
田
川
上
流
地

区
の
整
備
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

国
営
事
業
は
、
平
成
28
年
度
に

完
了
す
る
予
定
と
聞
い
て
い
ま

す
。　

八
街
に
ん
じ
ん
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
伺

う
。

　

既
に
冬
に
ん
じ
ん

の
産
地
指
定
を
昭

和
52
年
度
に
受
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
、「
八
街
の
に
ん
じ
ん
」
と

し
て
出
荷
量
も
多
く
、
知
名
度

が
高
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
春
夏
に
ん
じ
ん
に
つ
い

て
は
、
近
年
農
業
者
の
高
齢
化

に
伴
い
減
少
し
つ
つ
あ
る
ス
イ
カ

の
作
付
に
変
わ
る
品
目
と
し
て

作
付
も
増
え
て
お
り
、
い
ん
ば

農
協
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
か
ら
も
、
新
た
に
取

り
組
む
意
欲
の
あ
る
生
産
者
も

多
く
、
春
夏
に
ん
じ
ん
産
地
と

し
て
の
展
開
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
野
菜
生
産
出
荷
安

定
法
に
基
づ
き
、
野
菜
指
定
産

地
を
受
け
る
べ
く
、
候
補
地
概

要
書
を
千
葉
県
へ
提
出
し
た
と

こ
ろ
、
本
年
２
月
に
産
地
指
定

さ
れ
、
官
報
へ
告
示
さ
れ
た
と

に
か
な
り
の
減
額
が
あ
っ
た
と
承

知
を
し
て
い
ま
す
。
朝
陽
小
学

校
の
改
築
工
事
、
そ
れ
か
ら
耐

震
化
工
事
、
屋
内
運
動
場
の
天

井
改
修
工
事
等
を
最
優
先
に
実

施
し
た
後
に
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置

等
は
考
え
て
い
き
た
い
。

　
地
域
経
済
活
性
化
で

　
元
気
な
街
づ
く
り
を

　
公
契
約
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
、
建
築
労
働
者
の

生
活
安
定
・
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で

早
期
制
定
を
求
め
て
き
た
が
、

ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
の
か

伺
う
。

　

労
働
者
の
適
正
な

労
働
条
件
が
確
保
さ

れ
、
一
定
水
準
の
賃
金
等
が
支

払
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

本
来
で
あ
れ
ば
国
に
お
い
て
適

切
に
制
度
化
す
べ
き
も
の
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
千
葉
県
や
近
隣
市
町

村
で
の
条
例
制
定
に
向
け
た
検

討
状
況
、
あ
る
い
は
先
行
自
治

体
で
の
実
態
等
に
つ
い
て
、
さ
ら

な
る
把
握
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
。

こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
八
街
産

に
ん
じ
ん
の
消
費
拡
大
の
た
め
、

学
校
給
食
へ
の
供
給
に
向
け
て
、

に
ん
じ
ん
ゼ
リ
ー
の
試
作
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後

も
、
地
産
地
消
を
含
め
た
中
で

さ
ら
に
根
強
い
ブ
ラ
ン
ド
と
な

る
よ
う
推
進
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　　
道
路
問
題

　
八
街
バ
イ
パ
ス
の
進
捗

状
況
を
伺
う
。

　

全
体
計
画
で
3.2
㎞

の
バ
イ
パ
ス
事
業
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
1.5
㎞
を
供

用
し
ま
し
た
。
現
在
、
残
る
区

間
の
早
期
供
用
に
向
け
、
用
地

の
取
得
に
努
め
て
お
り
、
一
部

土
地
所
有
者
の
ご
理
解
、
ご
協

力
が
得
ら
れ
て
い
な
い
箇
所
も

あ
り
ま
す
が
、
平
成
26
年
１
月

末
の
用
地
取
得
率
は
、面
積
ベ
ー

ス
で
約
92
％
で
あ
り
、
整
備
は

大
関
入
り
口
交
差
点
か
ら
国
道

４
０
９
号
ま
で
の
約
1.2
㎞
区
間

に
つ
い
て
、
平
成
28
年
度
の
暫

定
２
車
線
供
用
を
目
指
し
、
現

在
、
流
末
整
備
の
た
め
の
調
査
・

設
計
な
ど
を
進
め
て
い
る
と
、

県
よ
り
聞
い
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、

早
期
完
成
に
向
け
、
県
の
事
業

に
対
し
、
積
極
的
に
協
力
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市民の暮らしに寄り添う
　　　　　　　新年度予算に

市長の政治姿勢
　　　　　教育長の教育方針

日本共産党　丸山　わき子

教
育
次
長

教
育
次
長

財
政
課
長

財
政
課
長



市議会だより｜平成26年（2014年）5月1日 89 市議会だより｜平成26年（2014年）5月1日

一　般　質　問一　般　質　問

教
育
長

教
育
長

問問問問問問問問

問問問問 問問問問

問問問問 問問問問

問問問問

問問問問

市 

長
市 

長
市 

長
市 

長
市 

長
市 

長

市 

長
市 

長
市 

長
市 

長
市 

長
市 

長
市 

長
市 

長
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長
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やちまた 21　林　　政男誠和会　中田　眞司

　
消
費
税
増
税
の
影
響
は

　

国
民
の
収
入
が
減
り

続
け
て
い
る
中
で
、４
月

か
ら
の
消
費
税
増
税
は
景
気
が

悪
化
し
、
国
も
地
方
も
税
収
が

さ
ら
に
落
ち
込
む
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
市
民
の
暮
ら
し
・

市
財
政
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る

の
か
伺
う
。

　

国
民
の
誰
も
が
納

得
で
き
る
施
策
と
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
切
に
願

い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
財
政
へ
の
影
響
額

は
１
億
５
千
万
円
程
度
と
試
算

し
て
い
ま
す
。

　

安
倍
政
権
は
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
で
景
気
を
回
復

す
る
と
し
ま
し
た
が
、
多
く
の

市
民
は
、
景
気
回
復
の
実
感
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
景

気
・
暮
ら
し
の
実
態
を
見
れ
ば
、

市
の
使
用
料
等
へ
の
消
費
税
転

嫁
は
中
止
し
、
市
民
の
暮
ら
し

に
寄
り
添
う
姿
勢
を
示
す
べ
き

で
あ
る
。
国
は
地
方
消
費
税
交

付
金
の
増
収
分
は
、
社
会
福
祉

の
た
め
に
使
う
よ
う
求
め
て
い

る
。
例
え
ば
障
害
者
・
低
所
得

者
世
帯
の
水
道
料
金
の
減
免
な

ど
の
考
え
は
如
何
か
。

　

社
会
保
障
関

連
の
事
業
に
充
て

　
市
長
の
政
治
姿
勢

　

市
長
の
掲
げ
た
政
策

の
実
現
度
を
伺
う
。

　

限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
の
市
政
運
営

で
、
掲
げ
た
公
約
の
全
て
を
実

現
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
議
員
の
皆
様
方
、
市

民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
よ
り
、
一
定
の
成
果
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
受
け

止
め
て
い
ま
す
。

　

創
意
工
夫
に
よ
り
経
費
を
か

け
ず
に
実
現
で
き
る
施
策
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
３
年
半

の
経
験
の
中
で
、
新
た
に
推
進

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
策
が

見
え
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
意
見
を

拝
聴
し
な
が
ら
、
施
策
の
優
先

順
位
や
財
政
状
況
を
見
誤
る
こ

と
な
く
、
着
実
に
一
歩
ず
つ
前

進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
長
は
本
年
12
月
に

任
期
満
了
に
な
る
が
、

今
後
の
決
意
を
伺
う
。 

　

ふ
る
さ
と
を
守
り

育
て
、
活
力
と
文
化

の
薫
り
に
満
ち
、
心
安
ら
ぐ
街

づ
く
り
、
誰
も
が
住
ん
で
い
て
良

か
っ
た
と
思
え
る
街
づ
く
り
を
戦

略
的
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

市
長
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
経
験

と
能
力
だ
け
で
は
な
く
、
本
人

ま
す
。

　
八
街
市
の
新
年
度
予
算
　

　
の
財
源
確
保
に
つ
い
て

　

財
政
の
硬
直
化
の
も

と
で
、
大
変
厳
し
い
予

算
編
成
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

の
原
因
は
９
年
前
、
政
府
が
三

位
一
体
改
革
で
国
の
補
助
金
廃

止
・
縮
減
、
地
方
交
付
税
の
削

減
を
し
た
た
め
に
、
自
治
体
本

来
の
暮
ら
し
・
福
祉
を
守
る
と

い
う
独
自
の
役
割
を
負
え
な
い

よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

国
に
対
し
、
地
方
交
付
税
の
増

額
を
要
求
す
べ
き
で
あ
る
が
如

何
か
。 

　

市
長
会
を
通
じ
て
、

国
や
県
に
対
し
、
安

定
的
に
財
源
確
保
が
で
き
る
よ

う
要
望
し
ま
す
。

　

財
源
の
積
極
的
な
確

保
と
い
う
点
で
は
、
税

の
徴
収
強
化
を
掲
げ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る

の
か
。

　

滞
納
整
理
を
促
進

し
収
納
率
向
上
に
向

け
、
よ
り
一
層
の
取
り
組
み
強
化

に
努
め
た
い
。

　

八
街
市
は
ま
ち
起
こ

し
を
し
て
い
く
資
源
が

多
く
、
税
収
増
に
つ
な
が
る
地

域
経
済
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

を
全
庁
挙
げ
て
、
市
民
協
働
で

の
熱
意
と
市
民
の
皆
様
の
信
頼

と
期
待
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

１
期
目
で
築
い
た
成
果
を
踏

ま
え
、
引
き
続
き
、
議
員
の
皆

様
方
、
市
民
の
皆
様
方
と
と
も

に
、
さ
ら
な
る
市
政
進
展
を
図

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
能

力
を
活
か
し
な
が
ら
、
熱
意
を

持
っ
て
取
り
組
む
べ
く
、
次
期
市

長
選
挙
へ
の
出
馬
を
表
明
し
ま

す
。

　
　　
教
育
問
題

　
教
育
長
の
教
育
方
針
に

つ
い
て
伺
う
。

　

長
期
欠
席
・
不
登

校
対
策
、
学
力
向
上

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
事

業
の
充
実
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
次
代
を
担
う
人
づ
く

り
が
教
育
の
原
点
で
あ
り
、
即

効
性
が
見
え
に
く
い
も
の
で
す

が
、
地
道
に
さ
ま
ざ
ま
な
教
育

施
策
を
展
開
し
、
教
育
理
念
の

実
現
に
向
け
て
努
力
し
た
い
と

考
え
ま
す
。
ま
た
、
生
涯
教
育

の
分
野
で
も
、
い
つ
で
も
・
ど
こ

で
も
・
誰
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
基
本
に
、
学
習
情

報
の
発
信
、
各
種
事
業
の
開
催
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
文
化
財
の

保
護
、
青
少
年
の
育
成
に
も
取

り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

積
極
的
に
進
め
る
べ
き
と
思
う

が
如
何
か
。

　

活
性
化
の
街
づ
く

り
に
つ
い
て
、
議
会
・

職
員
の
全
知
全
能
を
掲
げ
た
中

で
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
暮
ら
し・
福
祉
の
充
実

　
に
つ
い
て

　

市
の
介
護
保
険
財

政
は
、
平
成
25
年
度

１
億
１
千
４
０
０
万
円
、
平
成

26
年
度
で
は
約
１
億
円
の
財
源

不
足
が
生
じ
、
そ
の
た
め
に
財

政
安
定
化
基
金
か
ら
借
り
入
れ

て
、
平
成
27
年
度
以
降
の
保
険

料
に
上
乗
せ
し
て
償
還
す
る
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
介
護

保
険
料
の
引
き
上
げ
と
な
る
。

　
高
齢
者
の
負
担
を
回
避
す
る

た
め
に
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
を
求
め
る
が
如
何
か
。

　

繰
入
に
つ
い
て
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
子
育
て
い
こ
い
の

場
の
確
保
に
つ
い
て
伺

う
。
現
在
、
親
子
が
気
軽
に
集

え
る
い
こ
い
の
部
屋
と
し
て
、

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３

階
・
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
２
階
が

大
変
制
限
を
受
け
た
中
で
の
利

用
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
で

も
利
用
で
き
る
子
育
て
の
場
を

求
め
る
が
如
何
か
。

　　　
農
業
問
題

　
　　農
業
活
性
化
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
考
え
を

持
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。　

　

近
年
、
農
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
よ
る

後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
、
農

家
戸
数
等
の
減
少
が
進
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
持
続
可
能

な
農
業
を
実
現
す
る
た
め
の
対

策
が
急
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
八
街
市
総
合
計
画

２
０
０
５
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
に
取
り
組
み
、
さ
ら

に
強
い
農
業
基
盤
を
構
築
す
る

こ
と
に
よ
り
、
農
業
の
活
性
化

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

北
総
中
央
用
水
の
進

捗
状
況
と
今
後
に
つ
い

て
伺
う
。　

進
捗
状
況
は
、
事

業
費
ベ
ー
ス
で
、
本

年
度
ま
で
に
約
89
％
が
完
了
す

る
予
定
で
す
。
市
内
で
は
、
滝

台
地
区
、
沖
地
区
、
西
夕
地

区
及
び
神
田
地
区
に
お
い
て
試

験
使
用
も
含
め
、
用
水
の
供
給

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
５

区
、
６
区
及
び
四
木
地
区
に
お

い
て
も
、
既
に
末
端
用
水
路
の

工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
平

成
26
年
度
以
降
に
用
水
の
供
給

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

　

平
成
27
年
度
か

ら
、
常
設
に
向
け
て

子
育
て
支
援
の
た
め
の
部
屋
を

検
討
し
ま
す
。

　　教
育
予
算
に
つ
い
て

　

新
学
習
指
導
要
領
の

整
備
費
に
つ
い
て
、
文

科
省
は
平
成
24
年
か
ら
10
年
間

の
間
で
、
単
年
度
約
８
０
０
億

円
を
地
方
交
付
税
と
し
て
措
置

し
、
全
国
の
学
校
の
環
境
整

備
を
促
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
小
学
校
１
校
当
た
り
約

３
１
６
万
円
、
中
学
校
１
校
当

た
り
３
３
５
万
円
と
な
る
が
、

市
の
平
成
26
年
度
の
教
材
・
備

品
購
入
費
は
、
小
学
校
全
体
で

１
８
０
万
９
千
円
。
中
学
校

で
は
全
体
で
１
４
８
万
５
千

円
。
こ
れ
は
前
年
度
と
同
じ

で
あ
り
、
市
の
教
育
予
算
は

２
０
１
１
年
人
口
ひ
と
り
当
た

り
、
県
下
36
市
中
ワ
ー
ス
ト
１

と
な
っ
て
い
る
。
全
て
の
子
ど

も
た
ち
に
行
き
届
い
た
教
育
を

保
証
す
る
と
と
も
に
、
児
童
・

生
徒
が
生
き
生
き
と
学
校
生
活

を
送
れ
る
よ
う
教
育
環
境
を
整

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
教
育
予
算
を
増
や
す
こ
と
を

求
め
る
が
如
何
か
。

　

確
か
に
教
材
備

品
、
備
品
関
係
に

つ
い
て
は
、
こ
こ
２
、３
年
の
間

は
、
北
総
中
央
用
水
の
中
央
監

視
施
設
と
な
る
八
街
揚
水
機
場

及
び
住
野
地
区
の
調
整
水
槽
の

建
設
、
ま
た
、
末
端
用
水
路
と

し
て
は
、
住
野
地
区
、
鹿
島
川

上
流
地
区
及
び
勝
田
川
上
流
地

区
の
整
備
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

国
営
事
業
は
、
平
成
28
年
度
に

完
了
す
る
予
定
と
聞
い
て
い
ま

す
。　

八
街
に
ん
じ
ん
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
伺

う
。

　

既
に
冬
に
ん
じ
ん

の
産
地
指
定
を
昭

和
52
年
度
に
受
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
、「
八
街
の
に
ん
じ
ん
」
と

し
て
出
荷
量
も
多
く
、
知
名
度

が
高
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
春
夏
に
ん
じ
ん
に
つ
い

て
は
、
近
年
農
業
者
の
高
齢
化

に
伴
い
減
少
し
つ
つ
あ
る
ス
イ
カ

の
作
付
に
変
わ
る
品
目
と
し
て

作
付
も
増
え
て
お
り
、
い
ん
ば

農
協
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
か
ら
も
、
新
た
に
取

り
組
む
意
欲
の
あ
る
生
産
者
も

多
く
、
春
夏
に
ん
じ
ん
産
地
と

し
て
の
展
開
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
野
菜
生
産
出
荷
安

定
法
に
基
づ
き
、
野
菜
指
定
産

地
を
受
け
る
べ
く
、
候
補
地
概

要
書
を
千
葉
県
へ
提
出
し
た
と

こ
ろ
、
本
年
２
月
に
産
地
指
定

さ
れ
、
官
報
へ
告
示
さ
れ
た
と

に
か
な
り
の
減
額
が
あ
っ
た
と
承

知
を
し
て
い
ま
す
。
朝
陽
小
学

校
の
改
築
工
事
、
そ
れ
か
ら
耐

震
化
工
事
、
屋
内
運
動
場
の
天

井
改
修
工
事
等
を
最
優
先
に
実

施
し
た
後
に
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置

等
は
考
え
て
い
き
た
い
。

　
地
域
経
済
活
性
化
で

　
元
気
な
街
づ
く
り
を

　
公
契
約
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
、
建
築
労
働
者
の

生
活
安
定
・
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で

早
期
制
定
を
求
め
て
き
た
が
、

ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
の
か

伺
う
。

　

労
働
者
の
適
正
な

労
働
条
件
が
確
保
さ

れ
、
一
定
水
準
の
賃
金
等
が
支

払
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

本
来
で
あ
れ
ば
国
に
お
い
て
適

切
に
制
度
化
す
べ
き
も
の
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
千
葉
県
や
近
隣
市
町

村
で
の
条
例
制
定
に
向
け
た
検

討
状
況
、
あ
る
い
は
先
行
自
治

体
で
の
実
態
等
に
つ
い
て
、
さ
ら

な
る
把
握
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
。

こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
八
街
産

に
ん
じ
ん
の
消
費
拡
大
の
た
め
、

学
校
給
食
へ
の
供
給
に
向
け
て
、

に
ん
じ
ん
ゼ
リ
ー
の
試
作
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後

も
、
地
産
地
消
を
含
め
た
中
で

さ
ら
に
根
強
い
ブ
ラ
ン
ド
と
な

る
よ
う
推
進
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　　
道
路
問
題

　
八
街
バ
イ
パ
ス
の
進
捗

状
況
を
伺
う
。

　

全
体
計
画
で
3.2
㎞

の
バ
イ
パ
ス
事
業
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
1.5
㎞
を
供

用
し
ま
し
た
。
現
在
、
残
る
区

間
の
早
期
供
用
に
向
け
、
用
地

の
取
得
に
努
め
て
お
り
、
一
部

土
地
所
有
者
の
ご
理
解
、
ご
協

力
が
得
ら
れ
て
い
な
い
箇
所
も

あ
り
ま
す
が
、
平
成
26
年
１
月

末
の
用
地
取
得
率
は
、面
積
ベ
ー

ス
で
約
92
％
で
あ
り
、
整
備
は

大
関
入
り
口
交
差
点
か
ら
国
道

４
０
９
号
ま
で
の
約
1.2
㎞
区
間

に
つ
い
て
、
平
成
28
年
度
の
暫

定
２
車
線
供
用
を
目
指
し
、
現

在
、
流
末
整
備
の
た
め
の
調
査
・

設
計
な
ど
を
進
め
て
い
る
と
、

県
よ
り
聞
い
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、

早
期
完
成
に
向
け
、
県
の
事
業

に
対
し
、
積
極
的
に
協
力
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市民の暮らしに寄り添う
　　　　　　　新年度予算に

市長の政治姿勢
　　　　　教育長の教育方針

日本共産党　丸山　わき子

教
育
次
長

教
育
次
長

財
政
課
長

財
政
課
長
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市民サービスについて

やちまた 21　加藤　　弘
　
　
　
人　
事

　

平
成
25
年
度
末
に
大

勢
の
定
年
退
職
者
や
早

期
退
職
者
い
る
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

豊
富
な
経
験
と
知

識
︑
そ
し
て
指
導
力

を
備
え
た
方
ば
か
り
で
あ
り
︑

市
の
貴
重
な
財
産
で
あ
り
ま
し

た
。
も
う
し
ば
ら
く
︑
行
政
の

プ
ロ
と
し
て
お
力
を
発
揮
い
た

だ
き
た
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す

が
︑
そ
れ
ぞ
れ
家
庭
の
事
情
や

今
後
の
人
生
へ
の
思
い
な
ど
か

ら
︑
決
断
さ
れ
た
と
理
解
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
︑
素
直
に
受
け

入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
︑
中

間
的
立
場
に
い
る
職
員
に
は
︑

部
下
職
員
の
指
導
︑
監
督
︑
育

成
を
念
頭
に
入
れ
︑
将
来
を
見

据
え
た
責
任
あ
る
対
応
を
自
覚

す
る
よ
う
お
願
い
す
る
と
と
も

に
︑
指
導
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
　
入　
札

　

県
発
注
の
土
木
工
事

を
巡
る
独
占
禁
止
法
違

反
認
定
に
よ
る
、
本
市
土
木
工

事
等
へ
の
影
響
と
対
応
は
。

　

八
街
市
建
設
工
事

等
指
名
競
争
入
札
参

加
資
格
適
格
者
名
簿
に
登
載

の
あ
る
山
武
地
域
の
建
設
業

者
14
社
が
︑
平
成
26
年
２
月

３
日
付
で
︑
公
正
取
引
委
員

会
か
ら
独
占
禁
止
法
違
反
に

よ
る
排
除
措
置
命
令
︑
ま
た

は
課
徴
金
納
付
命
令
を
受
け

ま
し
た
。
市
発
注
建
設
工
事

等
に
つ
い
て
︑
県
と
同
様
の

６
カ
月
間
の
指
名
停
止
を
し

ま
し
た
。
こ
の
指
名
停
止
に

よ
り
︑
指
名
競
争
入
札
及
び

市
の
建
設
工
事
等
に
影
響
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
市
民
サ
ー
ビ
ス

　

産
婦
人
科
病
院
不
足

に
対
す
る
情
報
提
供
や

市
民
サ
ー
ビ
ス
は
。

　

妊
娠
届
出
時
に
出

産
予
定
施
設
が
未
定

と
い
う
方
か
ら
︑
医
療
機
関
に

つ
い
て
の
ご
相
談
が
あ
っ
た
場

合
に
は
︑
近
隣
市
町
の
産
院
に

つ
い
て
の
情
報
提
供
を
し
︑
相

談
に
の
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
︑

県
の
進
め
る
母
子
保
健
行
政
と

合
わ
せ
︑
妊
娠
期
間
中
の
妊
婦

一
般
健
康
診
査
の
助
成
や
保
健

指
導
の
充
実
に
努
め
︑
安
心
し

て
出
産
育
児
に
臨
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

振
り
込
め
詐
欺
な
ど

悪
質
電
話
勧
誘
の
対
応

機
器
の
無
償
貸
し
出
し
に
つ

い
て
伺
う
。

　

現
在
︑
県
内
の
一

部
の
自
治
体
で
振
り

込
め
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺
対

策
の
一
つ
と
し
て
︑
民
間
会

社
を
活
用
し
て
︑
悪
質
電
話
勧

誘
の
対
策
機
器
の
無
償
貸
し
出

し
を
行
っ
て
い
る
事
例
が
あ
り

ま
す
。
な
お
︑
こ
れ
に
は
若
干

の
個
人
負
担
が
か
か
る
場
合
が

あ
っ
た
り
︑
サ
ー
ビ
ス
開
始
後

間
も
な
い
こ
と
か
ら
︑
導
入
効

果
な
ど
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い

な
ど
︑
ど
の
程
度
市
民
か
ら
の

申
し
込
み
が
見
込
め
る
か
不
明

な
点
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
︑

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐

欺
は
︑
あ
の
手
こ
の
手
と
新
た

な
手
口
で
市
民
の
財
産
を
狙
っ

て
き
ま
す
。

　

現
在
行
っ
て
い
る
防
災
行
政

無
線
を
活
用
し
た
周
知
あ
る
い

は
メ
ー
ル
配
信
を
継
続
す
る
に

止
ま
ら
ず
︑
今
後
出
て
く
る
悪

質
電
話
勧
誘
の
対
策
機
器
な
ど

の
︑
新
た
な
対
策
方
法
に
つ
い

て
も
検
証
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。　

保
育
園
待
機
児
童
の

状
況
と
対
応
策
に
つ
い

て
伺
う
。　

本
年
の
２
月
１
日

現
在
の
保
育
園
待
機

児
童
数
は
︑
八
街
保
育
園
が
９

人
︑
実
住
保
育
園
が
５
人
︑
朝

陽
保
育
園
が
４
人
︑
交
進
保
育

園
が
８
人
︑
二
州
第
一
保
育
園

が
７
人
︑
二
州
第
二
保
育
園
が

１
人
︑
生
活
ク
ラ
ブ
風
の
村
保

育
園
八
街
が
６
人
︑
八
街
か
い

た
く
保
育
園
が
５
人
で
合
計
45

人
で
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
始
ま
る

﹁
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
﹂
に
先
立
ち
︑
当
市
も
八
街

市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
の
策
定
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
計

画
策
定
に
あ
た
り
︑
国
の
基
本

指
針
等
に
基
づ
い
て
︑
子
育
て

を
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭
の
現
状

と
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
教
育
問
題

　

公
立
の
小
・
中
・
高

校
の
教
員
な
ど
を
対
象

に
行
っ
た
勤
務
時
間
に
関
す
る

調
査
で
、
学
校
で
正
規
の
勤
務

時
間
以
外
に
働
い
た
時
間
が
１

カ
月
間
に
１
０
０
時
間
以
上
の

教
員
は
約
２
割
に
上
る
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う

な
勤
務
状
況
に
な
っ
て
い
る
の

か
伺
う
。　

本
市
も
︑
各
学
校

現
場
で
は
︑
早
朝
か

ら
の
勤
務
︑
夜
遅
く
ま
で
の
勤

務
が
見
ら
れ
ま
す
。
早
朝
は
︑

登
校
時
の
見
回
り
や
︑
登
校
を

渋
り
が
ち
な
児
童
・
生
徒
の
家

庭
訪
問
等
の
対
応
。
夜
は
︑
欠

席
児
童
・
生
徒
へ
の
家
庭
連
絡

や
訪
問
に
加
え
︑
職
員
同
士
の

打
ち
合
わ
せ
や
学
級
事
務
︑
校

務
分
掌
事
務
を
行
っ
て
い
る
現

状
か
ら
︑
必
然
的
に
時
間
外
の

勤
務
が
生
じ
て
い
る
と
捉
え
て

い
ま
す
。

　

教
職
員
個
々
の
出
退
勤
時
間

は
︑
各
学
校
に
お
い
て
管
理
職

が
確
認
し
︑
時
間
外
労
働
時
間

が
短
縮
さ
れ
る
よ
う
指
導
し
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
︑
ノ
ー

残
業
デ
ー
の
取
り
組
み
や
職
員

会
議
等
の
時
間
短
縮
及
び
事
務

作
業
の
ス
リ
ム
化
等
︑
各
学
校

に
お
い
て
改
善
に
向
け
た
工
夫

が
な
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
長
期
欠
席
、
不
登
校
児

童
・
生
徒
の
対
応
策
に
つ

い
て
伺
う
。

　

未
然
防
止
の
取
り

組
み
と
し
て
︑
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
︑
不
登
校
児

童
・
生
徒
に
対
す
る
早
期
対
応
︑

連
携
と
状
況
に
応
じ
た
段
階
的

支
援
で
す
。

　

今
後
も
不
登
校
を
作
ら
な
い

学
校
づ
く
り
︑
不
登
校
の
解
消

に
向
け
て
︑
よ
り
一
層
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

市 

長
市 

長

市 

長
市 

長

個人
質
問

市
営
「
市
民
納
骨
堂
」
の
建
設
に
つ
い
て

防
災
問
題
と
、
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
に
つ
い
て
問
う
！

　
桜　
田　
秀　
雄

か
ら
新
た
な
方
式
に
移
行
し
ま

し
た
。
処
が
、
今
度
は
市
民
表

彰
と
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
を
分
離
し

年
２
回
の
開
催
と
な
り
、
関
係

者
の
負
担
が
増
し
、
会
場
の
変

更
で
威
厳
の
感
じ
ら
れ
な
い
式

典
に
な
っ
た
。
統
合
し
、
会
場

も
中
央
公
民
館
に
戻
し
、
心
に

残
る
式
典
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

関
係
者
か
ら
の
ご

意
見
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
、

中
央
公
民
館
を
会
場
に
、
毎
年

２
月
の
第
一
日
曜
日
を
原
則
に
、

準
備
を
進
め
、
関
係
者
が
参
加

し
や
す
く
、
心
に
残
る
表
彰
式

と
な
る
よ
う
改
善
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

   　
防
犯
カ
メ
ラ

　
八
街
市
内
の
犯
罪
件

数
は
人
口
比
で
佐
倉
市

の
2.4
倍
に
な
っ
て
い
る
。
昨
年

の
12
月
議
会
に
八
街
商
工
会
議

所
、
八
街
自
動
車
教
習
所
、
千

葉
黎
明
学
園
の
代
表
者
か
ら
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
関
す
る

要
望
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。
ど

の
よ
う
に
対
処
さ
れ
る
の
か
。

　

平
成
23
年
に
減

少
し
た
が
、
平
成

24
年
に
65
件
増
、
平
成
25
年

は
対
前
年
比
１
３
７
件
増
の

１
千
２
４
１
件
の
犯
罪
が
発
生

し
て
お
り
ま
す
。
街
頭
犯
罪
の

抑
止
を
図
る
た
め
、
昨
年
４
月

か
ら
５
台
の
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ

の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

要
望
を
受
け
、
防
犯
カ
メ
ラ

２
台
の
設
置
費
を
本
年
度
予
算

に
計
上
し
ま
し
た
。

　
 

下
校
告
知
放
送

　

防
災
無
線
に
よ
る
子

ど
も
た
ち
の
下
校
放
送

が
で
き
な
い
か
。

　

近
隣
で
は
佐
倉

市
、
成
田
市
、
四

街
道
市
、
東
金
市
、
芝
山
町
が

行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
予
定

し
て
い
な
い
が
、
必
要
性
も
含

め
、
検
討
し
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
住
野
８
号
線
の
道
路
補
修
に

　

つ
い
て

◆
勢
田
２
３
５
の
２
２
地
先
通

　

学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問問問問

問問

　
市
民
納
骨
堂

　

八
街
市
民
の
多
く
は

市
外
か
ら
の
転
入
者
で

す
。
墓
地
を
買
い
求
め
て
も
、

様
々
な
理
由
で
お
墓
の
見
守
り

手
が
い
な
い
。
突
然
の
不
幸
に

遭
遇
し
、
備
え
も
な
く
、
高
い

霊
園
を
買
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
と
云
う
お
話
を
よ
く
お
聞

き
し
ま
す
。
安
く
、
明
る
く
、

便
利
で
見
守
り
手
の
心
配
の
い

ら
な
い
市
民
納
骨
堂
の
建
設
を

求
め
る
が
如
何
か
。　
　

　

市
内
に
は
宗
教
法

人
な
ど
が
経
営
す
る

墓
地
や
霊
園
が
多
数
あ
り
、
少

子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進

展
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

な
ど
に
よ
り
、
葬
儀
や
納
骨
の

方
法
も
多
様
化
し
て
お
り
、
納

骨
堂
が
併
設
さ
れ
て
い
る
霊
園

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
営
納
骨

堂
の
設
置
に
つ
い
て
現
時
点
で

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

   　
市
表
彰
式
典

　
一
昨
年
の
12
月
議
会

で
市
民
表
彰
と
職
員
表

彰
の
分
離
を
求
め
、
平
成
25
年

　

 　
　
防
災
問
題

　
区
や
自
治
会
単
位
の

防
災
意
識
を
ど
の
よ
う
に

高
め
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
自

主
防
災
組
織
設
立
時
に
活
動
資

機
材
費
と
し
て
上
限
50
万
円
の

補
助
が
あ
り
ま
す
。区
長
会
や
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
情
報
の
周

知
、
設
立
し
や
す
い
状
況
を
構

築
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
が
伺
う
。

　

八
街
市
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

す
る
た
め
、
各
小
学
校
区
に
あ

る
地
区
の
社
会
福
祉
協
議
会
等

を
通
じ
て
地
域
の
会
合
に
出
席

し
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地

域
住
民
の
避
難
所
運
営
へ
の
協

力
と
意
見
を
い
た
だ
け
る
よ
う

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

広
報
等
で
の
周
知
や
区
長
会
な

ど
自
主
防
災
組
織
の
結
成
の
必

要
性
に
つ
い
て
も
十
分
説
明
し
、

自
主
防
災
組
織
の
結
成
促
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す

　

消
防
団
員
の
減
少
は
深

刻
な
問
題
で
す
。
少
年
期

か
ら
地
域
防
災
を
理
解
し
、
消

防
活
動
に
対
す
る
理
解
や
必
要

性
を
得
ら
れ
る
少
年
消
防
団
の

結
成
を
本
市
で
も
考
え
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
伺
う
。

　

将
来
の
地
域
防
災

を
担
う
人
材
の
育
成

に
つ
な
が
る
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て
は
、
本
市
の
地
域
防

災
の
活
性
化
を
図
る
上
で
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
神
奈
川

県
大
和
市
を
は
じ
め
と
す
る
、

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
て

い
る
自
治
体
等
を
調
査
研
究
し

て
い
き
ま
す
。

　
魅
力
あ
る
街
づ
く
り

　
多
く
の
自
治
体
で
は
シ

テ
ィ
セ
ー
ル
ス
戦
略
プ
ラ

ン
な
ど
を
立
ち
上
げ
て
努
力
し

て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
に
は

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
成
田

空
港
と
東
京
間
の
流
れ
が
ま
す

ま
す
活
性
化
す
る
こ
と
は
確
実

で
す
。
成
田
国
際
空
港
の
持
つ

高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
用
し

て
、
成
田
空
港
促
進
協
議
会
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
近
隣
自
治

体
と
の
連
携
に
よ
り
、
魅
力
を

引
き
出
し
活
性
化
さ
せ
る
一
助

と
し
て
期
待
し
て
い
る
が
、
考

え
を
伺
う
。

　

八
街
マ
ッ
プ
を
地

図
大
手
の
会
社
、
ゼ

ン
リ
ン
と
の
官
民
共
同
で
作
成

し
て
配
布
す
る
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
つ
い
て
は
よ
り
見
や
す
く
、

あ
る
い
は
新
し
い
手
段
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
の
活
用
も
含
め
て
、
広
く

情
報
発
信
す
る
手
段
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
立
志
式
の
開
催
に
つ
い
て

◆
本
来
の
武
道
に
則
し
た
武
道

　

教
育
に
つ
い
て

個人
質
問問問問問 市 

長
市 

長

市 

長
市 

長
問問

市 

長
市 

長

誠　
和　
会　
　
　
山　
口　
孝　
弘

▲少年消防団放水訓練（大和市）
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一　般　質　問一　般　質　問

11

市 

長
市 

長
市 

長
市 

長

市 

長
市 

長
市 

長
市 

長

市 

長
市 

長

市 

長
市 

長
市 

長
市 

長

問問問問

問問

問問問問

問問問問
　
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

　

新
年
度
一
般
会
計
予

算
の
特
徴
は
如
何
か
。

　

平
成
26
年
度
一
般

会
計
予
算
案
の
特
徴

に
つ
い
て
は
︑
本
市
の
厳
し
い

財
政
状
況
を
踏
ま
え
︑
予
算

全
般
に
つ
い
て
削
減
額
を
維

持
し
︑
限
ら
れ
た
財
源
を
重
点

的
︑
効
果
的
に
配
分
す
る
施
策

精
選
型
の
財
政
運
営
と
な
っ
て

お
り
︑
全
体
と
し
て
通
年
型
予

算
と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。　

　
重
点
施
策
は
何
か
。

　

榎
戸
駅
自
由
通
路

整
備
及
び
︑
駅
舎
橋

上
化
や
道
路
等
整
備
事
業
の

他
︑
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
︑
東

日
本
大
震
災
︑
台
風
26
号
に
よ

る
被
災
者
支
援
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
ま
た
︑
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス

検
診
事
業
も
実
施
し
︑
雨
水
の

浸
水
対
策
と
し
て
︑
大
池
第
三

雨
水
幹
線
整
備
事
業
を
引
き
続

き
実
施
す
る
と
と
も
に
︑
現

在
︑
整
備
中
の
二
区
調
整
池
を

は
じ
め
︑
各
調
整
池
等
の
管
理

経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
そ
し

て
︑
学
校
教
育
の
充
実
を
図
る

た
め
︑
引
き
続
き
朝
陽
小
学
校

改
築
工
事
を
実
施
す
る
と
と
も

に
︑
交
進
小
︑
八
街
東
小
︑
二

州
小
の
屋
内
運
動
場
の
天
井
等

の
耐
震
化
を
進
め
ま
す
。
ま

た
︑
特
別
支
援
が
必
要
な
児
童

に
係
る
支
援
員
を
８
名
増
員
し

ま
す
。
そ
の
他
︑
将
来
都
市
像

や
基
本
理
念
と
い
っ
た
街
づ
く

り
の
目
標
と
な
る
総
合
計
画
の

見
直
し
を
す
る
等
︑
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
予
算
配
分
に
努
め
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
　
高
齢
社
会
対
策
に
つ
い
て

　

健
康
寿
命
と
は
、
日

常
的
に
介
護
を
必
要
と

し
な
い
で
、
自
立
し
た
生
活
が

で
き
る
期
間
を
い
い
ま
す
。
健

康
寿
命
を
延
ば
す
秘
訣
は
食
事

か
ら
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
シ
ニ
ア
向
け
の
食
育

講
座
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
が
如
何
か
。　

　

本
市
で
は
︑
介
護

予
防
事
業
の
一
つ
と

し
て
︑
介
護
認
定
を
受
け
て
い

な
い
65
才
以
上
の
市
民
の
う

ち
︑
体
重
が
減
少
傾
向
の
方
を

対
象
に
︑
栄
養
改
善
教
室
を
開

催
し
て
お
り
︑
栄
養
に
関
す
る

講
義
の
ほ
か
︑
栄
養
士
と
の
個

別
相
談
も
実
施
し
︑
低
栄
養
状

態
の
改
善
が
図
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

　
﹁
健
康
は
一
日
に
し
て

な
ら
ず
﹂
ま
ず
は
歩
く

こ
と
か
ら
始
め
よ
う
、
と
い
う

自
治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
ロ
ー
ド
と
し
て
の
指
定
を

望
む
が
如
何
か
。

　

身
近
な
と
こ
ろ
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
き

る
場
所
と
し
て
は
︑
ス
ポ
ー
ツ

プ
ラ
ザ
の
多
目
的
広
場
や
け
や

き
の
森
公
園
が
あ
り
︑
大
池
調

整
池
の
管
理
用
道
路
は
︑
散
策

路
と
し
て
歩
け
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
安
全

を
最
優
先
と
し
︑
景
色
を
楽
し

め
る
︑
名
所
旧
跡
を
訪
れ
る
な

ど
︑
既
存
の
道
路
や
施
設
を
利

用
し
︑
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
場
所
が
あ

る
か
調
査
し
て
い
き
ま
す
。

　
行
政
の
人
材
育
成
に

　
つ
い
て

　
元
気
な
八
街
市
を
発
信

す
る
に
は
、
職
員
の
人
材

育
成
の
た
め
の
指
導
、
教
育
が

必
要
と
思
う
が
、方
針
を
伺
う
。

　

平
成
18
年
１
月
に

策
定
し
た
八
街
市
職

員
人
材
育
成
基
本
方
針
の
中

で
︑
育
成
す
べ
き
職
員
像
と
し

て
︑
常
に
市
民
の
立
場
に
立
つ

こ
と
が
で
き
る
。
豊
か
な
発
想

力
と
政
策
形
成
能
力
で
︑
課
題

に
対
し
︑
調
整
や
問
題
解
決
が

で
き
る
。自
ら
の
責
任
で
考
え
︑

新
た
な
課
題
に
挑
戦
で
き
る
。

こ
の
３
つ
を
重
点
的
に
育
成
す

べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
個
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

の
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う

な
研
修
が
あ
る
の
か
伺
う
。

　

職
場
に
お
け
る
日

常
の
執
務
を
通
じ
て

の
助
言
指
導
を
行
う
職
場
研
修

や
︑
総
務
課
主
催
の
庁
舎
内
研

修
の
ほ
か
︑
職
場
外
の
実
務
能

力
向
上
の
研
修
︑
資
質
向
上
の

研
修
︑
県
へ
の
派
遣
研
修
等
︑

個
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
と
も

に
︑
ひ
い
て
は
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
市
民
へ
の
わ
か
り
や
す

い
情
報
発
信
が
重
要
と
考

え
る
が
如
何
か
。

　

市
か
ら
市
民
の
皆

様
へ
の
情
報
発
信
に

つ
い
て
は
︑
現
在
︑
広
報
や
ち

ま
た
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︑
区

長
・
自
治
会
長
回
覧
の
ほ
か
︑

報
道
機
関
12
社
へ
の
情
報
提
供

に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。実
際
︑

掲
載
に
至
っ
た
も
の
は
︑
50
件

中
20
件
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。先
般
Ｓ
Ｎ
Ｓ︵
ソ
ー
シ
ャ
ル・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
︶

を
活
用
し
た
情
報
提
供
に
つ
い

て
職
員
提
案
が
あ
り
︑
そ
の
有

効
性
な
ど
に
つ
い
て
検
証
作
業

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。引

き
続
き
︑
き
め
細
や
か
な
情
報

発
信
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

　
　

　一般質問は、市の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、見解を求めるものです。
3月定例会の一般質問は 2月 25日（火）、26日（水）、27日（木）の３日間に 14名の議員が質問しました。
　（ここでは紙面の関係で、その一部を要約して掲載しています。）

新年度予算、高齢社会対策及び
行政の人材育成について

公明党　新宅　雅子

　

 

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

本
市
並
び
に
本
市
議

会
等
に
対
す
る
行
政
視

察
の
現
状
と
行
政
視
察
を
増
や

す
た
め
の
対
策
は
。

　

近
年
の
視
察
内
容

は
、
国
保
財
政
や
収

納
状
況
と
収
納
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
、
落
花
生
の
生
産
及

び
加
工
現
場
の
視
察
、
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況
、
教

育
行
政
事
務
評
価
及
び
幼
・
小
・

中
・
高
連
携
教
育
実
践
、
農

業
施
策
全
般
及
び
グ
リ
ー
ン
や

ち
ま
た
の
運
営
等
の
６
件
で
す
。

　

日
本
一
の
落
花
生
の
ま
ち
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
し
、
見
や
す
く
活
用
し
や
す

い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
含
め
た
情

報
発
信
を
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

忠
魂
碑
施
設

　
忠
魂
碑
施
設
の
本
市

の
考
え
方
は
。

　

祖
国
を
思
い
、
家

族
を
案
じ
つ
つ
、
戦

禍
に
倒
ら
れ
た
方
々
の
痛
ま
し

い
犠
牲
の
上
に
、
今
日
の
平
和

と
豊
か
さ
を
享
受
し
て
い
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

戦
没
者
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈

念
す
る
機
会
を
得
る
象
徴
的
な

場
所
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
忠
魂
碑
施
設
の
管
理
、

運
営
は
。

　

財
務
省
が
所
有
・

管
理
し
て
い
る
土
地

で
す
。
今
後
、
市
遺
族
会
な
ど

の
関
係
部
署
と
協
議
を
進
め
、

よ
り
よ
い
土
地
利
用
計
画
を
策

定
し
、
国
と
の
管
理
委
託
契
約

へ
向
け
て
の
協
議
を
進
め
た
い
。

　

国
民
健
康
保
険
税

　
国
民
健
康
保
険
税
の
徴
収

状
況
と
徴
収
強
化
に
向
け
て

の
対
策
は
。

　
平
成
24
年
度
国
民

健
康
保
険
税
現
年
課

税
分
収
納
率
は
84
．１
％
で
、

県
内
54
団
体
中
46
位
で
す
。
滞

納
処
分
を
強
化
し
て
平
成
24

年
度
は
、
３
５
５
件
の
差
し
押

さ
え
を
実
施
し
、
２
３
０
件
、

３
千
１
１
５
万
４
千
円
を
換
価

し
ま
し
た
。

　
資
産
割
の
現
状
は
。

　

県
内
で
資
産
割
の

賦
課
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
は
54
市
町
村
中
18
市
町
で

す
。
本
市
の
資
産
割
課
税
額
は

約
９
千
４
１
１
万
円
で
全
体
の

５
％
程
度
で
す
。

　

資
産
割
廃
止
に
向
け

て
の
検
討
状
況
は
。

　

収
入
を
生
み
出
さ

な
い
居
住
用
の
住
宅
・

土
地
の
み
を
有
し
て
い
る
世
帯

の
増
加
や
、
相
続
未
登
記
、
ま

た
、
他
市
町
村
に
所
有
し
て
い

る
固
定
資
産
に
は
資
産
割
を
賦

課
で
き
な
い
な
ど
の
不
公
平
感

が
増
し
て
い
る
観
点
か
ら
、
資

産
割
を
廃
止
し
て
い
る
自
治
体

が
増
え
て
い
ま
す
。
国
に
お
け

る
国
保
制
度
改
革
の
動
き
を
見

据
え
な
が
ら
、
廃
止
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
焼
却
施

　

設
の
現
況

◆
最
終
処
分
場
の
現
状

◆
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
焼
却
施

　

設
並
び
に
最
終
処
分
場
の
長

　

寿
命
化
に
向
け
て
の
対
策

個人
質
問

誠　
和　
会　
　
　
石　
井　
孝　
昭

問問

問問

問問

問問

問問

「
忠
魂
碑
施
設
の
管
理
運
営
」
と

　
　
　
「
国
保
税
の
資
産
割
廃
止
」に
つ
い
て

人
も
う
ら
や
む
住
ん
で
良
か
っ
た
街
づ
く
り

　
　
　
　
　
輝
く
未
来
あ
る
子
供
た
ち
の
た
め
に

市 

長
市 

長
市 

長
市 

長

市 

長
市 

長
市 

長
市 

長

市 

長
市 

長
市 

長
市 

長

　

 

ま
ち
の
活
性
化

　

八
街
駅
周
辺
に
お
い

て
は
、
商
業
施
設
が
少

な
く
、
通
勤
通
学
時
間
帯
以
外

は
人
通
り
も
少
な
く
、
営
業
し

て
い
る
店
舗
に
お
い
て
も
客
が

ま
ば
ら
で
、
決
し
て
混
雑
し
て

い
る
と
言
え
な
い
状
態
に
思
え

ま
す
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
ま
っ

た
ま
ま
の
店
も
目
に
す
る
と
こ

ろ
で
す
。
ま
ち
の
活
性
化
の
た

め
の
空
店
舗
対
策
を
伺
う
。

　

駅
周
辺
の
空
店
舗

対
策
と
し
て
、八
街

Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
に
基
づ
き
、
各
種

事
業
を
地
元
商
店
会
、
及
び

八
街
商
工
会
議
所
と
連
携
し
、

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

具
体
的
な
事
業
と
し
て
、
雇

用
対
策
、
及
び
空
店
舗
対
策

と
し
て
、
八
街
駅
南
口
で
の
八

街
市
推
奨
の
店
「
ぼ
っ
ち
」、「
ぶ

ら
ん
み
な
み
」、「
ギ
ャ
ラ
リ
ー

悠
友
」
を
支
援
し
、
駅
周
辺
の

賑
わ
い
創
出
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
　
環
境
問
題

　
公
園
、
街
路
樹
、
各
学

校
、
公
共
核
施
設
に
植
え

ら
れ
た
樹
木
か
ら
の
落
ち
葉
、

ま
た
各
家
庭
か
ら
も
含
め
る
と

膨
大
な
量
の
落
ち
葉
が
あ
り
ま

す
。
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
と

し
て
の
腐
葉
土
づ
く
り
等
、
落

ち
葉
処
理
と
し
て
、
有
効
利
用

を
含
め
た
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。　

　

行
政
で
管
理
し
て

い
る
施
設
公
園
の
落

ち
葉
の
処
理
方
法
は
、
公
園

管
理
業
務
委
託
業
者
に
て
回

収
し
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

運
搬
し
て
処
分
し
て
い
ま
す
。

　

落
ち
葉
の
有
効
利
用
に
つ

い
て
は
、
平
成
23
年
３
月
11

日
の
東
日
本
大
震
災
以
前
は
、

腐
葉
土
と
し
て
利
用
し
た
い

方
に
自
由
に
持
ち
帰
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
現

在
は
、
放
射
能
に
よ
る
間
接

的
な
被
害
が
懸
念
さ
れ
お
り

ま
す
の
で
、
落
ち
葉
を
お
譲

り
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
教
育
問
題

　
変
化
の
著
し
い
こ
れ
か

ら
の
社
会
を
た
く
ま
し
く

生
き
る
た
め
に
、
確
か
な
る
学

力
と
豊
か
な
心
、
そ
し
て
健
や

か
な
体
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
育
て

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

そ
の
学
力
向
上
に
向
け
て
、
英

語
教
育
、
読
書
、
親
の
学
習
、

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
等
、
新
教

育
長
は
ど
の
よ
う
な
施
策
を

も
っ
て
学
校
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
か
れ
る
の
か
伺
う
。

　

英
語
教
育
に
つ
い

て
学
習
指
導
要
領
が

改
正
さ
れ
、
中
学
校
で
は
特
に

音
声
面
を
中
心
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
が
重

要
で
、
授
業
に
お
い
て
生
徒
が

積
極
的
に
英
語
を
話
す
機
会
を

多
く
設
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
読
書
は
、
現
在
市
内
各
小

中
学
校
に
お
い
て
朝
の
読
書
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
親
の

学
習
で
は
、
子
供
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
は
著
し
く
、
家
庭

の
あ
り
方
や
親
と
し
て
の
あ
り

方
が
問
わ
れ
て
い
る
中
で
、
親

が
子
育
て
に
つ
い
て
教
養
を
深

め
、
家
族
の
触
れ
合
う
方
法
を

探
求
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

家
庭
教
育
学
級
を
市
立
幼
稚

園
、
小
学
校
、
中
学
校
の
全
て

に
開
設
し
て
ま
す
。
サ
タ
デ
ー

ス
ク
ー
ル
事
業
は
学
力
向
上
を

目
的
と
し
た
、
非
常
に
有
効
な

事
業
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

個人
質
問

誠　
和　
会　
　
　
木　
村　
利　
晴

問問問問 市 

長
市 

長

問問 市 

長
市 

長

教
育
長

教
育
長
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市 

長
市 

長

市 

長
市 

長

経
済
環
境
部
長

経
済
環
境
部
長

経
済
環
境
部
長

経
済
環
境
部
長

　

パ
ス
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

　

成
田
空
港
パ
ス
ポ
ー

ト
の
申
請
状
況
と
今
後

の
受
付
事
務
に
つ
い
て
伺
う
。

　

２
月
12
日
ま
で
の

受
付
件
数
は
、５
０

７
人
で
あ
り
、
受
付
事
務
は
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
、
企
画
課
窓

口
に
お
い
て
受
付
を
行
い
ま

す
。　

パ
ス
ポ
ー
ト
︵
旅
券
︶

の
申
請
や
交
付
の
事
務

を
市
町
村
に
、
一
括
移
譲
し
た

い
と
県
は
考
え
を
示
し
た
が
、

本
市
の
パ
ス
ポ
ー
ト
事
務
に
つ

い
て
伺
う
。

　

森
田
知
事
は
昨
年

12
月
の
県
議
会
で
パ

ス
ポ
ー
ト
に
係
る
事
務
の
権
限

委
譲
を
進
め
る
と
答
弁
さ
れ
、

県
は
平
成
27
年
度
に
県
内
54
市

町
村
に
一
括
委
譲
す
る
方
針
を

固
め
た
と
報
道
が
あ
り
ま
し

た
。

　

本
市
と
し
て
も
、
印
旛
振
興

事
務
所
管
内
の
市
町
と
調
整
を

図
り
、
足
並
み
を
そ
ろ
え
た
対

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

 

青
年
就
農
給
付
金
に
つ
い
て

　
本
市
の
青
年
就
農
給
付

金
の
給
付
状
況
と
、
平
成

26
年
度
の
給
付
見
込
み
に
つ
い

て
伺
う
。　

平
成
25
年
度
の
青

年
給
付
金
の
給
付
は

７
名
１
組
の
給
付
を
予
定
し

て
お
り
、
平
成
26
年
度
の
給
付

見
込
み
は
、
継
続
し
て
給
付
す

る
７
名
１
組
に
加
え
、
新
た
に

５
名
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

親
元
就
農
の
給
付
に

対
し
、
ど
の
よ
う
な
課

題
が
あ
る
の
か
伺
う
。

　

親
元
就
農
と
し
て

青
年
就
農
給
付
金
を

受
給
す
る
た
め
に
、
一
番
の
課

題
で
あ
っ
た
農
地
の
貸
借
問
題

が
一
部
緩
和
さ
れ
た
が
、
給
付

期
間
中
に
親
族
か
ら
農
地
の
所

有
権
移
転
を
行
う
こ
と
が
条
件

と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
贈

与
税
の
課
税
が
発
生
す
る
等
の

問
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

親
元
就
農
の
場
合

に
、
親
の
土
地
ま
た
は

３
親
等
ま
で
土
地
を
借
り
た

場
合
、
所
有
権
移
転
は
３
親

等
ま
で
所
有
権
移
転
が
必
要

な
の
か
伺
う
。

　

や
は
り

所
有
権
移

転
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、
そ

こ
が
一
番
大
き
な
問
題
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
、
市
で

は
新
規
就
農
者
就
農
支

援
金
を
予
算
化
し
た
が
ど
の

よ
う
な
制
度
か
伺
う
。

　

青
年
就

農
給
付
金

の
要
件
の
ハ
ー
ド
ル
が
ま
だ

高
い
。

　

親
元
で
息
子
さ
ん
が
家
を
継

が
れ
る
と
い
う
時
、「
親
と
し

て
農
業
を
ず
っ
と
や
っ
て
く
れ

る
だ
ろ
う
か
。」
と
心
配
し
て

い
る
中
で
、
土
地
の
名
義
を
変

え
る
事
に
抵
抗
感
の
あ
る
方
も

い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
要
件
で
、
青
年

就
農
給
付
金
に
合
致
し
な
い
人

た
ち
を
何
と
か
市
と
し
て
支
援

し
た
い
と
い
う
こ
と
で
予
算
化

し
ま
し
た
。
月
２
万
円
で
２
年

間
の
支
援
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

個人
質
問市 

長
市 

長

市 
長
市 
長

市 

長
市 

長

市 

長
市 

長

問問問問

問問問問 問問

パ
ス
ポ
ー
ト
と
青
年
就
農
給
付
金
に
つ
い
て

防
災
、
榎
戸
駅
、
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

問問

誠　
和　
会　
　
　
小　
山　
栄　
治

　

 

防
災
に
つ
い
て

　
２
月
16
日
に
行
わ
れ
た

総
合
防
災
訓
練
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
機
関
、
団
体
に
声
か
け

の
も
と
、
市
で
一
体
化
し
て
行

わ
れ
た
こ
と
に
高
く
評
価
し
ま

す
。
こ
の
防
災
訓
練
で
全
職
員

の
何
割
の
人
が
緊
急
時
に
対
応

で
き
た
の
か
。
ま
た
、
問
題
点

や
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

　

地
震
発
生
の
午
前

６
時
50
分
か
ら
午
前

８
時
30
分
ま
で
に
災
害
対
策
本

部
員
を
含
め
、
４
８
４
名
の
職

員
が
参
集
し
ま
し
た
。
全
職
員

５
５
０
名
に
対
す
る
割
合
は
87
．

２
％
の
結
果
で
し
た
。
今
回
の

訓
練
で
は
、
訓
練
に
参
加
し
て

い
た
だ
い
た
希
望
个
丘
地
区

や
、
各
区
役
員
の
皆
様
の
防
災

意
識
の
高
さ
を
改
め
て
認
識
し

ま
し
た
。
今
後
に
お
い
て
は
、

職
員
の
さ
ら
な
る
防
災
意
識
の

高
揚
と
、
体
制
の
整
備
を
図
る

た
め
、
職
員
向
け
の
資
料
配
付
、

説
明
会
、
研
修
会
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
防
災
訓
練
を
毎
年

実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
市
民
向
け
の
防
災
訓
練

に
つ
い
て
も
、
開
催
す
る
地
域
を

変
え
な
が
ら
、
テ
ー
マ
を
決
め
て

毎
年
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
防
災
無
線
が
聞
こ
え
な

い
。
ま
た
、
そ
の
反
対
に

音
が
う
る
さ
い
等
、
い
ろ
い
ろ

な
声
を
頂
き
ま
す
。
家
庭
で
も

聞
く
こ
と
が
で
き
る
防
災
ラ
ジ

オ
を
各
戸
に
設
置
を
望
む
が
如

何
か
。

　

防
災
ラ
ジ
オ
は
有

効
な
情
報
手
段
で
あ

る
と
考
え
ま
す
が
、
現
在
の
防

災
ラ
ジ
オ
は
ア
ナ
ロ
グ
方
式
の

み
で
あ
り
、
今
後
、
デ
ジ
タ
ル

方
式
に
更
新
し
て
い
く
こ
と
と

な
る
た
め
、
今
の
段
階
で
は
導

入
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
榎
戸
駅
に
つ
い
て

　
平
成
26
年
度
の
事
業
の

進
捗
予
定
、
及
び
補
助
金

や
交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て
伺

う
。

　

工
事
に
関
す
る
協

定
は
平
成
26
年
秋
の

締
結
に
向
け
協
議
中
で
あ
り
、

工
事
の
周
知
看
板
を
平
成
26
年

10
月
に
榎
戸
駅
周
辺
に
設
置
し

ま
す
。
広
場
設
計
業
務
に
つ
い

て
は
、
西
口
を
平
成
26
年
度
、

東
口
を
平
成
27
年
度
に
計
画
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
予
算
計
画

に
つ
い
て
は
、
国
庫
補
助
対
象

事
業
と
し
て
県
と
協
議
し
、
国

へ
補
助
金
の
要
望
を
提
出
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
つ
い
て

　
焼
却
炉
、
ま
た
最
終
処

分
場
の
延
命
化
の
た
め
に

は
、
も
う
一
歩
の
ゴ
ミ
の
減
量

が
不
可
欠
で
す
。
現
在
の
焼
却

灰
、
飛
灰
の
処
理
費
用
、
可
燃

ゴ
ミ
の
搬
入
量
は
如
何
か
。

　

焼
却
主
灰
の
支
出

は
平
成
24
年
度
で
７

千
６
１
７
万
５
千
３
１
円
で
す
。

ま
た
、
飛
灰
は
１
千
２
７
１
万

３
千
６
３
０
円
で
す
。
可
燃
ゴ

ミ
の
搬
入
量
は
平
成
23
年
度
が

総
搬
入
量
２
万
５
千
５
９
６
㌧

の
う
ち
２
万
５
３
９
㌧
、
平
成
24

年
度
が
２
万
５
千
２
３
０
㌧
の

う
ち
２
万
６
２
０
㌧
で
す
。
今

後
も
、
市
と
し
て
は
ゴ
ミ
の
減

量
化
を
市
民
に
呼
び
か
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

個人
質
問問問

市 

長
市 

長

市 

長
市 

長
問問問問

問問

公　
明　
党　
　
　
鯨　
井　
眞
佐
子

◆
不
法
投
棄
監
視

　
不
法
投
棄
監
視
対
策
の

実
績
を
伺
う
。

　

平
成
24
年
度
は
、
監
視

回
数
が
７
１
９
回
、
延
べ

人
数
１
千
７
７
２
人
、
発
見
件

数
１
８
６
件
、
う
ち
区
監
視
員

に
よ
る
処
理
が
１
５
５
件
、
市

に
処
理
依
頼
の
あ
っ
た
件
数
が

31
件
で
す
。
次
に
不
法
投
棄
監

視
業
務
は
、
平
成
24
年
度
は
、

22
箇
所
を
夜
間
ま
た
は
土
曜
日

等
に
監
視
い
た
だ
い
て
お
り
、

年
30
日
間
で
す
。
産
廃
な
ど
不

法
投
棄
さ
れ
た
場
所
に
、
変
化

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
市
の
方

に
連
絡
を
い
た
だ
き
、
何
か

あ
っ
た
場
合
は
県
と
市
で
対
応

し
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
19
箇
所
、

年
間
25
日
間
で
す
。

◆
水
質
対
策

　

水
質
対
策
で
は
、
市

内
に
は
産
廃
だ
け
で
は
な

く
、
窒
素
が
出
た
り
な
ど
の
問

題
も
あ
り
、
何
年
か
に
一
度
、

場
所
の
選
定
方
法
を
変
更
し
て
、

新
た
に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

　

現
在
、
隔
年
で
南
北

井
戸
を
60
本
ず
つ
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

八
街
市
内
の
地
下
水
の
変
化
を

調
べ
る
た
め
に
同
じ
井
戸
を
調

べ
て
お
り
、
数
値
は
変
化
し
て

い
る
状
況
で
す
。
で
き
る
だ
け

固
定
し
た
方
が
八
街
市
内
の
地

下
水
の
変
化
を
見
る
と
い
う
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
一
番
の
策
と

考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
残

土
ま
た
は
産
廃
等
で
埋
立
を
し

て
、
そ
の
後
、
地
下
水
が
心
配

で
す
の
で
、
こ
の
事
業
と
は
別

に
地
下
水
の
調
査
を
し
て
い
る

所
も
あ
り
ま
す
。
埋
立
等
で
近

辺
が
心
配
な
場
合
は
、
別
の
考

え
方
と
し
て
、
地
下
水
の
検
査

を
行
っ
て
い
く
方
が
良
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

◆
農
業
研
究
会

　
農
業
研
究
会
の
事
業
と

補
助
金
の
使
い
方
に
つ
い

て
伺
う
。

　

市
内
の
農
業
団
体
８

団
体
で
組
織
す
る
市
農

業
研
究
会
に
対
す
る
補
助
金

に
な
り
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
や

ち
ま
た
園
芸
部
、
Ｊ
Ａ
女
性

部
、
養
豚
組
合
、
酪
農
組
合
、

指
導
農
業
士
及
び
農
業
士
会
、

植
木
組
合
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
、
酒

米
生
産
組
合
が
実
施
す
る
事

業
に
対
す
る
補
助
金
で
、
Ｐ
Ｒ

活
動
、
試
験
研
究
な
ど
の
活
動

支
援
と
し
て
、
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

答答 問問

答答 問

答答

問問 答答答答

経
済
建
設

経
済
建
設

◆
消
費
生
活
相
談

　
消
費
生
活
相
談
の
体
制

を
伺
う
。

　

八
街
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
の
現
在
の
体
制
は
、

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
９
時
か

ら
４
時
ま
で
、
相
談
員
４
名
が

交
代
で
勤
務
し
、
相
談
の
対
応

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

◆
市
営
住
宅

　
市
営
住
宅
の
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

市
営
住
宅
に
つ
い
て
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
平
成
26
年
度
に
富
士
見
団

地
の
解
体
を
行
い
、
平
成
27
年

度
は
、
朝
陽
団
地
の
昭
和
46
年

度
建
築
分
に
つ
い
て
公
募
の
停

止
を
行
い
、
市
営
住
宅
入
居
管

理
要
綱
を
策
定
し
て
、
平
成
28

年
度
か
ら
九
十
九
路
団
地
と
長

谷
団
地
に
単
身
者
が
入
居
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。
平
成
28
年

度
は
、
朝
陽
団
地
の
昭
和
47
年

度
、
48
年
度
に
建
築
し
た
分
に

つ
い
て
公
募
を
停
止
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
は
地
域
住
宅
計
画

を
策
定
し
て
、
平
成
30
年
度
に

九
十
九
路
団
地
と
長
谷
団
地
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も
含
め
て
長

寿
命
化
計
画
を
作
成
す
る
予
定

で
す
。

 

流山市を視察！朝陽小学校改築工事

会派「改革クラブ」が
結成されました。

　平成２６年４月１７日に議会改革検討協議会は、日本経済
新聞社の「全国市区議会８１０市の議会改革度ランキング
調査」で全国第１位の流山市議会を視察しました。
　流山市の議会改革は、平成１３年の地方分権検討協議会
の設置から始まり、１７年３月対面式演壇の導入、１８年９
月本会議インターネット中継導入、２０年１０月の議会基本
条例制定シンポジウム&市民意見交換会開催を経て、２１
年３月に議会基本条例を可決しました。条文作成にあたって
は、早稲田大学マニュフェスト研究所と提携や議員間で討
議を重ねるなどが特徴となっています。
　また、議会基本条例が制定された、同年１０月に情報通
信技術（ＩＣＴ）の推進を求める決議を可決、ＩＣＴ推進基本
計画を策定、委員会室へのノートＰＣ持ち込みや、ユースト
リームによる特別委員会の中継、スマートフォン電子採決、
フェイスブック（市議会公式）ページ開設など、見られる議会
から見たくなる議会への積極的な改革をおこなっています。

　平成２６年度３学期の完成を目指して工事
を進めています。

代　表　古場　正春　議員
　　　　桜田　秀雄　議員
　　　　（平成26年４月１日結成）
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公
共
交
通
に
つ
い
て

　
路
線
バ
ス
都
賀
線
廃
止

に
伴
う
、
利
用
者
へ
の
影

響
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ち
ば
フ
ラ
ワ
ー
バ
ス

の
都
賀
線
が
廃
止
に

至
っ
た
経
緯
は
、
国
、
県
、
沿

線
４
市
の
補
助
金
を
受
け
て

も
年
間
５
０
０
万
円
ほ
ど
の
損

失
額
が
生
じ
て
お
り
、
利
用
客

も
１
便
平
均
都
賀
行
き
で
乗
車

7.8
人
、
降
車
4.8
人
。
八
街
行
き

で
乗
車
3.1
人
、
降
車
5.2
人
と
、

こ
れ
以
上
の
確
保
が
望
め
ず
、

国
庫
補
助
金
も
危
ぶ
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

交
通
空
白
地
域
が
生
じ
な
い
よ

う
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
中
コ
ー
ス

の
ル
ー
ト
を
佐
倉
市
境
付
近
ま

で
延
長
し
、
折
り
返
し
運
行
を

行
う
予
定
で
す
。

　
デ
マ
ン
ド
交
通
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
、
及
び
今
後

の
公
共
交
通
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
、
13
人
の
方
か
ら

回
答
を
頂
き
ま
し
た
。
回
答
者

の
多
く
が
60
代
以
上
で
、
３
割

以
上
が
無
職
、
半
数
が
免
許
を

保
有
し
て
い
な
い
と
の
回
答
で

し
た
。
ふ
れ
あ
い
バ
ス
と
デ
マ
ン

ド
交
通
で
は
９
割
の
方
が
デ
マ

ン
ド
交
通
の
方
が
利
用
し
や
す

い
と
回
答
し
て
い
ま
す
が
、
デ
ー

タ
不
足
は
否
め
な
い
と
こ
ろ
で
、

早
期
の
導
入
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
後
は
、
八
街
市
地

域
公
共
交
通
協
議
会
に
お
い
て

総
合
連
携
計
画
を
決
定
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 　
教
育
に
つ
い
て

　
読
書
と
は
、
豊
か
な
感

性
や
考
え
る
力
を
育
み
、

生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い
く

う
え
で
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
す
。現
在
、
各
自
治

体
で
進
め
ら
れ
て
い
る﹁
家う

ち
ど
く読
﹂

の
本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

　

や
ち
ま
た
教
育
の

日
月
間
が
始
ま
っ
た

平
成
22
年
11
月
か
ら
、
図
書
館

に
「
家
読
の
本
」
コ
ー
ナ
ー
を

常
設
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
家

読
リ
ス
ト
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

不
登
校
や
問
題
行
動

に
対
す
る
早
期
対
応
や

環
境
改
善
を
図
る
た
め
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
導
入
を
求
め
る
が
如
何
か
。

　

本
市
の
児
童
、
生

徒
の
家
庭
環
境
を

考
え
る
こ
と
は
必
要
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
本
市
の
財
政
を
踏
ま

え
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
な
お
、
現
在
本

市
で
は
、
各
学
校
の
指
導
主
事

が
関
係
諸
機
関
と
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
行
い
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　

 子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
導
入

か
ら
２
年
。
保
護
者
の
声

と
、
絵
本
の
入
れ
替
え
に
つ
い

て
伺
う
。　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

良
か
っ
た
と
の
回
答

が
８
４
．６
％
。
読
み
聞
か
せ

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
方
も
増

え
て
お
り
、
事
業
の
効
果
が
あ

ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
子
に
兄

弟
が
い
る
場
合
、
同
じ
絵
本
が

配
付
さ
れ
る
た
め
、
予
算
面
を

含
め
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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通
学
路
の
整
備

　
県
道
岩
富
山
田
台
線
の

沖
十
文
字
か
ら
山
田
台
ま

で
の
歩
道
整
備
に
つ
い
て
は
、

既
に
沿
線
地
権
者
の
第
一
義

の
同
意
を
い
た
だ
き
、
千
葉
県

知
事
宛
て
に
同
意
書
を
添
付

し
て
要
望
書
を
提
出
済
み
で

す
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

　

県
印
旛
土
木
事
務

所
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
八
街
市
内
の
路
線
の
歩
道

整
備
を
鋭
意
努
力
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
本
市
と
し
て
も
、

他
路
線
の
進
捗
状
況
等
を
見
な

が
ら
、
要
望
を
重
ね
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
沖
分
校
の
子
ど
も
た
ち

の
５
、６
年
生
の
ほ
と
ん

ど
は
、
二
州
小
学
校
に
、
ふ
れ

あ
い
バ
ス
で
通
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
は

１
０
０
％
近
く
が
自
転
車
通

学
で
す
。
児
童
の
安
全
を
考
え

る
と
県
道
に
歩
道
整
備
が
必

要
で
す
。
小
学
生
は
自
転
車
で

歩
道
を
通
行
し
て
も
道
交
法

違
反
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
の
で
、
教
育
委
員
会
と

し
て
も
関
係
機
関
に
歩
道
設

置
の
要
望
を
し
て
い
く
考
え

は
な
い
か
。　

二
州
小
学
校
沖

分
校
で
は
、
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

交
通
指
導
、
安
全
指
導
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
子
ど
も
た

ち
の
命
に
関
わ
る
こ
と
で
す
の

で
、
安
全
第
一
を
考
え
る
と
い

う
立
場
で
、
再
度
、
警
察
、
そ

し
て
学
校
等
と
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

国
道
１
２
６
号
か
ら

県
道
八
街
東
金
線
の
二

州
小
学
校
ま
で
の
歩
道
整
備
の

進
捗
状
況
を
伺
う
。

　

県
印
旛
土
木
事
務

所
に
よ
る
と
、
当
初

の
整
備
内
容
は
、
全
体
計
画
延

長
が
約
７
０
０
ｍ
、
幅
員
3.5
ｍ

の
歩
道
を
両
側
に
設
置
す
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
が
、
そ
の
後

の
地
元
関
係
者
と
協
議
の
結

果
、
歩
道
幅
員
を
2.5
メ
ー
ト
ル

に
変
更
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

今
年
の
２
月
16
日
に
第
２
回
目

の
地
元
説
明
会
を
開
催
し
、
再

度
、
事
業
へ
の
協
力
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
用
地
協
力
が
得
ら

れ
た
箇
所
か
ら
整
備
を
進
め
て

い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　

 

通
勤・通
学
の
利
便
性

　
現
在
、
総
武
本
線
が
単

線
の
た
め
に
通
勤
・
通
学

に
非
常
に
不
便
と
い
う
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
登
下
校
、
出
勤
・
帰
宅

時
間
帯
の
電
車
本
数
の
少
な
さ

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
佐
倉

駅
、
千
葉
駅
の
接
続
の
改
善
に

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　

総
武
本
線
地
域
と

し
ま
し
て
は
、
ダ
イ

ヤ
の
改
善
に
関
す
る
要
望
実
現

に
向
け
て
、
今
後
も
粘
り
強
く

要
望
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
26
年
３
月
の

ダ
イ
ヤ
改
正
の
情
報
と
し
て
は
、

八
街
駅
発
の
上
り
18
時
台
の
普

通
列
車
１
本
が
佐
倉
駅
に
お
い

て
、
総
武
快
速
線
と
の
接
続
改

善
が
図
ら
れ
る
模
様
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の

要
望
活
動
の
成
果
と
し
て
、
受

け
と
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

個人
質
問問問問問 市 

長
市 

長

問問市 

長
市 

長
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通
学
路
の
安
全
、
通
勤
・
通
学
の
利
便
性
向
上

や
ち
ま
た
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◆
臨
時
福
祉
給
付
金

　
臨
時
福
祉
給
付
金
は
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
に

１
人
１
万
円
を
支
給
し
、
ま

た
、
基
礎
年
金
等
の
方
に
５
千

円
を
加
算
す
る
と
い
う
も
の
で

す
が
、
漏
れ
て
し
ま
う
方
が
い

な
い
よ
う
に
給
付
金
の
徹
底
は

ど
の
よ
う
に
図
る
の
か
。

　

周
知
を
徹
底
す
る
た

め
に
現
在
考
え
て
い
る
の

は
、
全
戸
に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
等

に
よ
る
チ
ラ
シ
の
配
布
、
ま
た
、

広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
同

時
に
お
知
ら
せ
を
す
る
か
た
ち

を
取
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
障
害
者
自
動
車
運
転
免
許

　

障
害
者
自
動
車
運
転

免
許
取
得
助
成
費
の
内

容
を
伺
う
。

　

免
許
の
取
得
費
用
の

３
分
の
２
、
10
万
円
を
限

度
と
し
て
、助
成
し
て
い
ま
す
。

◆
東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー　

４
月
に
東
千
葉
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
が
東
金
市

に
開
設
さ
れ
ま
す
が
、
医
療
圏

が
違
う
た
め
直
接
的
な
負
担
金

等
の
責
任
義
務
は
な
い
と
考
え

ま
す
。
し
か
し
、
開
設
さ
れ
る

と
八
街
市
民
も
利
用
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
そ
の
対
応
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。　

　

八
街
市
に
も
負
担
の

要
望
が
あ
り
ま
し
た
が
、

医
療
圏
の
違
い
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ひ
と
ま
ず
は
、
地
元
の
医

療
圏
の
協
議
が
整
っ
て
か
ら
の

問
題
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

◆
教
育
指
導

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
活

動
状
況
を
伺
う
。

　

市
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
１

名
が
巡
回
相
談
で
、
小
学

校
を
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

臨
時
的
に
県
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

も
小
学
校
を
回
っ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
十
分
な
か
た
ち

と
は
い
え
ま
せ
ん
の
で
、
さ
ら

に
、
充
実
し
た
対
応
の
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
学
校
給
食　

　

米
は
学
校
給
食
会
か

ら
仕
入
れ
て
い
ま
す
が
、

教
育
委
員
会
で
選
択
す
れ
ば
、

八
街
市
の
米
を
使
え
る
の
で
は

な
い
か
。

　

地
元
の
米
を
使
う
の
は

可
能
と
考
え
ま
す
。
し
か

し
、
年
間
使
用
す
る
量
を
確
保

で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

答答答答 問問問

答答 問問答答

問問問 答答答答 答答

文
教
福
祉

文
教
福
祉

◆
青
少
年
健
全
育
成

　
青
少
年
健
全
育
成
に
よ

り
、
八
街
市
の
大
き
な
問

題
で
あ
る
不
登
校
、
引
き
こ
も

り
の
問
題
に
つ
い
て
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
行
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　

本
市
を
管
轄
し
て
い
る

千
葉
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
相
談
業
務

を
実
施
し
て
お
り
、
市
で
は
、

長
期
欠
席
、
不
登
校
の
子
供
た

ち
に
「
未
来
の
扉
を
開
こ
う
進

路
相
談
会
」を
開
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
卒
業
生
に
も
就
労
相
談

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療

　

保
険
料
に
つ
い
て
は

２
０
１
４
年
度
か
ら
、応

益
割
に
つ
い
て
は
５
割
軽
減
、

２
割
軽
減
の
対
象
者
が
拡
大
す

る
よ
う
で
す
が
、
当
市
の
対
象

者
数
を
伺
う
。

　

全
体
で
新
た
に
２
６
３

名
の
方
が
対
象
に
な
り
ま

す
。　

保
険
料
を
滞
納
し
て

い
る
方
に
、
差
し
押
さ

え
等
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

基
本
的
に
、
差
し
押
さ

え
は
実
施
し
て
い
ま
せ

ん
。

答答

◆
市
長
﹆
副
市
長
及
び
教
育
長

の
給
料
を
減
額

　

平
成
15
年
度
か
ら
毎

年
見
直
し
し
て
い
ま
す

が
、
１
年
ご
と
に
見
直
し
を
す

る
根
拠
を
伺
う
。

　

毎
年
景
気
及
び
財
政
状

況
等
を
勘
案
し
、
減
額
率

に
つ
い
て
適
正
で
あ
る
か
ど
う

か
協
議
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
昨
年
度
と

同
様
の
率
に
設
定
し
、
期
間
を

設
け
た
も
の
で
す
。　

◆
管
理
職
手
当
20
％
削
減　

　

削
減
に
よ
る
総
額
は

い
く
ら
に
な
る
の
か
。

　

平
成
25
年
度
の
試
算
で

は
、対
象
職
員
が
54
名
で
、

総
額
約
７
３
０
万
円
に
な
り
ま

す
。
１
人
あ
た
り
に
す
る
と
、

年
額
約
13
万
５
千
円
に
な
り
ま

す
。

◆
市
税
収
入

　

市
税
収
が
低
迷
し
て

い
る
理
由
を
伺
う
。

　

市
民
税
は
、
国
で
は
緩

や
か
な
が
ら
景
気
回
復
傾

向
に
向
か
っ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
も
の
の
、
本
市
で
は
未

だ
、
景
気
回
復
の
実
感
が
あ
る

と
は
言
え
な
い
こ
と
か
ら
、
景

気
動
向
が
不
透
明
で
個
人
、
法

人
と
も
所
得
が
減
少
傾
向
に
あ

る
と
予
想
し
て
お
り
、
市
民
税

は
減
少
す
る
見
込
み
と
し
て
い

ま
す
。
固
定
資
産
税
は
、
東
京

ガ
ス
の
償
却
資
産
が
供
用
開
始

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
ま
し
て
、

増
額
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

景
気
回
復
が
い
ま
だ
本
市
で

波
及
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
全
体
の
傾
向
と
し

て
は
、
減
少
傾
向
に
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

◆
入
札
事
務

　

契
約
事
務
で
は
、
入

札
の
改
善
は
ど
の
よ
う

に
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　

今
ま
で
、
紙
ベ
ー
ス
で

入
札
し
て
い
た
も
の
を
平

成
26
年
４
月
か
ら
、
ち
ば
電
子

調
達
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
電

子
入
札
と
し
ま
す
。
随
意
契
約

以
外
は
す
べ
て
一
般
競
争
入
札

に
し
て
４
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
工
事
等
に
お
け
る
低
入

札
価
格
調
査
制
度
、
最
低
制
限

価
格
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

◆
防
犯
カ
メ
ラ

　

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
場
所
を
伺
う
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
事
件
が
あ
っ
て

映
像
を
警
察
に
提
供
す
る
こ
と

は
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
場

所
は
、
ひ
っ
た
く
り
等
犯

罪
の
多
い
エ
リ
ア
に
、
幹
部
交

番
と
協
議
し
て
設
置
す
る
予
定

で
す
。
警
察
へ
の
提
供
は
、
こ

れ
ま
で
警
察
署
か
ら
情
報
提
供

を
求
め
る
案
件
が
11
件
あ
り
ま

し
た
。

◆
防
災　

防
火
水
槽
や
消
火
栓

の
看
板
の
老
朽
化
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。　

消
防
団
が
定
期
的
に
点

検
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
際
に
、
不
良
が
あ
る
場

合
は
防
災
課
に
報
告
を
頂
き
、

防
火
水
槽
の
修
繕
、
看
板
の
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す

委員会での審査委員会での審査委員会での審査
　3月5日から3月12日に各委員会が開催さ
れ、付託された議案等を審査しました。
（紙面の都合上、質疑等の一部を掲載します。）

総

　
　務

総

　
　務

答答 問問

答答 問問 答答 答答

問 問答答 答答
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何
か
。　

　

今
年
度
は
、
特
別

支
援
専
門
家
チ
ー
ム

に
よ
る
巡
回
相
談
を
全
中
学
校

及
び
幼
稚
園
で
年
２
回
実
施
し
、

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
15
名

配
置
、
ま
た
、
教
育
補
助
員
も

配
置
し
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
の
八
街
市

の
中
学
生
の
不
登
校
率
は

全
国
平
均
の
５
．48
倍
、
県
の

２
．47
倍
。
小
学
生
は
全
国
平

均
の
3.1
倍
、
県
の
3.7
倍
と
深
刻

で
あ
る
。
不
登
校
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
、
私
は
今
ま
で

小
学
校
に
も
適
応
教
室
を
設
置

す
る
よ
う
求
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
不
登
校
に
な
っ
て
か
ら
の
対

応
も
重
要
で
す
が
、
そ
れ
に
加

え
、
保
育
所
時
代
及
び
幼
稚
園

時
代
等
の
幼
少
期
か
ら
保
護
者

や
関
係
者
の
相
談
に
の
り
、
義

務
教
育
へ
の
連
携
を
強
め
る
常

設
の
相
談
体
制
が
必
要
と
思
う

が
如
何
か
。　

現
在
、
学
校
教

育
課
の
指
導
主
事

が
そ
れ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
医
療
費
負
担
増
の

　
影
響
緩
和
を

　

４
月
以
降
、
新
た
に
70

歳
に
な
る
方
か
ら
医
療
費

の
窓
口
負
担
が
現
在
の
１
割
か

ら
２
割
負
担
に
引
き
上
げ
予
定

で
あ
る
が
、
暮
ら
し
へ
の
影
響

は
ど
う
か
。

　

平
成
26
年
度
中
に

２
割
に
移
行
す
る
方

は
７
０
０
人
が
対
象
に
な
り
、

１
人
当
た
り
月
額
２
千
６
０
０

円
程
度
の
負
担
増
の
見
込
み
で

す
。　

平
成
25
年
５
月
31
日

現
在
、
70
歳
以
上
の
国
保

税
の
滞
納
率
は
10
．８
％
。
国

保
法
第
44
条
に
基
づ
く
﹁
病

院
窓
口
一
部
負
担
金
減
免
制

度
﹂や
同
法
77
条
に
基
づ
く﹁
市

条
例
の
減
免
制
度
﹂
等
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る

か
伺
う
。

　
「
減
免
制

度
」
の
問

い
合
わ
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

個人
質
問問問問問 市 

長
市 

長

市 

長
市 

長

問問

問問 問問

安
心
の
子
育
て
で
き
る
ま
ち
に

日
本
共
産
党　
　
　
京　
増　
藤　
江

　
子
ど
も
た
ち
の

　
健
や
か
な
成
長
を

　
２
０
１
５
年
か
ら
実
施

予
定
の
﹁
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
﹂
は
、
保
育
所

を
充
実
さ
せ
る
と
い
う
視
点
で

は
な
く
、
保
育
所
等
の
公
的
な

仕
組
み
を
、
企
業
の
要
求
に
応

え
﹁
サ
ー
ビ
ス
業
﹂
と
位
置
付

け
て
い
る
。﹁
新
制
度
﹂
に
向

け
て
、
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
尊
重
す
る
と
共
に
、

現
在
の
公
立
保
育
所
の
存
続
を

求
め
る
が
如
何
か
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
に
活
か
し
ま

す
。

　

基
本
的
に
公
立

の
６
保
育
園
は
５

年
間
公
立
保
育
園
と
し
て
存
続

し
ま
す
。

　
教
室
で
の
不
適
応
等
に

よ
り
、
支
援
が
必
要
な
子

ど
も
た
ち
の
発
達
を
保
障
し
、

二
次
的
障
害
を
防
止
す
る
た
め

に
も
、
保
育
園
や
幼
稚
園
等
か

ら
義
務
教
育
ま
で
一
貫
し
て
相

談
で
き
る
窓
口
を
求
め
る
が
如

教
育
長

教
育
長

再
質
問

再
質
問

教
育
次
長

教
育
次
長

平成26年度八街市一般会計予算、討論！　 ）約要（ 

　

平成26年度一般会計予算

※歳入歳出差引額6億7千800万円は、翌年度への繰越しや、基金に積み立てました。

12億3千500万円
（5.8％）

13億8千300万円
（6.5％）

31億400万円
（14.6％）

23億7千700万円
　（11.2％）

212億3千800万円

2億3千700万円
（1.1％）

8億5千200万円
（4.0％）

1億円
（0.5％）

5億5千100万円
（2.6％）

21億2千
　700万円
　　（10.0％）

1億4千100万円
（0.6％）

39億6千800万円
（18.7％）

　1億8千500万円
（0.9％）

2億8千400万円
（1.3％）

52億500万円
（24.5％）

6億7千300万円
（3.2％）

1億9千300万円
（0.9％）

2千万円
（0.1）

1億2千600万円
（0.6％）

2億3千600万円
（1.1％）

22億4千万円
（10.6％）

82億4千500万円
（38.8％）

20億3千500万円
（9.6％）

　消費税増税と社会保障制度の相
次ぐ改悪のもとで、市の新年度予
算は、福祉の増進に資するという

地方自治体の本来の役割を発揮させ、教育・福祉の充実と
ともに、地元中小業者が主役の経済振興、自然エネルギー
の利用促進、農業振興など地域内経済循環を促進すること
が求められます。まちづくりの基本となる総合計画・障害
者計画策定は職員の手によりつくろうとするものであり、
また、新規就農者への市独自の支援金制度の創設、高齢者
買い物支援、住宅リフォーム助成、朝陽小学校建設、就学
援助費の増目、榎戸駅改修など、積極的な取り組みを評価
するものです。
　しかし、市政運営方針は、市民の暮らし向きにまったく
言及せず、大増税から暮らしを守る市独自の施策はありま
せん。国は地方消費税交付金の増額分は福祉に使うよう指
導しています。市は上下水道、給食費に消費税を上乗せして
おり、市民のくらし圧迫につながりかねません。せめて低
所得者・障害者世帯への負担軽減対策を実施すべきです。
また、財源確保は税の徴収強化にとどまり、地域経済をど
のようにして活性化し税収アップにつなげるのかという方
向が見えません。市の経済を支える農業・商工予算は年々
削減され、歳出総予算のわずか1.7％。この分野の予算を増
やし地域内再投資力を高め地域循環型経済を構築すること
が何よりも必要です。市の教育予算は県下37市中ワースト1
という状況です。文科省は教材整備計画で単年度約800億円
を地方交付税として措置し、全国の学校環境整備を促して
います。ところが新年度は1/5程度しか予算化されていませ
ん。教育予算あと回しの予算編成に反対するものです。

　予算全般について削減額を維持
し、節減合理化を推進するという
考えのもと、限られた財源を重点

的かつ効果的に配分する施策精選型、全体としては通年型
予算です。
　歳入では、市税等徴収対策本部を中心に、全庁的な取り
組みを進めており、今後も収納率向上に向けた取り組みを
強化していくものと思われ、市税全体では、前年度と比較
し、0.5パーセント、約３千800万円の増となっています。
　歳出では、社会保障費関連の扶助費や子ども・子育て関
連、教育施設整備関連などの事業費が、当面増加すること
が見込まれ、大変厳しい財政状況が続くものと考えられま
す。このため、経費全般にわたる節減合理化や既存の制度
・施策の見直しに努めた上で、捻出した財源を重点的・効
果的に配分しています。
　暮らし、福祉、教育部門等、バランスのとれた予算配分
に努めることにより、市民の幅広い行政に対する期待に応
えつつ、財政の健全化を維持するという困難な行政課題に
対し、職務が公正かつ公平に行われ、市民から信頼される
市政を推進する努力が伺われ、希望の持てる安心社会を構
築できるものと確信しています。とはいえ、財政調整基金
の積立金残高は、平成27年度には枯渇しそうな状況であり
ますので、今後も北村市長の強力な指導力のもと、行財政
改革推進本部・市税等徴収対策本部を中心に、一層の経費
削減・財源確保に努め、複雑かつ多様化する市民ニーズに
応え、財政の健全化を維持しつつ、八街市の将来像の実現
をお願いして、賛成するものです。

市税
69億5千900万円
（32.8％）

　　　区　分
国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
下水道事業
水道事業

　平成26年度当初予算額①
　◆　平成26年度　特別会計 ◆　

101億6千403万1千円
4億1千612万3千円
38億3千3万3千円

15億1千339万2千円
15億2千920万3千円

　平成25年度当初予算額② 　増減額①--②
94億7千274万2千円
3億7千490万3千円
37億1千525万6千円
18億8千589万5千円
14億9千510万3千円

6億9千128万9千円
4千122万円

1億1千477万7千円
▲　3億7千250万3千円

3千410万円

212億3千800万円

市 

長
市 

長
市 

長
市 

長
市 

長
市 

長

市 

長
市 

長

市 

長
市 

長

問問
　
消
防
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

消
防
力
の
整
備
指
針

に
基
づ
い
て
、資
機
材
の

充
実
、職
員
の
適
正
な
確
保
、

配
置
を
す
べ
き
と
思
う
が
、
北

部
方
面
の
消
防
署
設
置
を
伺

う
。

　

基
準
を
１
署
満
た

し
て
い
な
い
。
そ
の
た

め
に
動
力
ポ
ン
プ
の
数
や
人
員

等
も
不
足
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
も
と
、
ち
ば
消
防

共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
が
運
用
開

始
し
、
円
滑
な
応
援
体
制
が
構

築
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
通
常
の
火
災
に
加
え
、

地
震
対
策
も
考
え
、
自

主
防
災
組
織
を
強
化
・
充
実
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
が
如
何
か
。

　

今
４
つ
の
自
主
防

災
組
織
が
あ
り
ま
す

が
、
地
域
の
会
合
等
を
通
じ
、

促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

市
の
消
防
団
員
確
保

に
つ
い
て
伺
う
。

　

こ
こ
数
年
、
減
少

が
続
い
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
に
も
消
防
団
に
対

す
る
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ

う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。
女
性

消
防
団
員
は
現
在
１
人
で
す
。

　

処
遇
の
問
題
に
つ
い

て
、
消
防
団
を
中
核

と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実

に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ

た
。
現
在
、
国
か
ら
は
１
人
、

３
万
６
千
円
交
付
さ
れ
て
お

り
、
消
防
団
員
の
報
酬
を
上
げ

る
べ
き
で
あ
る
が
如
何
か
。

　

非
常
備
消
防
費

の
国
の
交
付
金
は
、

８
千
２
０
０
万
円
が
算
入
さ
れ

ま
す
。
報
酬
に
か
か
わ
る
も
の

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
分
団
維
持
に
つ
い
て
、

服
装
、
各
備
品
の
充
実

は
も
ち
ろ
ん
、
分
団
長
会
議
の

日
程
の
改
善
を
求
め
る
が
如
何

か
。

　
本
部
会
議
・
団

本
部
会
議
あ
る
い

は
分
団
長
会
議
等
で
諮
っ
て
調

整
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
安
心
の
国
保
を

　

国
保
の
広
域
化
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
は
っ

き
り
さ
せ
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
県
に
意
見
を
上
げ
る
必

要
が
あ
る
が
如
何
か
。

　

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
規
模
拡
大
と
財

政
基
盤
の
安
定
化
、
デ
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
は
保
険
税
収
納
率

の
低
下
の
危
惧
、
地
域
住
民
に

寄
り
添
っ
た
保
険
事
業
の
可
否

が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
安
定
し

た
国
保
財
政
を
確
立
で
き
る
広

域
化
に
向
け
て
意
思
表
示
を
し

て
い
き
た
い
。

　

全
国
的
に
人
権
無
視

の
国
保
行
政
で
、
保
険
証

取
り
上
げ
な
ど
批
判
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
厚
労
省
は
﹁
資
格

証
の
取
り
扱
い
は
慎
重
に
﹂
と

し
て
い
ま
す
が
、
市
の
現
状
は

ど
う
か
。　

資
格
証
明
書
の
交
付

に
対
し
ま
し
て
は
、
定

期
的
に
納
税
相
談
通
知
の
送
付

を
行
う
と
と
も
に
、
特
別
な
事

情
が
生
じ
て
い
な
い
か
ど
う
か
、

状
況
の
把
握
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

個人
質
問

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
に
　

問問問問

問問 問問

問問

問問

日
本
共
産
党　
　
　
　
右　
山　
正　
美

市 

長
市 

長

総
務
部
長

総
務
部
長

市
民
部
長

市
民
部
長

国
保
年
金
課
長

国
保
年
金
課
長
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★
告
報
席
出
の
長
議
副・
長
議
★

★
告
報
席
出
の
長
議
副・
長
議
★

  先進地を視察してきました。

︻
２
月
︼

15
日
・
農
漁
村
ル
ネ
サ
ン
ス
体
験
主
張
大
会
　

16
日
・
総
合
防
災
訓
練

18
日
・
千
葉
県
宅
地
建
物
取
引
協
会
印
旛
支
部
会

22
日
・
社
会
教
育
振
興
大
会

23
日
・
八
街
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
タ 

︻
３
月
︼  

9
日
・
八
街
商
工
会
議
所
創
立
60
周
年
記
念
事
業
会
員
大
会

14
日
・
獣
魂
祭

　
　
・
成
田
国
際
空
港
騒
音
対
策
委
員
会
富
里
地
区
部
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    （
富
里
市
）

16
日
・
印
旛
郡
市
少
年
野
球
大
会
開
会
式

28
日
・
い
ん
ば
農
業
協
同
組
合
通
常
総
代
会
　   （
佐
倉
市
）

29
日
・
文
化
協
会
講
演
会

︻
４
月
︼

6
日
・
野
球
連
盟
「
総
合
開
会
式
」

　
　
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
合
同
開
会
式

12
日
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
定
時
総
会

13
日
・
消
防
団
感
謝
状
授
与
式      

15
日
・
千
葉
県
市
議
会
議
長
会
役
員
会
　
　
　
　（
千
葉
市
）

17
日
・
流
山
市
議
会
視
察
研
修
　
　
　
　 

　     （
流
山
市
）

18
日
・
連
合
婦
人
会
定
期
総
会

20
日
・
戦
没
者
追
悼
奉
納
剣
道
大
会

　
　
・
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会
総
会

　
　  

・
橘
の
会
舞
踊
発
表
会

21
日
・
千
葉
県
市
議
会
議
長
会
定
例
総
会      

　（
千
葉
市
）

22
日
・
文
化
協
会
定
例
総
会

    

　
・
関
東
市
議
会
議
長
会
理
事
会
・定
期
総
会
　
（
千
葉
市
）

26
日
・
八
街
市
消
防
団
第
16
分
団
新
機
車
披
露
式

27
日
・
雅
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡
発
表
会

　
　
　

○文教福祉・経済建設常任委員会○ ○議会運営委員会・総務常任委員会○
○１月２２日　栃木県那須烏山市
　・サタデースクール事業
　・再生可能エネルギー導入（メガソーラ施設）

○１月１６日　神奈川県大和市
　・議会基本条例
　・自主防災組織に配備される
　　  「スタンドパイプ消火機材」
　・大和市少年消防団

○１月２３日　埼玉県三郷市
 　・親の学習推進事業
　・ららほっとみさと運営事業  

○１月１７日　静岡県藤枝市
 　・議会改革の取り組み
　・藤枝型 NPM（新公共経営）

　【サタデースクール事業】
　学力向上対策として、小学６年生及び中学３年生の個に応じた
指導を通して基礎的な学力の定着を図る目的で１２年前、合併前の
旧南那須町から始まった。実施期間は１０月から翌年２月までで、小
学生は国語及び算数、中学生は国語、数学及び英語の授業を行っ
ている。講師は宇都宮大学へ学生の講師派遣を依頼し、全てのク
ラスにおいて２名体制で行っている。また関係団体等で構成する運
営委員会を設置し、教材選定・カリュキラム作成・保護者対応を行い、
そのほか授業時には定期的に教育指導主事等が立会い、課題検
討等を行う体制も整備している。
　【メガソーラ施設】
　那須烏山市サンライズプロジェクトノ一環として、廃校になった七
合中学校跡地のグラウンドの一部（9千平米）に地上傾斜設置型
の太陽電池（一部両面）を設置した。
　施設能力は、出力が 730キロワットでそのうち10キロワット程度
を蓄電設備に接続しており、災害等の緊急時に無償で貸出が予定
されている。

　【スタンドパイプ消火機材・少年消防団】
　同時多発火災では市民の消火活動が重要であることから、消火
栓等に直接ホースを接続し、初期消火や延焼防止をすることが出来
る、消火効果が高く取り扱いが容易なスタンドパイプ消火機材を自主
防災組織へ配備している。一式費用は、約２５万円で市内全自主
防組織の１５０組織に平成２５年度事業で配付する予定である。実
際に放水の体験をしたが、φ４０㎜のホースのため、女性・子どもで
も使用できるものであった。
　平成５年４月に大和市少年消防団運営委員会が設立され、それ
以来予算運営及び活動で支援体制を整えている。団員は、市内
在住の小学４年生から６年生を対象とし、卒団生の大学生、高校
生、中学生を指導員に任命し、団員のサポートや訓練時の指導に
あたっている。防火・防災のさまざまな体験や各学校から集まるので、
普段交流のない子どもたちが学校組織と違う新たな団体行動により、
火災などの災害から暮らしを守り、災害のない社会づくりにも貢献す
ることを目指し、防火マナーを身につけた、社会人が育成されている。

　【親の学習推進事業】
　この事業は三郷市の教育「三つの宝」の授業規律の徹底、日
本一の読書のまち三郷、親の学習の三つの内の一つになる。　
　教育の原点は家庭にあるとの考えに立ち、子育てに関する悩み
や不安について情報交換するなかで、子育てのヒントや親のあり方
を学び家庭力の向上をはかる。
　特色としては三郷市青少年育成市民会議の会員が講座の進行
役となり、子育て中の親や中高生等を対象として、年間２０８講座を
展開している。参加者の子育てに関する気づきだけでなく、コミュニ
ケーションスキルも向上し、参加者間の新たな人間関係づくりが図れ、
様 な々活用が期待できる事業である。
　課題としては乳幼児をもつ保護者への講座を充実させることと、子
どもの成長過程に応じた段階的なプログラムの工夫（プログラムの
重複をさける工夫）やファシリテーター（三郷市青少年育成市民会
議の会員）の研修による進行技術、技量の向上が必要である。

　【議会改革の取り組み】
　平成２２年の改選時に議員定数が２７人から２２人に減員したのを期
に、それぞれ１１人で構成する決算特別委員会と予算特別委員会を
設置した。９月の決算審査特別委員会は、各委員が事業評価のた
め主要事業を抽出し、費用対効果等の検証を行い、各委員の評価、
新年度予算の考え方を執行部に提言している。各常任委員会にも議
会として機能強化体制が確立されており、現年度チェック機能をもち
１１月には次年度予算編成に向けて執行部に提言書を提出している。
　決算特別委員会の事業評価は、前年度事業に対する評価なの
で、新年度予算への提言としては１年間のブランクがあり、直近の
新年度予算への反映が諮られないので、常任委員会との連携が課
題である。また、事業評価は、個々の委員の意見となり、特別委員
会として一致した提言ではないので、執行部が戸惑うことがある。し
かし、評価システムをサイクル化し予算・決算特別委員会と常任委
員会が連携され予算執行の取り組みや進捗状況をしっかりとチェック
することで、執行部に的確な事業の進捗を促せ、議会のチェックサ
イクルが確立されるものと期待できる。

▲説明中の北村市長

　

平
成
26
年
度
市
政
運
営
方

　
針　
　
　
　
︵
主
な
も
の
︶

　
　
便
利
で
快
適
な
街

◆
Ｊ
Ｒ
榎
戸
駅
東
口
の
開
設
に

　

つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
千
葉

　

支
社
と
の
協
議
も
最
終
段
階

　

に
突
入
し
て
お
り
、
現
在
、

　

平
成
26
年
秋
頃
の
工
事
発
注

　

に
向
け
、
着
々
と
準
備
を
進

　

め
て
い
ま
す
。

◆
ふ
れ
あ
い
バ
ス
運
行
の
ほ
か
、

　

道
路
の
改
良
工
事
や
維
持
修

　

繕
、
道
路
拡
幅
を
行
い
ま
す
。

◆
市
民
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
情

　

報
を
「
八
街
マ
ッ
プ
」
と
し

　

て
ま
と
め
、
４
月
中
に
は
市

　

内
の
自
治
会
に
加
入
し
て
い

　

る
全
戸
を
対
象
に
無
料
配
付

　

や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、

　

新
規
転
入
者
や
希
望
さ
れ
る

　

方
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
窓
口
に

　

お
い
て
無
料
配
付
し
ま
す
。

　
　
安
全
で
安
心
な
街

◆
昨
年
10
月
に
本
市
を
襲
っ
た

　

 

台
風
26
号
に
よ
り
、
被
害
を

受
け
た
家
屋
の
復
旧
の
た
め

に
民
間
金
融
機
関
等
か
ら
借

り
入
れ
た
借
入
金
に
対
し
、

そ
の
利
子
分
を
補
助
す
る
た

め
の
災
害
復
興
住
宅
利
子
補

給
事
業
や
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
被
災
し
た
住
宅
の
再
建

支
援
制
度
と
し
て
、
液
状
化

等
被
害
住
宅
再
建
支
援
事
業

を
行
い
ま
す
。

◆
非
常
備
消
防
の
充
実
を
図
る

　

 

た
め
第
七
分
団
の
水
槽
付
き

小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
を
購

入
、
ま
た
耐
震
性
貯
水
槽
を

設
置
し
ま
す
。

◆
防
災
備
蓄
倉
庫
や
備
蓄
用
資

　

機
材
を
整
備
す
る
た
め
の
避

　

難
場
所
整
備
事
業
を
引
き
続

　

き
行
い
ま
す
。

　
　
健
康
と
思
い
や
り
に

　
　
あ
ふ
れ
る
街

◆
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ

　

る
低
所
得
者
への
影
響
に
鑑

　

み
、
社
会
保
障
充
実
の
た
め

　

の
措
置
と
併
せ
た
暫
定
的
・

　

臨
時
的
給
付
措
置
と
し
て
、

　

臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業

　

を
行
い
ま
す
。

◆
子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩

　

和
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て

　

世
代
の
消
費
の
下
支
え
を
図

　

る
観
点
か
ら
、
児
童
手
当
の

　

上
乗
せ
で
は
な
い
臨
時
的
な

　

給
付
措
置
と
し
て
、
子
育
て

　

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
給
付

　

事
業
を
行
い
ま
す
。

　
　
豊
か
な
自
然
と

　
　
共
生
す
る
街

◆
昨
年
10
月
の
台
風
26
号
に
よ

　

る
農
業
災
害
に
対
し
、
農
業

　

の
安
定
経
営
を
支
援
す
る
た

　

め
、
金
融
機
関
か
ら
の
融
資

　

に
対
し
そ
の
利
子
分
を
補
助

　

す
る
農
業
災
害
対
策
利
子
補

　

給
事
業
を
行
い
ま
す
。

◆
八
街
東
小
学
校
の
周
辺
や
八

　

街
駅
の
北
側
地
域
な
ど
の
冠

　

水
対
策
と
し
て
期
待
さ
れ
る
、

　

大
池
第
三
雨
水
幹
線
整
備
工  

　

事
を
平
成
24
年
度
か
ら
の
継

　

続
事
業
と
し
て
、
現
在
実
施

　

し
て
い
ま
す
。

◆
市
内
園
芸
農
家
か
ら
排
出
さ

　

れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
適
正

　

受
け
ら
れ
な
い
方
を
対
象
と

　

し
た
新
規
就
農
者
就
農
支
援

　

を
行
い
ま
す
。

◆
産
地
自
ら
が
新
た
な
生
産
販

　

売
戦
略
を
構
築
・
実
行
し
、

　

高
品
質
・
安
定
的
な
生
産
を

　

図
る
た
め
の
環
境
保
全
型
農

　

業
に
必
要
な
施
設
の
導
入
に

　

対
し
、
補
助
す
る「
輝
け
ち
ば

　

の
園
芸
産
地
整
備
支
援
事
業

　

を
行
い
ま
す
。

◆
八
街
市
推
奨
の
店
「
ぼ
っ
ち
」

　

が
主
体
と
な
り
買
い
物
弱
者
へ

　

の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
新

　

た
に
実
施
す
る
た
め
に
補
助

　

し
ま
す
。

　

市
民
と
と
も
に
つ
く
る
街

◆
喜
望
の
杜
区
、八
街
ニ
ュ
ー

　

タ
ウ
ン
自
治
会
へ
の
地
域
集
会

　

施
設
修
繕
に
対
す
る
補
助
な

　

ど
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
を

　

行
い
ま
す
。　

　
　
　
　
議　
　
案

◆
副
市
長
の
選
任

・
榎
本　

隆
二 

氏

◆
人
権
擁
護
委
員

・
尾
髙　

幸
子 

氏

◆
特
別
職
の
給
与
減
額

　

特
別
職
の
給
与
︵
月
額
︶
の

減
額
を
継
続
し
ま
す
。　

　

市　

長
▲
８
万
６
千
円

　

副
市
長
▲
５
万
４
０
０
円

　

教
育
長
▲
３
万
３
千
５
０
０
円

◆
管
理
職
手
当
て
減
額

　

一
般
職
の
管
理
職
員
手
当
に
つ

い
て
引
き
続
き
20
％
削
減
し
ま

す
。

◆
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

　
国
の
「
好
循
環
実
現
の
た
め

の
経
済
対
策
」
に
伴
う
国
庫
補

助
金
を
活
用
し
ま
す
。

・
老
朽
化
が
進
む
道
路
ス
ト
ッ

　

ク 

︵
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
︶
の

　

点
検
を
し
ま
す
。

︵
４
０
０
万
円
︶

・
大
雨
時
に
安
全
に
通
行
で
き
る

　

道
路
環
境
を
整
え
る
た
め
、

　

排
水
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

︵
８
千
７
０
０
万
円
︶

・
乳
が
ん
及
び
子
宮
頸
が
ん
検

　

診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配

　

付
し
ま
す
。

︵
３
千
９
７
８
万
円
︶

・
子
ど
も
た
ち
の
安
全
で
安
心

　

な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
た

　

め
、
小
中
学
校
校
舎
の
耐
震

　

化
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
老

　

朽
化
が
著
し
い
小
学
校
の
ト

　

イ
レ
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

︵
３
億
８
千
７
５
４
万
８
千
円
︶

・
市
立
幼
稚
園
に
エ
ア
コ
ン
を

　

設
置
し
ま
す
。

︵
４
千
７
８
２
万
４
千
円
︶

・
上
砂
地
区
に
お
け
る
産
業
廃

　

棄
物
を
撤
去
し
ま
す
。

︵
２
千
８
９
２
万
３
千
円
︶

3月定例会3月定例会3月定例会
提出議案の主な内容

　平成２６年３月定例会は、２月２０日に
開会され、諮問１件、議案２６件が提出
され審議されました。《紙面の都合上、
議案の内容の一部を掲載します》

　

に
処
理
す
る
た
め
の
園
芸
用

　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
適
正
処
理

　

事
業
や
市
内
産
業
の
活
性
化

　

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業

　

を
行
い
ま
す
。

　

心
の
豊
か
さ
を
感
じ
る
街

◆
交
進
小
学
校
・
八
街
東
小
学
校
・

　

二
州
小
学
校
３
校
の
屋
内
運

　

動
場
の
天
井
等
の
耐
震
対
策

　

調
査
設
計
業
務
を
行
い
ま
す
。

◆
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る

　

児
童
に
対
す
る
特
別
支
援
教

　

育
支
援
員
を
新
た
に
８
名
を 

　

増
員
し
ま
す
。

◆
経
済
的
な
理
由
か
ら
児
童
・

　

生
徒
に
義
務
教
育
を
受
け
さ

　

せ
る
こ
と
が
困
難
な
保
護
者

　

や
特
別
支
援
学
級
へ
就
学
す

　

る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に

　

対
し
て
援
助
す
る
生
徒
援
助

　

奨
励
を
行
い
ま
す
。　

◆
朝
陽
小
学
校
校
舎
改
築
工
事

　

は
、
平
成
26
年
度
の
３
学
期

　

中
に
は
、
新
し
い
校
舎
で
授

　

業
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
進

　

め
て
い
き
ま
す
。

　

活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
街

◆
農
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め

　

に
は
、
魅
力
あ
る
新
し
い
農

　

業
・
農
村
の
構
築
が
必
要
な

　

た
め
、
青
年
就
農
給
付
金
を



市議会だより｜平成26年（2014年）5月1日

議案と結果

市議会だより市議
やちまたやちまたやちまたやちまた
市議会だより市議会だより

第 号196 平成26年（2014年）

〔5月1日発行〕

 〇提出議案の主な内容 ２～３P
 〇委員会審査の主な内容 ４～５P
〇一般質問（代表4人・個人10人） ６～１4P
 〇議長・副議長の出席報告等 １５P
 〇審議された議案と結果 １６P

　4月10日㈭に市立小学校8校で
入学式が行われました。
　みんな元気いっぱいです。

（写真：八街東小学校）

入　学　式

3

※本紙にご意見等ございましたら「議会だより編集委員会」までお寄せ下さい。　TEL０４３（４４３）１４８２

編 集 後 記

●議会だより編集委員会●　委員長／林　政男　副委員長／服部雅恵　委員／京増藤江・新宅雅子・山口孝弘・　　　　　　　　　　　　 石井孝昭・木村利晴・小山栄治

3月定例会議案等結果一覧
 

誠和（誠和会）…… 中田　眞司、湯淺　祐德、小髙　良則、山口　孝弘、林　修三、石井　孝昭、
　　　　　　　　 　木村　利晴、小山　栄治、小菅　耕二、鈴木　広美、長谷川健介
公明（公明党）…… 新宅　雅子、鯨井眞佐子、川上　雄次、服部　雅恵

２１（やちまた21）…… 加藤　弘、林　政男
共産（日本共産党）…… 丸山わき子、右山　正美、京増　藤江
古…… 古場　正春　　 桜…… 桜田　秀雄

　                                         ３月議会は、市民の暮らしに大きな影響を及ぼす４月からの消費税率の引き上げ、様
々な社会保障の内容改変等の実施を目前にして開催されました。「これからの暮らしがどうなるのか？」と、市民
の皆さんの関心は高いと思います。
　今議会において、小学校・中学校校舎の耐震化及び市立幼稚園へのエアコン設置、実住小学校のトイレ改修工事
等に対する予算措置がされました。子供たちの安全や快適性が確保されることを嬉しく思います。
　これからも市民の皆さんの切実な願いや声を反映する「議会だより」をめざします。                   　（京増藤江）

八街市議会6月定例会のお知らせ
八街市議会6月定例会は5月30日㈮から6月20日㈮までの日程で行われる予定です。
○一般質問日程（予定）6月4日㈬・5日㈭・6日㈮午前10時～

○賛成　　╳反対　　退：退席

議案番号 件　　　　　　　　名 議決年月日 結　果
 各会派の賛否 無会派

  
 誠和 公明 共産 21 古 桜

11　 4　 3 　2

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦   H26. 2. 20  　   ○     ○     ○     ○    ○  ○ 

議案第１号 監査委員の選任   H26. 2. 20  　   ○     ○     ○     ○    ○  ○ 

議案第２号 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  H26. 3. 24  　   ○     ○     ○     ○      ○

議案第３号 　　   H26. 3. 24  　   ○     ○     ╳    ○     ╳

議案第４号 　   H26. 3. 24  　   ○     ○     ╳    ○      ○

議案第５号 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  H26. 3. 24  　　○     ○     ╳    ○      ○

議案第６号 　   H26. 3. 24  　　○     ○     ○     ○      ○

議案第７号 　   H26. 3. 24  　 ○     ○     ○     ○      ○

議案第８号 　   H26. 3. 24  　　○     ○     ○     ○      ○

議案第９号 　   H26. 3. 24  　　○     ○     ○     ○      ○

議案第10号 市道路線の認定 　 H26. 3. 24  　　○     ○     ○     ○      ○

議案第11号 　 　H26. 3. 24  　　○     ○     ○     ○      ○

議案第12号 　 　H26. 3. 24  　　○     ○     ╳    ○      ○

議案第13号 　 　 H26. 3. 24  　　○     ○     ○     ○      ○

議案第14号 　 　 H26. 3. 24  　　○     ○     ○     ○      ○

議案第15号 　 　H26. 3. 24  　　○     ○     ╳    ○      ○

議案第16号　平成２５年度八街市下水道事業特別会計補正予算 　H26. 3. 24  　　○     ○     ○     ○      ○

議案第17号 　 　 H26. 3. 24  　　○     ○     ○     ○      ○

議案第18号 　  H26. 3. 24  　　○     ○     ╳    ○      ○

議案第19号　平成２６年度八街市国民健康保険特別会計予算 　 H26. 3. 24  　　○     ○     ╳    ○      ○

議案第20号 　 　 H26. 3. 24  　　○     ○     ╳    ○      ○

議案第21号 　 　H26. 3. 24  　　○     ○     ╳    ○      ○

議案第22号　平成２６年度八街市下水道事業特別会計予算 　H26. 3. 24  　　○     ○     ╳    ○      ○

議案第23号 　 　 H26. 3. 24  　　○     ○     ╳    ○      ○

議案第24号 　  H26. 3. 24  　　○     ○     ○     ○      ○

議案第25号 副市長の選任 　 H26. 3. 24  　　○     ○ 退   ○      ○

議案第26号 平成２５年度八街市一般会計補正予算 　 H26. 3. 24  　　○     ○     ○     ○      ○

 

 

 

 

 

平成２５年度八街市後期高齢者医療特別会計補正予算

非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部を改正する条例の制定
八街市特別職の職員の給与の特例に関する条例の一部
を改正する条例の制定
八街市一般職の職員の給与等に関する条例の一部を改
正する条例の制定
八街市一般職の職員の管理職手当の特例に関する条例
の一部を改正する条例の制定
八街市土地開発基金の設置、管理及び処分に関する条
例を廃止する条例の制定
八街市まちづくり基金の設置、管理及び処分に関する
条例を廃止する条例の制定
八街市地域の元気臨時交付金基金の設置、管理及び処
分に関する条例の制定
八街市予防接種健康被害調査委員会条例の一部を改正
する条例の制定

印旛郡市広域市町村圏事務組合規約の一部を改正する
規約の制定に関する協議

八街市立朝陽小学校校舎及び屋内運動場改築建築工事
の変更契約の締結

適任と認める
賛成21／反対0
同 意

賛成21／反対0
原 案 可 決
賛成20／反対0
原 案 可 決
賛成16／反対4
原 案 可 決
賛成17／反対3
原 案 可 決
賛成17／反対3
原 案 可 決
賛成20／反対0
原 案 可 決
賛成20／反対0
原 案 可 決
賛成20／反対0
原 案 可 決
賛成20／反対0
原 案 可 決
賛成20／反対0
原 案 可 決
賛成20／反対0
原 案 可 決
賛成17／反対3
原 案 可 決
賛成20／反対0
原 案 可 決
賛成20／反対0
原 案 可 決
賛成17／反対3
原 案 可 決
賛成20／反対0
原 案 可 決
賛成20／反対0
原 案 可 決
賛成17／反対3
原 案 可 決
賛成17／反対3
原 案 可 決
賛成17／反対3
原 案 可 決
賛成17／反対3
原 案 可 決
賛成17／反対3
原 案 可 決
賛成17／反対3
原 案 可 決
賛成20／反対0
同 意

賛成17／反対0
原 案 可 決
賛成20／反対0

※林　修三議長は採決に加わっていません。※古場議員は本会議最終日欠席のため議案第２号から第２６号の採決に加わっていません。

市 長 提 出 議 案
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｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜
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｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

平成２５年度八街市一般会計補正予算

平成２６年度八街市一般会計予算

平成２５年度八街市国民健康保険特別会計補正予算

平成２５年度八街市介護保険特別会計補正予算

平成２５年度八街市水道事業会計補正予算

平成２６年度八街市後期高齢者医療特別会計予算

平成２６年度八街市介護保険特別会計予算

平成２６年度八街市水道事業会計予算

16


